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令和の時代を迎えた 

岡崎高校スーパーサイエンスハイスクール 

 

 

本校は、文部科学省の指定する最初のスーパーサイエン

スハイスクール（以下ＳＳＨと記す。）として、平成 14 年

度からこれまで 18 年間にわたり、先進的な理数教育に関

する研究実践を重ねてまいりました。この間、東京大学、

名古屋大学、愛知教育大学、筑波大学、自然科学研究機構

など、多くの大学並びに研究機関の先生には、生徒への指

導はもとより、教職員の指導力向上にも並々ならぬ御支援

をいただいております。さらに、県教育委員会、地元企

業、その他多くの科学関係施設の皆様方にも貴重なお時間

を頂戴し、懇切丁寧なお世話をいただいており、改めてこ

こに厚く御礼申し上げます。 

本校は、ＳＳＨ事業開始以来、理科や数学を重視するだけでなく、倫理観、論

理的思考力、プレゼンテーション能力の育成を目的とした本校独自の学校設定科

目を設定して、幅広い分野での実践的研究に取り組むとともに、期を重ねるごと

に「課題研究」「ＥＣ（イングリッシュ・コミュニケーション）研修」「海外（米

国）研修」等、さまざまな事業を新たに設定し、取り組んでまいりました。 

第４期となる平成 30 年度からは、科学的思考力を課題発見や問題解決に活用す

る能力を「科学を使える力」とし、そのための資質・能力である「知識を統合す

る力」「課題発見力、仮説設定能力」「文章表現力、プレゼンテーション能力、英

語コミュニケーション能力」を「岡高キー・コンピテンシー」として位置づけ、

平成 29 年度の１年生から始めた総合的な学習の時間における全生徒による探究活

動を「探究ＡＫＣ（「ＡＫＣ」は Activities for Key Competencies の略）」と銘

打ち、年次進行で実施してまいりました。 

元号が令和となった本年度は、「探究ＡＫＣ」を全学年で実施するとともに、昨

年度から新たに設定した「ＳＳＨの日」に、全校生徒が参加する成果発表会を実

施いたしました。 

こうした実践研究と成果により、令和という新たな時代を迎えた最初の年に、

次の 10 年を見据えた新たな出発を果たすことができたと考えております。 

本校といたしましては、本年度までの取組の質をさらに高めていくとともに、

これまでのＳＳＨ事業を通じて培った経験や組織力を生かし、今後とも理数教育

を核とした教科指導全般にわたる指導方法の改善と評価の研究に一層取り組んで

まいりたいと考えております。 

今後とも皆様の御支援・御指導を賜りますようお願い申し上げて、報告書の挨

拶といたします。 

 

令和２年３月吉日 

愛知県立岡崎高等学校長 柴田 悦己 
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探究 Ⅰ（ 年）での課題研究 探究 AKCⅡ（ 年）での課題研究

探究 AKCⅡ（ 年）での文理融合授業 の日での英語ポスター発表

の日での英語ポスター発表 物理Ⅱと 化学Ⅱと 英語Ⅱの

連携による活動（英国高校との協働）

物理Ⅱと 化学Ⅱと 生物Ⅱと

世界史 の連携による活動

研究室体験研修

（東京大学大学院農学生命科学研究科）

平成 年度指定スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書・第２年次

目 次

❶ 令和元年度 研究開発実施報告（要約）（様式 ）

❷ 令和元年度 研究開発の成果と課題（様式 ）

❸ 実施報告書（本文）

① 研究開発の課題

② 研究開発の経緯

③ 研究開発の内容

探究 AKCⅠ

探究 AKCⅡ（ 年）

探究 Ⅱ（ 年）

数学

物理Ⅰ

物理Ⅱ

化学Ⅰ， 化学Ⅱ

生物Ⅰ

生物Ⅱ

化学生物

英語Ⅰ

英語Ⅱ

情報

米国研修

研修（ 研修）

研究室体験研修

研究室・企業訪問研修（第 学年）

研究室・企業訪問研修（第 学年）

の日

部活動（スーパーサイエンス部）

部活動（数学部）

部活動（学習会・化学）

部活動（学習会・ ）

科学三昧 あいち

④ 実施の効果とその評価

⑤ 校内における の組織的推進体制

⑥ 成果の発信・普及

⑦ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向

❹ 関係資料

① 教育課程編成表

② 事業評価のための評価規準表（ルーブリック）

③ 令和元年度 意識調査＜生徒用＞校内集計結果

④ 事業と進路指導

⑤ 事業に関する卒業生調査の結果

⑥ 運営指導委員会などの記録

⑦ 課題研究テーマ一覧

－3－



基礎生物学研究所一般公開での

ワークショップ
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北山湿地の保全活動

（岡崎市環境政策課との連携）
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別紙様式１－１

愛知県立岡崎高等学校 指定第４期目 ～

❶令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

「科学を使える力」で未来社会を切り拓く国際リーダーを育成する教育課程の研究開発

② 研究開発の概要

科学を使えるようになるための資質・能力として「岡高キー・コンピテンシー」を本校独自に定義

する。岡高キー・コンピテンシーは，①知識を統合する力，②課題発見力，仮説設定能力，③文章表

現力，プレゼンテーション力，英語コミュニケーション力からなる。 事業（ 学校設定科目と

特別課外活動の全 事業）は評価規準表によって評価する。岡高キー・コンピテンシーを評価

できるように規準を設定し，明確な基準によって成功体験を積み上げさせて意欲を高め，指導と評価

の一体化を図る。

課題研究のための 学校設定教科「探究 （ ）」を新設する。

生徒自身が設定した課題を探究し，第 学年時には生徒全員に英語で研究をまとめて発表する。全職

員が協力して課題探究のためのスキルを多角的に指導し，岡高キー・コンピテンシーを育成する。

名古屋大学や自然科学研究機構との連携協定を活用し，企業や市と連携した活動を行う。

③ 令和元年度実施規模

学科・コース
年生 年生 年生 計

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

普通科
文系

理系

全校生徒 名を の対象生徒とする。

④ 研究開発内容

○研究計画

第 年次（平成 年度） 探究 Ⅰ（第 学年）開始

探究 Ⅱ（第 学年）開始

学校設定科目での主体的・対話的な学習活動の開始

特別課外活動での主体的・対話的な学習活動の開始

評価規準表を用いたパフォーマンス評価の開始

第 年次

（令和元年度，今年度）

探究 Ⅱ（第 学年）開始

の日での 年生全員による課題研究の成果発表の開始

探究 の教材の統合とテキスト化

第 年次（令和 年度） 年間の課題を踏まえての探究 Ⅰ（第 学年）実施

探究 のテキストの製本

第 年次（令和 年度） 年間の課題を踏まえての探究 Ⅱ（第 学年）実施

学校設定科目以外の科目での主体的・対話的な学習活動の開始

学校設定科目以外の科目での評価規準表を用いたパフォーマン

ス評価の導入

第 年次（令和 年度） 年間の課題を踏まえての探究 Ⅱ（第 学年）実施

基礎生物学研究所一般公開での

ワークショップ

研究施設・企業訪問研修（ 年 筑波）研究室体験研修

（東京大学大学院工学系研究科）

東海フェスタでのポスター発表

部活動学習会（化学）

科学三昧 あいち での口頭発表 科学三昧 あいち でのポスター発表

北山湿地の保全活動

（岡崎市環境政策課との連携）
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○教育課程上の特例等特記すべき事項

学習指導要領の基準によらない教育課程上の特例は以下の通りである。

学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象

普通科 物理Ⅰ 物理基礎 第 学年

普通科 化学Ⅰ 化学基礎 第 学年

普通科 生物Ⅰ 生物基礎 第 学年

普通科 英語Ⅰ コミュニケーション英語Ⅰ 第 学年

普通科 情報 情報の科学 第 学年

普通科 探究 Ⅰ 総合的な探究の時間 第 学年

普通科 探究 Ⅱ 総合的な学習の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱ 総合的な学習の時間 第 学年理型

なお， 学校設定教科「探究 」の とは， を表し，

学校設定科目の の は ， を， は ， をそれぞれ表している。

○令和元年度の教育課程の内容

令和元年度に実施した 学校設定教科， 学校設定科目は以下の通りである。

第 学年 探究 AKCⅠ， 物理Ⅰ， 生物Ⅰ， 英語Ⅰ， 情報

第 学年 探究 AKCⅡ， 数学， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 化学Ⅱ， 生物Ⅰ， 生物Ⅱ，

英語Ⅱ

第 学年 探究 AKCⅡ， 物理Ⅱ， 化学Ⅱ， 生物Ⅱ， 化学生物

○具体的な研究事項・活動内容

以下に示す 事業のうち， ～ は 学校設定科目， ～ は 特別課外活動である。

探究 Ⅰ，探究 Ⅱ

課題研究を主軸とした多教科連携の 学校設定科目である。今年度は，探究 AKCⅠ（ 年）に

おいて，紙と糊の不思議，紙コップの不思議，ペーパーブリッジ，科学と社会に関するディベート，

課題研究，論理的な文章の書き方を実施した。探究AKCⅡ（ 年）において， 年の課題研究の振り

返り，批判的思考，科学的思考，課題研究，データの分析，日本語ポスター・論文作成，成果発表会

を実施した。探究 AKCⅡ（ 年）において，英語ポスター・英語発表原稿作成，発表練習，英語ポス

ター発表（ の日），課題研究の振り返り，高度な理数探究実験（滴定曲線とその応用，回転体の

運動，岡崎のメダカはどこから来たか），文理融合型プログラム（着床前診断，ゲノム編集）を実施

した。

数学

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り扱う数学科の 学校設定科目で

ある。探究 AKCⅡと連携した授業実践を行った。

物理Ⅰ， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 化学Ⅱ， 生物Ⅰ， 生物Ⅱ， 化学生物

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り扱う理科の 学校設定科目であ

る。今年度は，探究 Ⅰ，探究 Ⅱ， 英語Ⅱ， 情報，世界史 と連携した授業実践を行っ

た。
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英語Ⅰ， 英語Ⅱ

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り扱う外国語科の 学校設定科目

である。今年度は，探究 AKCⅠ，探究 AKCⅡ， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 化学Ⅱ， 生物Ⅱと連携

した授業実践を行った。

情報

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り扱う情報科の 学校設定科目で

ある。今年度は，探究 AKCⅠ， 物理Ⅰと連携した授業実践を行った。

米国研修

米国の大学，高校，博物館などでの研修である。今年度は，ハーバード大学，マサチューセッツ工

科大学，ヘイフィールド・セカンダリー・スクール，スミソニアン博物館において，研究室訪問，研

究発表，授業参加などを実施した。（報告書執筆時点では未実施）

研修（ 研修）

外国出身の科学技術系研究者，または本校英語教員を講師とした小規模の講義・実習である。今年

度は，研究者による研修を 回，本校教員による研修を 回実施した。

研究室体験研修

東京大学大学院の研究室にて高度な課題研究を行うものである。今年度は 研究室にて 名の生

徒が， 泊 日で研究を行った。

研究施設・企業訪問研修

東海地区の研究施設・企業，茨城県つくば市の研究施設・企業での見学実習である。今年度は，東

海光学， ，高エネルギー加速器研究機構，農研機構 食と農の科学館，筑波宇宙センター，サ

イバーダインスタジオ，筑波実験植物園，筑波大学生存ダイナミクス研究センター，安藤ハザマ技術

研究所，物質・材料研究機構にて研修を行った。また，神田久生先生（元物質・材料研究機構研究員）

による講義を実施した。

の日

生徒の課題研究の成果発表会，及び国際的に活躍する科学技術系研究者による講演である。今年度

は，第 学年生徒全員によるポスター発表（理型：探究 AKCⅡ・英語，文型：総合的な学習の時間

・日本語）， 年生代表生徒によるステージ発表（ 件， 名），隠岐さや香先生（名古屋大学大学

院経済学研究科教授）による講演会『文系と理系～学問に「 つの文化」はあるのか 』を実施した。

部活動（スーパーサイエンス部，数学部）

部員による探究活動を中心とした部活動である。各種発表会，科学コンテスト，科学オリンピック，

本校主催の 事業，他校主催の 事業，地域の講演会，イベントへも参加した。スーパーサイ

エンス部は テーマ（物理班 件，化学班 件，生物班 件，北山湿地班 件）について研究を行

った。また，学習会を開催し，部員以外の生徒も参加した。

科学三昧 あいち

愛知県の高校生を中心とした科学研究の発表会である。今年度は， （金）に自然科学研究機

構岡崎コンファレンスセンターにて実施した。参加者数は 名（高校生 名，高校職員 名，

教育委員会など 名，大学・企業・研究機関など 名）である。発表件数は 件（高校生 件，

大学・企業・研究機関 件）である。

○教育課程上の特例等特記すべき事項

学習指導要領の基準によらない教育課程上の特例は以下の通りである。

学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象

普通科 物理Ⅰ 物理基礎 第 学年

普通科 化学Ⅰ 化学基礎 第 学年

普通科 生物Ⅰ 生物基礎 第 学年

普通科 英語Ⅰ コミュニケーション英語Ⅰ 第 学年

普通科 情報 情報の科学 第 学年

普通科 探究 Ⅰ 総合的な探究の時間 第 学年

普通科 探究 Ⅱ 総合的な学習の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱ 総合的な学習の時間 第 学年理型

なお， 学校設定教科「探究 」の とは， を表し，

学校設定科目の の は ， を， は ， をそれぞれ表している。

○令和元年度の教育課程の内容

令和元年度に実施した 学校設定教科， 学校設定科目は以下の通りである。

第 学年 探究 AKCⅠ， 物理Ⅰ， 生物Ⅰ， 英語Ⅰ， 情報

第 学年 探究 AKCⅡ， 数学， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 化学Ⅱ， 生物Ⅰ， 生物Ⅱ，

英語Ⅱ

第 学年 探究 AKCⅡ， 物理Ⅱ， 化学Ⅱ， 生物Ⅱ， 化学生物

○具体的な研究事項・活動内容

以下に示す 事業のうち， ～ は 学校設定科目， ～ は 特別課外活動である。

探究 Ⅰ，探究 Ⅱ

課題研究を主軸とした多教科連携の 学校設定科目である。今年度は，探究 AKCⅠ（ 年）に

おいて，紙と糊の不思議，紙コップの不思議，ペーパーブリッジ，科学と社会に関するディベート，

課題研究，論理的な文章の書き方を実施した。探究 AKCⅡ（ 年）において， 年の課題研究の振り

返り，批判的思考，科学的思考，課題研究，データの分析，日本語ポスター・論文作成，成果発表会

を実施した。探究 AKCⅡ（ 年）において，英語ポスター・英語発表原稿作成，発表練習，英語ポス

ター発表（ の日），課題研究の振り返り，高度な理数探究実験（滴定曲線とその応用，回転体の

運動，岡崎のメダカはどこから来たか），文理融合型プログラム（着床前診断，ゲノム編集）を実施

した。

数学

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り扱う数学科の 学校設定科目で

ある。探究 AKCⅡと連携した授業実践を行った。

物理Ⅰ， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 化学Ⅱ， 生物Ⅰ， 生物Ⅱ， 化学生物

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り扱う理科の 学校設定科目であ

る。今年度は，探究 Ⅰ，探究 Ⅱ， 英語Ⅱ， 情報，世界史 と連携した授業実践を行っ

た。
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⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について

ホームページでの情報発信

あいち科学技術教育推進協議会・あいち 連絡会での連携校への周知

基礎生物学研究所一般公開での情報発信

○実施による成果とその評価

岡高キー・コンピテンシーの評価の拡充

教科間連携授業の拡充

岡崎市との連携協定の締結

「 の日」の発表方法などの具体化

事業に関する卒業生調査の実施

課題研究ポスター・論文集の製本

探究 の教材・教員用指導案のまとめ

○実施上の課題と今後の取組

探究 の教材・教員用指導案の製本

サクセスクライテリアを導入した岡高キー・コンピテンシーの評価のさらなる拡充

教科間連携授業のさらなる拡充

国際性の育成
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別紙様式２－１

愛知県立岡崎高等学校 指定第４期目 ～

❷令和元年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果

企画プロジェクトを中心とした 学校設定教科「探究 」の運営

校内組織「 企画プロジェクト」を中心に 学校設定教科「探究 」を運営し，教員間の

連携を強化することができた。本校では， 企画プロジェクトが，探究 の運営（計画立案，

教材開発，評価）を担当している。校務分掌としての 部とは別の組織である（ ）。

企画プロジェクトは，教員間の連携強化を図るために，各学年，各教科の代表者を中心に 名で構

成している。会議は原則として週に 回実施し，年間 ～ 回行った。

企画プロジェクトの担当者が作成した教材（ワークシート）と教員用指導案により，探究

の授業の指導を円滑に進めることができた。探究 は，原則として各クラスの担任と副担任が指

導するため，専門外の教員でも指導できるように事前準備をする必要がある。平成 年度と令和元

年度の 年間で， 学年分の探究 の教材・教員用指導案を作成することができた。ただし，教

材・指導案作成担当者に過度な負担がかかっているのが課題である。

探究 では，課題研究だけでなく，課題探究に必要なスキルの学習も含めて，全ての授業でグ

ループ活動を伴う。この効果は， 意識調査の結果にも表れている。 意識調査では，「 に

参加したことで，あなたの学習全般や科学技術，理科・数学に対する興味，姿勢，能力が向上しまし

たか」という問いに対して「周囲と協力して取組む姿勢」で「大変向上した・やや向上した」と回答

した生徒の割合は，平成 年度（ ％）と令和元年度（ ％）の 年連続で最高値を更新してい

る。また，「問題を解決する力」「考える力」で「大変向上した・やや向上した」と回答した生徒の

割合は，令和元年度はそれぞれ ％， ％となり，ともに過去最高となっている（ ）。

サクセスクライテリアを導入した岡高キー・コンピテンシーの評価の拡充

年間の取組で，第 期 を象徴するキーワードである「岡高キー・コンピテンシー」「サクセ

スクライテリア（のルーブリック）」が浸透した。

令和元年度は，はじめて 学校設定教科「探究 」を 学年にわたり実施することができた。

これに伴い，岡高キー・コンピテンシーによる評価を，全校生徒に対して行うことができた。探究

だけではなく， 学校設定科目（ ）を中心とした教科間連携授業においても岡高キー・コ

ンピテンシーを意識して授業計画を立て，評価を行うことができた。

学校設定教科・科目に加え， 特別課外活動でも岡高キー・コンピテンシーによる評価を実

施することができた。米国研修と研究施設・企業訪問研修では，ポートフォリオを参加生徒に持たせ，

岡高キー・コンピテンシーの評価規準によるルーブリックで自己評価しながら研修記録を作成させ

ることができた。

学校設定科目「 」での教科間連携授業の拡充

平成 年度と令和元年度に，教科間連携授業を複数のテーマについて実施することができた。第

期 では岡高キー・コンピテンシーの一つである「知識を統合する力」の育成を図り， 学校

設定科目「 」を中心とした分野融合を掲げた。

特に，平成 年度に実施した「化学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点」をベースに，令和

元年度には 物理Ⅱ， 化学Ⅱ， 生物Ⅱ，世界史 が連携する授業を実施することができた。教

⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について

ホームページでの情報発信

あいち科学技術教育推進協議会・あいち 連絡会での連携校への周知

基礎生物学研究所一般公開での情報発信

○実施による成果とその評価

岡高キー・コンピテンシーの評価の拡充

教科間連携授業の拡充

岡崎市との連携協定の締結

「 の日」の発表方法などの具体化

事業に関する卒業生調査の実施

課題研究ポスター・論文集の製本

探究 の教材・教員用指導案のまとめ

○実施上の課題と今後の取組

探究 の教材・教員用指導案の製本

サクセスクライテリアを導入した岡高キー・コンピテンシーの評価のさらなる拡充

教科間連携授業のさらなる拡充

国際性の育成
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科間連携によって知識を統合する力がつくのに加え，各科目の内容の深い理解にもつながっており，

大きな成果があった（ ）。運営指導委員会での評価も高かった（ ）。

また， 企画プロジェクトの呼びかけで「校内相互授業参観週間」を設け，教科間連携授業を実

施しやすい環境を整えることができた。

探究 の教材・教員用指導案のまとめ

平成 年度と令和元年度の 年間で， 学年分の探究 の教材（ワークシート）と教員用指導

案を， 企画プロジェクトの担当者が中心となって作成することができた。現在，それらを一つに

まとめてテキスト化しており，令和 年 月末にはテキストの を本校ホームページにて公開す

る予定である。テキスト化することで， 年間の見通しに基づいた指導計画を立てやすくなり，さら

なる事業改善を目指すものである。

岡崎市との連携協定の締結

令和元年度に，岡崎市との間で「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校との連携協力に関する包括協定」

を締結することができた。これは，環境保全，人材育成，地域振興等の分野において相互に協力し，

地域社会の発展及び環境保全に寄与することを目的とするものである。本校は，北山湿地の環境保全

活動及びヒメカンアオイをはじめとする生態調査研究を，岡崎市環境部環境政策課，市民ボランティ

アの方々と共同で実施している。連携協定を締結することによって，これらの活動や研究を継続する

とともに，身に付けた科学的な知識や思考力などを地域の活性化に生かすことのできる人材の育成

を目指し，地域に根ざした活動の幅を広げてく予定である。

令和元年度は，ヒメカンアオイの現在での調査結果を「科学三昧 あいち 」などで生徒に発

表させることができた。

「 の日」の発表方法などの具体化

「 の日」は，平成 年度までは，代表生徒による口頭発表と講演会のみを半日で実施してい

たが，令和元年度からは 年生全員によるポスター発表も実施するため， 日で開催した。なお，

年生によるポスター発表では，理型生徒には「探究 Ⅱ」での理数課題研究の成果を英語で，文

型生徒には「総合的な学習の時間」での社会科学系課題研究の成果を日本語で発表させた。

「 の日」の 日での実施に向けて，発表方法，会場配置，タイムスケジュール，評価方法，

･ 年生の聴講指導などを， 企画プロジェクトの担当者を中心に計画し，実施することができた。

指摘された課題（講演の時間帯，熱中症対策など）は，令和 年度以降，改善していく予定である。

事業に関する卒業生調査の実施

令和元年度， 事業に関する卒業生調査を実施することができた（ ）。本校ホームペー

ジに調査用フォームへのリンクを作成する形式とし，卒業生への周知・入力依頼は同窓会報などを利

用したため，手続きを簡略化して実施することができた。やや回答は少なかったものの，本校の

を経験した卒業生の活躍の様子が分かるとともに， を通して自然現象・科学技術への興味や気づ

きを持たせることの重要性を認識することができた。これは，運営指導委員会でも指摘されたことで

ある（ ）。
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課題研究ポスター・論文集の製本

平成 年度までは，研究室体験研修（東京大学）での生徒の研究成果（論文）を冊子にまとめて

いたが，令和元年度からはこれを拡大し，研究室体験研修の論文，スーパーサイエンス部のポスター，

探究 Ⅱポスター（ 年理型生徒全班分，英語），米国研修ポスター（平成 年度のもの，英語）

を一冊にまとめ，「 課題研究ポスター・論文集」として製本することができた。

② 研究開発の課題

探究 の教材・教員用指導案の製本

現在，テキスト化の作業中である探究 の教材（ワークシート）・教員用指導案を製本する予

定である。

サクセスクライテリアを導入した岡高キー・コンピテンシーの評価のさらなる拡充

平成 年度と令和元年度の 年間の取組において，岡高キー・コンピテンシーに基づいた評価は

拡充することができた。特に，生徒が作成した研究計画書・ポスター・論文などの成果物に対しては，

岡高キー・コンピテンシーを規準として評価できている。ただし，生徒の活動中に教員の観察によっ

て評価することについては，まだ方法が確立していないため，引き続き研究していく必要がある。

「サクセスクライテリア」も，第 期 のキーワードとして定着し，本校で作成されるルーブ

リックの基準は「ミニマムサクセス」「フルサクセス」「エクストラサクセス」という表現になった。

ただし，一部のルーブリックでは，評価基準の文章が「概ね～できた」「やや～できた」のように明

確でないものもがあるため，改善していく必要がある。

米国研修や研究施設・企業訪問研修において作成したポートフォリオは， 特別課外活動・

学校設定科目を問わず，利用していくことを検討したい。

教科間連携授業のさらなる拡充と組織化

教科間連携授業については，平成 年度のものを発展させて令和元年度に実施することができた。

これは，一部の教員の高い意識に依存するところが大きく，組織的に実施したわけではない。当初は

組織化することが目標の一つだったが，今年度は，教科間連携授業を組織的に実施しなくても充実し

た取組ができたため，組織化することの是非も含めて検討したい。

国際性の育成と 研修のあり方の検討

令和元年度は，「 の日」ではじめて 年生理型生徒全員が英語でポスター発表を実施したにも

かかわらず，国際性の伸長にはやや課題が残った（ ）。英語で発表させたからといって英語

コミュニケーション力が伸びるわけではない。また， 研修のあり方についても，生徒が主体的・

対話的に参加できるようには改善できなかったため，次年度以降への課題としたい。

スーパーサイエンス部の探究活動の充実

スーパーサイエンス部では，地域と連携した企画が年々増えてきている。部員自身の探究活動との

両立を課題とし，科学コンテストなどでの成果につなげたい。

科間連携によって知識を統合する力がつくのに加え，各科目の内容の深い理解にもつながっており，

大きな成果があった（ ）。運営指導委員会での評価も高かった（ ）。

また， 企画プロジェクトの呼びかけで「校内相互授業参観週間」を設け，教科間連携授業を実

施しやすい環境を整えることができた。

探究 の教材・教員用指導案のまとめ

平成 年度と令和元年度の 年間で， 学年分の探究 の教材（ワークシート）と教員用指導

案を， 企画プロジェクトの担当者が中心となって作成することができた。現在，それらを一つに

まとめてテキスト化しており，令和 年 月末にはテキストの を本校ホームページにて公開す

る予定である。テキスト化することで， 年間の見通しに基づいた指導計画を立てやすくなり，さら

なる事業改善を目指すものである。

岡崎市との連携協定の締結

令和元年度に，岡崎市との間で「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校との連携協力に関する包括協定」

を締結することができた。これは，環境保全，人材育成，地域振興等の分野において相互に協力し，

地域社会の発展及び環境保全に寄与することを目的とするものである。本校は，北山湿地の環境保全

活動及びヒメカンアオイをはじめとする生態調査研究を，岡崎市環境部環境政策課，市民ボランティ

アの方々と共同で実施している。連携協定を締結することによって，これらの活動や研究を継続する

とともに，身に付けた科学的な知識や思考力などを地域の活性化に生かすことのできる人材の育成

を目指し，地域に根ざした活動の幅を広げてく予定である。

令和元年度は，ヒメカンアオイの現在での調査結果を「科学三昧 あいち 」などで生徒に発

表させることができた。

「 の日」の発表方法などの具体化

「 の日」は，平成 年度までは，代表生徒による口頭発表と講演会のみを半日で実施してい

たが，令和元年度からは 年生全員によるポスター発表も実施するため， 日で開催した。なお，

年生によるポスター発表では，理型生徒には「探究 Ⅱ」での理数課題研究の成果を英語で，文

型生徒には「総合的な学習の時間」での社会科学系課題研究の成果を日本語で発表させた。

「 の日」の 日での実施に向けて，発表方法，会場配置，タイムスケジュール，評価方法，

･ 年生の聴講指導などを， 企画プロジェクトの担当者を中心に計画し，実施することができた。

指摘された課題（講演の時間帯，熱中症対策など）は，令和 年度以降，改善していく予定である。

事業に関する卒業生調査の実施

令和元年度， 事業に関する卒業生調査を実施することができた（ ）。本校ホームペー

ジに調査用フォームへのリンクを作成する形式とし，卒業生への周知・入力依頼は同窓会報などを利

用したため，手続きを簡略化して実施することができた。やや回答は少なかったものの，本校の

を経験した卒業生の活躍の様子が分かるとともに， を通して自然現象・科学技術への興味や気づ

きを持たせることの重要性を認識することができた。これは，運営指導委員会でも指摘されたことで

ある（ ）。
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❸ 実施報告書（本文）

① 研究開発の課題

研究開発課題

「科学を使える力」で未来社会を切り拓く国際リーダーを育成する教育課程の研究開発

研究開発の目標

学校設定教科「探究 」をはじめとした主体的な学習活動の指導法の研究を行い，指導と評

価の一体化を図ることにより，科学を使える人材を育成することを目標とする。本校では，未来社会

を切り拓く国際リーダーとは，日常的な問題解決から国際的なプロジェクトに至るまでの様々な場面

で，科学的思考力を課題発見や問題解決に活用できる資質・能力を備えている人材を指すものとする。

研究開発の仮説

【仮説 】 科学を使えるようになるために必要な資質・能力として「岡高キー・コンピテンシー」

（「知識を統合する力」「課題発見力，仮説設定能力」「文章表現力，プレゼンテーション

力，英語コミュニケーション力」）を定義し，それに基づいた規準によって生徒の取組を

評価する研究を行うことで，指導と評価の一体化を図ることができる。

【仮説 】 学校設定教科「探究 」の指導法の研究を行うことにより，科学を使える力を育

成することができる。

【仮説 】 大学や研究機関との連携に加え，企業や市との連携を研究することで，第三者からの知

見や評価を得ながら，科学を使える人材を社会と共創することができる。

研究開発の内容・実践結果

学校設定教科， 学校設定科目， 特別課外活動を実施する。これらの事業では，協働的・

自律的に学習に取り組む姿勢をより高めるために，生徒が主体的に問題解決する活動を充実させる。

岡高キー・コンピテンシーに基づいて作成した評価規準表を用いたパフォーマンス評価を行う。評価

規準表は，サクセスクライテリアの考え方を参考にして作成し，成功体験を積み上げさせることによ

り岡高キー・コンピテンシーの向上を図る。

なお， 学校設定教科「探究 」の とは を指し， 学

校設定科目の は と を， は と を指す。
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研究テーマ 実践結果の概要

探究 Ⅰ，探究 Ⅱ 課題研究を主軸とした多教科連携の 学校設定科目である。

今年度は，探究 AKCⅠ（ 年）において，紙と糊の不思議，紙コ

ップの不思議，ペーパーブリッジ，科学と社会に関するディベー

ト，課題研究，論理的な文章の書き方を実施した。探究 AKCⅡ

（ 年）において， 年の課題研究の振り返り，批判的思考，科

学的思考，課題研究，データの分析，日本語ポスター・論文作

成，成果発表会を実施した。探究 Ⅱ（ 年）において，英語

ポスター・英語発表原稿作成，発表練習，英語ポスター発表

（ の日），課題研究の振り返り，高度な理数探究実験（滴定

曲線とその応用，回転体の運動，岡崎のメダカはどこから来た

か），文理融合型プログラム（着床前診断，ゲノム編集）を実施

した。

数学 主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り

扱う数学科の 学校設定科目である。探究 Ⅱと連携した

授業実践を行った。

物理Ⅰ， 物理Ⅱ

化学Ⅰ， 化学Ⅱ

生物Ⅰ， 生物Ⅱ

化学生物

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り

扱う理科の 学校設定科目である。今年度は，探究 Ⅰ，

探究 Ⅱ， 英語Ⅱ， 情報，世界史 と連携した授業実践

を行った。

英語Ⅰ， 英語Ⅱ 主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り

扱う外国語科の 学校設定科目である。今年度は，探究

AKCⅠ，探究 AKCⅡ， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 化学Ⅱ， 生物

Ⅱと連携した授業実践を行った。

情報 主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り

扱う情報科の 学校設定科目である。今年度は，探究

AKCⅠ， 物理Ⅰと連携した授業実践を行った。

米国研修 米国の大学，高校，博物館などでの研修である。今年度は，ハ

ーバード大学，マサチューセッツ工科大学，ヘイフィールド・セ

カンダリー・スクール，スミソニアン博物館において，研究室訪

問，研究発表，授業参加などを実施した。（報告書執筆時点では

未実施）

研修

（

研修）

外国出身の科学技術系研究者，または本校英語教員を講師とし

た小規模の講義・実習である。今年度は，研究者による研修を

回，本校教員による研修を 回実施した。

研究室体験研修 東京大学大学院の研究室にて高度な課題研究を行うものであ

る。今年度は 研究室にて 名の生徒が， 泊 日で研究を行

った。

❸ 実施報告書（本文）

① 研究開発の課題

研究開発課題

「科学を使える力」で未来社会を切り拓く国際リーダーを育成する教育課程の研究開発

研究開発の目標

学校設定教科「探究 」をはじめとした主体的な学習活動の指導法の研究を行い，指導と評

価の一体化を図ることにより，科学を使える人材を育成することを目標とする。本校では，未来社会

を切り拓く国際リーダーとは，日常的な問題解決から国際的なプロジェクトに至るまでの様々な場面

で，科学的思考力を課題発見や問題解決に活用できる資質・能力を備えている人材を指すものとする。

研究開発の仮説

【仮説 】 科学を使えるようになるために必要な資質・能力として「岡高キー・コンピテンシー」

（「知識を統合する力」「課題発見力，仮説設定能力」「文章表現力，プレゼンテーション

力，英語コミュニケーション力」）を定義し，それに基づいた規準によって生徒の取組を

評価する研究を行うことで，指導と評価の一体化を図ることができる。

【仮説 】 学校設定教科「探究 」の指導法の研究を行うことにより，科学を使える力を育

成することができる。

【仮説 】 大学や研究機関との連携に加え，企業や市との連携を研究することで，第三者からの知

見や評価を得ながら，科学を使える人材を社会と共創することができる。

研究開発の内容・実践結果

学校設定教科， 学校設定科目， 特別課外活動を実施する。これらの事業では，協働的・

自律的に学習に取り組む姿勢をより高めるために，生徒が主体的に問題解決する活動を充実させる。

岡高キー・コンピテンシーに基づいて作成した評価規準表を用いたパフォーマンス評価を行う。評価

規準表は，サクセスクライテリアの考え方を参考にして作成し，成功体験を積み上げさせることによ

り岡高キー・コンピテンシーの向上を図る。

なお， 学校設定教科「探究 」の とは を指し， 学

校設定科目の は と を， は と を指す。
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研究施設・企業訪問研修 東海地区の研究施設・企業，茨城県つくば市の研究施設・企業

での見学実習である。今年度は，東海光学， ，高エネルギ

ー加速器研究機構，農研機構 食と農の科学館，筑波宇宙センタ

ー，サイバーダインスタジオ，筑波実験植物園，筑波大学生存ダ

イナミクス研究センター，安藤ハザマ技術研究所，物質・材料研

究機構にて研修を行った。また，神田久生先生（元物質・材料研

究機構研究員）による講義を実施した。

の日 生徒の課題研究の成果発表会，及び国際的に活躍する科学技術

系研究者による講演である。今年度は，第 学年生徒全員による

ポスター発表（理型：探究 Ⅱ・英語，文型：総合的な学習

の時間・日本語）， 年生代表生徒によるステージ発表（ 件，

名），隠岐さや香先生（名古屋大学大学院経済学研究科教授）に

よる講演会『文系と理系～学問に「 つの文化」はあるのか 』

を実施した。

部活動

（スーパーサイエンス

部，数学部）

部員による探究活動を中心とした部活動である。各種発表会，

科学コンテスト，科学オリンピック，本校主催の 事業，他校

主催の 事業，地域の講演会，イベントへも参加した。スーパ

ーサイエンス部は テーマ（物理班 件，化学班 件，生物班

件，北山湿地班 件）について研究を行った。また，学習会を

開催し，部員以外の生徒も参加した。

科学三昧 あいち 愛知県の高校生を中心とした科学研究の発表会である。今年度

は， （金）に自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンタ

ーにて実施した。参加者数は 名（高校生 名，高校職員

名，教育委員会など 名，大学・企業・研究機関など

名）である。発表件数は 件（高校生 件，大学・企業・研

究機関 件）である。
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② 研究開発の経緯

研究テーマ 研究開発の状況（時間的経過）

探究 Ⅰ

探究 Ⅱ（ 年）

探究 Ⅱ（ 年）

学期

学期

学期

学期

学期

学期

学期

学期

紙と糊の不思議，紙コップの不思議，ペーパーブリッジ

科学と社会に関するディベート

課題研究，論理的な文章の書き方

年の課題研究の振り返り，批判的思考，科学的思考

課題研究，データの分析

日本語ポスター・論文作成，成果発表会

英語ポスター・英語発表原稿作成，発表練習，

英語ポスター発表（ の日）

高度な理数探究実験，文理融合型プログラム

数学 学期

学期

学期

数列

ベクトル

次曲線，複素数平面

物理Ⅰ， 物理Ⅱ

化学Ⅰ， 化学Ⅱ

生物Ⅰ， 生物Ⅱ

化学生物

学期

学期

金属の比熱の測定及び比熱と原子量の関係に関する探究

活動（ 英語Ⅱとの連携）， 抽出実験（ 英語Ⅱ

の連携）

物理学史／化学史／生物学史を学ぶ意義～史観的視点と

科学的視点（世界史 との連携）

＜大学・研究機関・ との連携＞

生徒のプレゼンの場： の日，科学三昧 あいち

外部との交流の場 ：米国研修，English Communication 研修，研究室体験研修，研究施設・企業訪問研修

･･･最先端の科学技術に触れ，学びのつながりや奥深さを知る。

「科学を使える力」で未来社会を切り拓く国際リーダーを育成する教育課程の研究開発

岡高キー・コンピテンシー

知識を統合する力

課題発見力，仮説設定能力

文章表現力，プレゼンテーション力，英語コミュニケーション力

・評価規準表の作成

・生徒の到達点を明確化

指導と評価の一体化

・成功体験の積み重ね

＜課題研究のための 学校設定教科＞

･･･ を設定し，理論的に仮説を設定して解決する力を養う。

･･･各教科の教員が することで，知識を統合する力を養う。

探究 （Activities for Key Competencies）
生徒自ら課題

多角的に指導

＜ 学校設定科目＞ 数学 物理Ⅰ, iA物理Ⅱ, iA 化学Ⅰ, iA化学Ⅱ, iA生物Ⅰ, iA 生物Ⅱ, iA化学生物 英語Ⅰ, iA英語Ⅱ, iA 情報

･･･「」は と を，「 」は と を指す。

･･･ に触れ，知識を統合する力を養う。

･･･アクティブ・ラーニングを行い，生徒が自ら課題を見つけ解決する力を養う。

「科学を使える力」とは･･･科学的思考力を課題発見や問題解決に活用する能力のこと

市・企業

教科間融合を含む内容

研究施設・企業訪問研修 東海地区の研究施設・企業，茨城県つくば市の研究施設・企業

での見学実習である。今年度は，東海光学， ，高エネルギ

ー加速器研究機構，農研機構 食と農の科学館，筑波宇宙センタ

ー，サイバーダインスタジオ，筑波実験植物園，筑波大学生存ダ

イナミクス研究センター，安藤ハザマ技術研究所，物質・材料研

究機構にて研修を行った。また，神田久生先生（元物質・材料研

究機構研究員）による講義を実施した。

の日 生徒の課題研究の成果発表会，及び国際的に活躍する科学技術

系研究者による講演である。今年度は，第 学年生徒全員による

ポスター発表（理型：探究 Ⅱ・英語，文型：総合的な学習

の時間・日本語）， 年生代表生徒によるステージ発表（ 件，

名），隠岐さや香先生（名古屋大学大学院経済学研究科教授）に

よる講演会『文系と理系～学問に「 つの文化」はあるのか 』

を実施した。

部活動

（スーパーサイエンス

部，数学部）

部員による探究活動を中心とした部活動である。各種発表会，

科学コンテスト，科学オリンピック，本校主催の 事業，他校

主催の 事業，地域の講演会，イベントへも参加した。スーパ

ーサイエンス部は テーマ（物理班 件，化学班 件，生物班

件，北山湿地班 件）について研究を行った。また，学習会を

開催し，部員以外の生徒も参加した。

科学三昧 あいち 愛知県の高校生を中心とした科学研究の発表会である。今年度

は， （金）に自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンタ

ーにて実施した。参加者数は 名（高校生 名，高校職員

名，教育委員会など 名，大学・企業・研究機関など

名）である。発表件数は 件（高校生 件，大学・企業・研

究機関 件）である。
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学期

科学法則と微分方程式

基礎生物学研究所出前授業

課題研究の計画立案と実験実施

英語Ⅰ

英語Ⅱ

学期

学期

学期

学期

学期

学期

英語プレゼンテーションの構造とスキル

プロセス型プレゼンテーションの実践

テーマの選定，ポスター作成，ポスター発表

全 トピック プレゼンテーション・スピーチ，

物理Ⅱ， 化学Ⅱ， 生物Ⅱとの連携授業

全 トピック ポスター発表・スピーチ

全 トピック 課題研究のポスター・原稿作成

情報 学期

学期

学期

コンピュータのしくみと情報のディジタル化，アルゴリ

ズムとプログラミング

グラフによる表現，プレゼンテーション基礎，情報シス

テムが支える社会

ネットワークがつなぐコミュニケーション，シミュレー

ションとデータベース

米国研修 ～ 月

～ 月

月

～ 月

月

月

生徒への案内，募集

訪問先への依頼，打合せ

生徒選抜

事前学習， 研修，ポスター作成，発表練習

保護者説明会，直前指導

米国研修

研修

（

研修）

～ 月

月

月

本校教員による海外派遣者英語研修（ 回）

第 回

第 回

研究室体験研修 ～ 月

～ 月

～ 月

～ 月

研究室への依頼と打合せ，生徒への案内，募集，選抜

事前研修

研究室体験研修

事後指導，論文作成

研究施設・企業訪問研

修

～ 月

月

訪問先への依頼・打合せ，生徒募集

研究施設・企業訪問研修

の日 月

～ 月

月

講師への依頼・打合せ，発表生徒選抜

発表生徒事前指導，資料作成

の日，アンケート集約

部活動 ～ 月

～ 月

研究，各種発表会，科学コンテスト，科学オリンピック

への参加，地域でのワークショップなど

学習会（ ，化学）

科学三昧 あいち 月

月

～ 月

月

～ 月

月

月

あいち 連絡会での周知

あいち科学技術教育推進協議会での周知

発表申込，参加申込受付

あいち科学技術教育推進協議会での周知

プログラム作成，会場との打合せ

科学三昧準備，発表会

アンケート結果の集約，愛知県への報告
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③ 研究開発の内容

課題研究の取組，及び，必要となる教育課程の特例を下表に示す。これらは高大接続に係る高度な

学習内容の研究，主体的・対話的な学習活動の研究，教科横断的な探究活動の研究等を行うために設

定したものである。

学科・コース 年生 年生 年生 対象

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数

普通科 探究 Ⅰ 探究 Ⅱ 探究 Ⅱ
年全員

･ 年理型全員

学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象

普通科 物理Ⅰ 物理基礎 第 学年

普通科 化学Ⅰ 化学基礎 第 学年

普通科 生物Ⅰ 生物基礎 第 学年

普通科 英語Ⅰ コミュニケーション英語Ⅰ 第 学年

普通科 情報 情報の科学 第 学年

普通科 探究 Ⅰ 総合的な探究の時間 第 学年

普通科 探究 Ⅱ 総合的な学習の時間 第 学年理型

普通科 探究 Ⅱ 総合的な学習の時間 第 学年理型

探究 AKCⅠ

仮説

課題研究を主軸とした他教科連携，生徒自身が課題を設定する課題研究を行うことにより，岡高キ

ー・コンピテンシーのうち，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力，プレゼンテーション力を育成

することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な学習の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅰ」として実施した（教育課程の特例

に該当する）。課題研究を行うために開設し，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力，プレゼン

テーション力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年全員の 名を対象に， 単位実施した。

令和元年度は， 物理Ⅰ， 生物Ⅰ，現代社会と連携した授業を実施した。年間指導計画の概

要は以下の通りである。

学期 紙と糊の不思議，紙コップの不思議，ペーパーブリッジ

学期 科学と社会に関するディベート

学期 理科に関する課題研究，データ処理・まとめ方，論理的な文章

イ 研究内容・手段・方法

課題研究を行う上で必要なスキルを，適切な時期に提供できるように年間計画と授業内容を工

学期

科学法則と微分方程式

基礎生物学研究所出前授業

課題研究の計画立案と実験実施

英語Ⅰ

英語Ⅱ

学期

学期

学期

学期

学期

学期

英語プレゼンテーションの構造とスキル

プロセス型プレゼンテーションの実践

テーマの選定，ポスター作成，ポスター発表

全 トピック プレゼンテーション・スピーチ，

物理Ⅱ， 化学Ⅱ， 生物Ⅱとの連携授業

全 トピック ポスター発表・スピーチ

全 トピック 課題研究のポスター・原稿作成

情報 学期

学期

学期

コンピュータのしくみと情報のディジタル化，アルゴリ

ズムとプログラミング

グラフによる表現，プレゼンテーション基礎，情報シス

テムが支える社会

ネットワークがつなぐコミュニケーション，シミュレー

ションとデータベース

米国研修 ～ 月

～ 月

月

～ 月

月

月

生徒への案内，募集

訪問先への依頼，打合せ

生徒選抜

事前学習， 研修，ポスター作成，発表練習

保護者説明会，直前指導

米国研修

研修

（

研修）

～ 月

月

月

本校教員による海外派遣者英語研修（ 回）

第 回

第 回

研究室体験研修 ～ 月

～ 月

～ 月

～ 月

研究室への依頼と打合せ，生徒への案内，募集，選抜

事前研修

研究室体験研修

事後指導，論文作成

研究施設・企業訪問研

修

～ 月

月

訪問先への依頼・打合せ，生徒募集

研究施設・企業訪問研修

の日 月

～ 月

月

講師への依頼・打合せ，発表生徒選抜

発表生徒事前指導，資料作成

の日，アンケート集約

部活動 ～ 月

～ 月

研究，各種発表会，科学コンテスト，科学オリンピック

への参加，地域でのワークショップなど

学習会（ ，化学）

科学三昧 あいち 月

月

～ 月

月

～ 月

月

月

あいち 連絡会での周知

あいち科学技術教育推進協議会での周知

発表申込，参加申込受付

あいち科学技術教育推進協議会での周知

プログラム作成，会場との打合せ

科学三昧準備，発表会

アンケート結果の集約，愛知県への報告
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夫した。また，授業ごとに「教員指導案」を作成し，担当者で指導内容に差がでないように配慮

した。

ｱ 学期

学期① 紙と糊の不思議，紙コップの不思議

「水糊で紙にしわができるのはなぜか」，「机の上に置いた紙コップにお湯を入れると，机にくも

りができるのはなぜか」という疑問を提示し，その疑問に試行錯誤させながら取り組ませていった。

その際には予想（仮説），その根拠，そして予想を確かめる実験方法を考えさせた。

学期② ペーパーブリッジ

ペーパーブリッジの耐久性を上げる構造を予想させた上で橋を作成させた。そして，クラス内で

耐久性を競うコンテストを行うことで，予想を確かめさせた。

ｲ 学期

学期① 科学と社会に関するディベートの準備

班編制は， 班あたり 名，各クラス 班である。ディベートのテーマは自動運転，ビッグデー

タ，生殖補助医療，出生前診断， （ヴァーチャル・リアリティ）の つから選択させ，班のテー

マは各班異なるものになるようにした。各テーマにおける具体的な論題は生徒に設定させた。

現代社会の授業と連携して準備を行った。現代社会の授業でディベートのテーマに関する基本的

な状況を講義し，テーマについて新聞を用いて下調べさせた。探究 Ⅰの時間でスピーチの準備

をさせた。

学期② 科学と社会に関するディベートの実施

①で準備させた内容をディベート形式で発表させた。ディベートの形式は「ディベート甲子園」

（全国教室ディベート連盟主催）に準じて行った。各班は肯定 人・否定 人に分かれ，班内で議

論を闘わせた。一人一人は役割（立論，質疑，第一反駁，第二反駁）に応じてスピーチをしていっ

た。一つの班の議論を残りの班の人たちが審判として内容を判断し，勝敗を決めるようにした。こ

の形で 回試合を行い，全ての生徒がディベートのスピーチを経験した。

ｳ 学期

学期① 理科に関する課題研究

班あたり 名，各クラス 班を編成して課題研究を行った。分野は物理と生物の つとした。

各クラスで原則，物理は 班，生物は 班とした。研究テーマの設定及び実験計画の立案は，理科

教員を中心に多少助言はするものの，生徒が中心となって行わせるようにした。

物理Ⅰ及び 生物Ⅰの授業と連携して実施した。 物理Ⅰ及び 生物Ⅰの授業において予備

実験及び本実験を行った。探究 AKCⅠにおいて研究テーマ設定，実験計画立案，実験結果のまとめ・

振り返り，レポート・ポスターの作成，ポスター発表を行った。

学期② 実験データの処理・まとめ方

実験で得られたデータを扱う際に気を付けなければならないことについて，グループワークを通

じて生徒に気付かせるように指導した。例えば，データの分散，相関関係と因果関係の混同などで

ある。
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学期③ 論理的な文章

論理的な文章を書くために，文章の構造や，言葉の定義づけを意識させる授業を展開した。まず

「三角形の合同を証明する文章」を取り上げ，生徒同士の話し合いを通して構造や言葉の定義づけ

の大切さに気付かせ，次に「異なる２つの論説文」を比較させることで，その重要性の理解を深め

た。これを経て，実際に生徒が取り組んでいる課題研究についてのまとめを行った。

ウ 成果

学期の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用いて，主に活動ワークシート等の成果物で班毎の評価を行った。結果，課題発見

力・仮説設定能力について，ほとんどの班が「フルサクセス」以上であった。また，成果物につ

いて教員によるコメントを付けて返却することで，評価と指導の一体化を図った。

学期の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用いて，生徒の取組の様子から評価を行った。結果，課題発見力・プレゼンテーシ

ョン力について，ほとんどの生徒が「フルサクセス」以上であった。

学期の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用いて，主に報告書やポスター等の成果物で評価を行った。現在，成果物を提出さ

せ評価を行っている途中であるが，課題発見力・仮説設定能力・文章表現力について，ほとんど

の生徒が「フルサクセス」以上となる見込みである。また，ポスター発表の際には評価表を活用

し，聴者である生徒による評価を行うことで，文章表現力・プレゼンテーション力の向上を図っ

た。

年間を通して，授業ごとに「教員指導案」を作成し，指導内容を教員間で共有したため，担当

者ごとの指導の差が少ない授業ができたと考えられる。評価については，あらかじめ生徒に養い

たい力（岡高キー・コンピテンシー）を提示することで，評価と指導の一体化を図ることができ

た。

探究 Ⅱ（ 年）

仮説

分野別に分かれたより専門性の高い課題研究を行うことにより，岡高キー・コンピテンシーのうち，

知識を統合する力，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な学習の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅱ」として実施した（教育課程の特例

に該当する）。課題研究を行うために開設し，知識を統合する力，課題発見力，仮説設定能力，文

章表現力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型生徒 名を対象に， 単位実施した。

年間指導計画の概要は以下の通りである。

学期 年次の課題研究の振り返り，批判的思考・科学的思考の育成

学期 課題研究のテーマ設定，課題研究計画の作成，課題研究の実施・検証，データ分析法

学期 日本語ポスター・論文作成，課題研究成果発表会

夫した。また，授業ごとに「教員指導案」を作成し，担当者で指導内容に差がでないように配慮

した。

ｱ 学期

学期① 紙と糊の不思議，紙コップの不思議

「水糊で紙にしわができるのはなぜか」，「机の上に置いた紙コップにお湯を入れると，机にくも

りができるのはなぜか」という疑問を提示し，その疑問に試行錯誤させながら取り組ませていった。

その際には予想（仮説），その根拠，そして予想を確かめる実験方法を考えさせた。

学期② ペーパーブリッジ

ペーパーブリッジの耐久性を上げる構造を予想させた上で橋を作成させた。そして，クラス内で

耐久性を競うコンテストを行うことで，予想を確かめさせた。

ｲ 学期

学期① 科学と社会に関するディベートの準備

班編制は， 班あたり 名，各クラス 班である。ディベートのテーマは自動運転，ビッグデー

タ，生殖補助医療，出生前診断， （ヴァーチャル・リアリティ）の つから選択させ，班のテー

マは各班異なるものになるようにした。各テーマにおける具体的な論題は生徒に設定させた。

現代社会の授業と連携して準備を行った。現代社会の授業でディベートのテーマに関する基本的

な状況を講義し，テーマについて新聞を用いて下調べさせた。探究 Ⅰの時間でスピーチの準備

をさせた。

学期② 科学と社会に関するディベートの実施

①で準備させた内容をディベート形式で発表させた。ディベートの形式は「ディベート甲子園」

（全国教室ディベート連盟主催）に準じて行った。各班は肯定 人・否定 人に分かれ，班内で議

論を闘わせた。一人一人は役割（立論，質疑，第一反駁，第二反駁）に応じてスピーチをしていっ

た。一つの班の議論を残りの班の人たちが審判として内容を判断し，勝敗を決めるようにした。こ

の形で 回試合を行い，全ての生徒がディベートのスピーチを経験した。

ｳ 学期

学期① 理科に関する課題研究

班あたり 名，各クラス 班を編成して課題研究を行った。分野は物理と生物の つとした。

各クラスで原則，物理は 班，生物は 班とした。研究テーマの設定及び実験計画の立案は，理科

教員を中心に多少助言はするものの，生徒が中心となって行わせるようにした。

物理Ⅰ及び 生物Ⅰの授業と連携して実施した。 物理Ⅰ及び 生物Ⅰの授業において予備

実験及び本実験を行った。探究 AKCⅠにおいて研究テーマ設定，実験計画立案，実験結果のまとめ・

振り返り，レポート・ポスターの作成，ポスター発表を行った。

学期② 実験データの処理・まとめ方

実験で得られたデータを扱う際に気を付けなければならないことについて，グループワークを通

じて生徒に気付かせるように指導した。例えば，データの分散，相関関係と因果関係の混同などで

ある。
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イ 研究内容・手段・方法

課題研究を行う上で必要なスキルを，適切な時期に提供できるように年間計画と授業内容を工

夫した。また，授業ごとに「教員指導案」を作成し，担当者で指導内容に差がでないように配慮

した。

学期については，授業ごとに岡高キー・コンピテンシーのうち，「課題発見力」（ 学期③は

「仮説設定能力」）に関するサクセスクライテリアに基づくルーブリックを提示し，自己評価を行

った。

ｱ 学期

学期① 年次の課題研究の振り返り

年次に実施した自らの課題研究（班で実施）について批判させた。うまくいった点・改善すべ

き点について個々で深く考えさせた後，課題研究実験班で協議させた。また，新たな指摘を得るた

めに，実験班とは異なるグループを編成して，グループ内で自らの課題研究について発表し合い，

お互いの研究内容やポスターの評価できる点・改善すべき点について協議した。最後に，協議を通

して気がついたこと・今後課題研究を行う上で必要だと考えられるスキル等をまとめさせた。

学期② 批判的思考の育成

①で行った振り返りが十分なものであるかを検証するため，「課題研究レポート（内容は物理）」

の例を示し，そのレポートに対する問題点を個々で考えさせた後，グループで協議させた。その後，

協議した内容をお互いに発表させると同時に，そこに挙がっていない問題点を教員から提示し，

様々な角度から批判的に見ることが可能であることに気がつかせた。その上で， 年次の課題研究

のポスターを再度振り返り，気がついたこと等をまとめさせた。さらに，別の「課題研究レポート

（内容は生物）」の問題点を指摘させる課題に取り組ませ，教員による評価を行った。

学期③ 科学的思考の育成

実際の研究事例（「ゼンメルワイス」医師の日記，「クロード・ベルナール」の実験）を題材に，

生徒自身に仮説から検証までのプロセスを追体験させた。観察事実からどのような仮説を立てるの

か，その仮説を検証するためにはどのような実験を行えばよいのかを考えさせた後，過去の研究者

が実際にどのように考え，実験を重ねていったのかを解説した。仮説から検証までの過程を理解さ

せることによって科学的思考を身につけさせ，また，授業の中で自然に「仮説演繹法」の手法を学

ぶことができるように授業展開を工夫した。

ｲ 学期

学期① 課題研究のテーマ設定に向けて

課題研究において，検証可能なテーマを設定することは重要である。そのため，テーマ設定に向

けてアイディアを集める「ブレイン・ストーミング」や定めた題材から視点を探す手法である「マ

インドマップ」について指導し，テーマ設定のためのポイントを理解させる授業を行った。

学期② 課題研究のテーマ設定

課題研究を行う分野（数学・化学・物理・生物）を選択させ，「ブレイン・ストーミング」や「マ

インドマップ」の手法を用いてテーマ設定に至ることができるようなワークシートを作成して夏期

課題とした。ワークシートの内容について発表させ，興味・関心が近い者同士で 年次の課題研究

班を編成させた。 班あたり 名以下を基本とした。

学期③ 課題研究計画書の作成・研究計画発表会

夏期課題でまとめた個々の関心事を元に課題研究班で協議し，班として最も関心をもつことがで

きる事柄を一つ定め，それに関する研究テーマを設定させた。文献・先行研究の調べ方を指導した
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上で，設定したテーマについて「課題研究計画書」を作成させた。その後，研究計画発表会を行い，

他の班の生徒や教員から気がついた点・改善点など研究計画を検証する機会を設けた。

学期④ 課題研究の実施・検証

『「課題研究計画書」に基づいた研究（実験） → 検証（振り返り）→ 研究計画の再構築』の

サイクルを計 回実施した。理科の実験時には，「実験ノート」を必ず書くように指導した。

学期⑤ データ分析法

課題研究の進行に合わせて，実験データの分析法として，「実験データの取り方（変数制御・定量

的）」，「カイ 乗検定」，「測定誤差の計算法」に関する授業を行った。

ｳ 学期：日本語ポスター・論文作成，課題研究成果発表会

学期に行った課題研究（実験）結果を再度分析させ，「課題研究論文」のアウトラインを作

成させる授業を行った。その上で，「日本語ポスター」の下書きを作成させ，教員による指導の

後，清書を完成させた。「日本語ポスター」を使い，課題研究成果発表会を行った。

最終的には，「課題研究論文」を作成し，課題研究の成果をまとめさせた。

ウ 成果

学期の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用いて評価を行った。評価結果は，課題発見力・仮説設定能力について，ほとんど

の生徒が「フルサクセス」以上であった。また， 学期の取組では，成果物（課題研究計画書，実

験ノート）と研究（実験）中の様子から，課題発見力・仮説設定能力について評価を行った。仮

説設定方法や文献・先行研究の調べ方等を随時指導していった結果，多くの生徒が自らの関心に

基づいたテーマを設定し，仮説を立て，計画書に基づいて研究・実験を行うことができた。 学

期の取組では，成果物（日本語ポスター・論文）から，知識を統合する力・文章表現力について

評価を行った。日本語ポスター・論文の作成手順や構成について順を追って指導を進めた結果，

多くの生徒が自らの研究成果を道筋を立ててまとめることができた。以上より，この一年の取り

組みは一定の成果が得られたと考える。

授業ごとに「教員指導案」を作成し，指導内容を教員間で共有したため，担当者ごとの指導の

差が少ない授業ができたと考えられる。評価方法については，今後工夫や改善の余地はあるが，

育成したい力を計画的につけさせるプログラムの大枠ができたことは成果である。

探究 Ⅱ（ 年）

仮説

専門性の高い課題研究の内容について英語で発表を行ったり，明確な答えのない問いに対して議論

を深めたりすることにより，岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，プレゼンテーシ

ョン力，英語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「総合的な学習の時間」を 学校設定科目「探究 Ⅱ」として実施した（教育課程の特例

に該当する）。課題研究等を行うために開設し，知識を統合する力，プレゼンテーション力，英語

コミュニケーション力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型生徒 名を対象に， 単位実施した。

年間指導計画の概要は以下の通りである。

イ 研究内容・手段・方法

課題研究を行う上で必要なスキルを，適切な時期に提供できるように年間計画と授業内容を工

夫した。また，授業ごとに「教員指導案」を作成し，担当者で指導内容に差がでないように配慮

した。

学期については，授業ごとに岡高キー・コンピテンシーのうち，「課題発見力」（ 学期③は

「仮説設定能力」）に関するサクセスクライテリアに基づくルーブリックを提示し，自己評価を行

った。

ｱ 学期

学期① 年次の課題研究の振り返り

年次に実施した自らの課題研究（班で実施）について批判させた。うまくいった点・改善すべ

き点について個々で深く考えさせた後，課題研究実験班で協議させた。また，新たな指摘を得るた

めに，実験班とは異なるグループを編成して，グループ内で自らの課題研究について発表し合い，

お互いの研究内容やポスターの評価できる点・改善すべき点について協議した。最後に，協議を通

して気がついたこと・今後課題研究を行う上で必要だと考えられるスキル等をまとめさせた。

学期② 批判的思考の育成

①で行った振り返りが十分なものであるかを検証するため，「課題研究レポート（内容は物理）」

の例を示し，そのレポートに対する問題点を個々で考えさせた後，グループで協議させた。その後，

協議した内容をお互いに発表させると同時に，そこに挙がっていない問題点を教員から提示し，

様々な角度から批判的に見ることが可能であることに気がつかせた。その上で， 年次の課題研究

のポスターを再度振り返り，気がついたこと等をまとめさせた。さらに，別の「課題研究レポート

（内容は生物）」の問題点を指摘させる課題に取り組ませ，教員による評価を行った。

学期③ 科学的思考の育成

実際の研究事例（「ゼンメルワイス」医師の日記，「クロード・ベルナール」の実験）を題材に，

生徒自身に仮説から検証までのプロセスを追体験させた。観察事実からどのような仮説を立てるの

か，その仮説を検証するためにはどのような実験を行えばよいのかを考えさせた後，過去の研究者

が実際にどのように考え，実験を重ねていったのかを解説した。仮説から検証までの過程を理解さ

せることによって科学的思考を身につけさせ，また，授業の中で自然に「仮説演繹法」の手法を学

ぶことができるように授業展開を工夫した。

ｲ 学期

学期① 課題研究のテーマ設定に向けて

課題研究において，検証可能なテーマを設定することは重要である。そのため，テーマ設定に向

けてアイディアを集める「ブレイン・ストーミング」や定めた題材から視点を探す手法である「マ

インドマップ」について指導し，テーマ設定のためのポイントを理解させる授業を行った。

学期② 課題研究のテーマ設定

課題研究を行う分野（数学・化学・物理・生物）を選択させ，「ブレイン・ストーミング」や「マ

インドマップ」の手法を用いてテーマ設定に至ることができるようなワークシートを作成して夏期

課題とした。ワークシートの内容について発表させ，興味・関心が近い者同士で 年次の課題研究

班を編成させた。 班あたり 名以下を基本とした。

学期③ 課題研究計画書の作成・研究計画発表会

夏期課題でまとめた個々の関心事を元に課題研究班で協議し，班として最も関心をもつことがで

きる事柄を一つ定め，それに関する研究テーマを設定させた。文献・先行研究の調べ方を指導した
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学期：課題研究成果発表会「 の日」に向けた英語ポスター等の作成，準備，発表，振り返り

学期：高度な「理科」の実験実習，文理融合型プログラム

イ 研究内容・手段・方法

課題研究の成果を英語でまとめることができるように，教科間連携を行い，授業内容を工夫し

た。また，授業ごとに「教員指導案」を作成し，担当者で指導内容に差がでないように配慮した。

学期は，岡高キー・コンピテンシーについて，サクセスクライテリアに基づくルーブリック

を提示し，自己評価を行った。

ｱ 学期

学期① 英語ポスター・英語発表原稿の批評，指導

春期課題で作成した「英語ポスター」，「英語発表原稿」，「語彙リスト」について，他の班の生徒

と協議したり，発表練習形式で互いに気づいた点・改善点などを指摘したりした。その後，英語に

よるプレゼンテーションで注意すべき点について指導を行い，「英語ポスター」等の修正をさせた。

学期② 英語によるポスター発表のリハーサル

課題研究（数学・化学・物理・生物）担当者と英語担当者の教員の前で，英語によるポスター発

表のリハーサルを行い，指摘された点について「英語ポスター」等の修正をさせた。また，完成し

た「英語ポスター」，「語彙リスト」を用いて，最終リハーサルを行い，他の班の生徒や教員が，気

づいた点・改善点などを指摘し，「英語発表原稿」に修正を加えた。

学期③ 「 の日」における英語によるポスター発表（課題研究成果発表会）

「英語ポスター」，「英語発表原稿」，「語彙リスト」に加えて，実験内容をより明確にするための

実物提示や演示実験を行いながら，全校生徒に対して英語による成果発表及び質疑応答を行った。

学期④ 「課題研究」の振り返り，まとめ

岡高キー・コンピテンシーについて，ルーブリックを用いた自己評価を行った。また，課題研究

班ごとに，課題研究活動全般，英語によるポスター発表のための準備，「 の日」の発表について

振り返りを行った。

ｲ 学期（前半）

課題研究等で身につけたスキルを基にした高度な「理科」の実験実習を行った。

（計 回：化学 回，物理・生物 回）

化学分野 滴定曲線とその応用

① 目的を提示せずに，酢酸と水酸化ナトリウム水溶液を用いた「滴定曲線の作成実験」を行い，

その結果から何がわかるのか，実験の本来の目的は何かを考えさせ，レポートにまとめさせた。

② 酢酸の代わりに，別の物質を用いた実験計画（目的・仮説・実験方法）を立てさせ，実践し，

実験結果・考察をレポートにまとめさせた。

物理分野 回転体の運動

角運動量，慣性モーメント，回転運動の運動方程式とエネルギーについて学習した。輪・円盤・

球殻・球が斜面を転がる加速度をそれぞれ予測させてから実験を行い，検証させた。統計誤差・誤

差の伝搬を指導し，数学的なアプローチでデータの分析をさせた。またベクトル積にも触れ，こま

の運動やジャイロ効果も扱った。

生物分野 岡崎のメダカはどこから来たか

メダカのミトコンドリア を分析することで，タイプ分けをし，各地のメダカのデータと比
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較し，どこのメダカに近いかを判定した。その過程で， の抽出， 反応（ の増幅），制

限酵素処理，電気泳動等の分子生物学的基本操作を一通り学習した。

ｳ 学期（後半）

探究 の集大成として，「着床前診断」及び「ゲノム編集」をテーマに「文理融合型」の

プログラムを行った。

学期① 導入－視聴覚教材の視聴

映画「 」を視聴し，科学技術が高度に発展することによって倫理的問題が生じる可能

性があることを認識させた。

学期② 資料読解

小林亜津子『生殖医療はヒトを幸せにするのか』光文社新書 年 を読み，「着床前診断」及び

「ゲノム編集」について知ると同時に，技術の導入が社会に与え得る影響について学んだ。その上

で，どのような立場の人がこれらの技術に賛成（または反対）するのか，その理由はいかなるもの

であるかを推察させた。

学期③ 議論Ⅰ－各類型クラスで議論

「着床前診断」及び「ゲノム編集」の導入の是非について自らの意見を構築した上で，少人数の

班で議論を行い，異なる意見を統合しつつ班の意見をまとめさせた。

学期④ 議論Ⅱ－文理融合クラスで議論

文理を融合させた班を編成し，「着床前診断」及び「ゲノム編集」に賛成の立場の意見と反対の立

場の意見の具体例を読み，それらの意見について，どのように考えるかを議論させた。その後，班

としての意見を１つにまとめ，発表させた。

学期⑤ まとめ

生命倫理のような明確な答えのない問題，立場によって様々な意見が衝突し得る問題に対して，

どのように対応すべきかを考え，文章にまとめさせた。

ウ 成果

学期の取組では，英語によるポスター発表の準備手順や構成について順を追って指導した結

果，多くの生徒が研究成果をまとめた論文内容を正確に英語で表現したポスターを作成し，その

内容を分かりやすく英語で説明することができた。また，岡高キー・コンピテンシーについて，

サクセスクライテリアに基づくルーブリックを用いた自己評価を行ったところ，ほとんどの生徒

が「フルサクセス」以上であった。 学期前半の取組では，実験に対する積極性だけでなく，そ

の実験について深く考えようとする姿勢がレポート等から見られた。 学期後半の取組では，「着

床前診断」や「ゲノム編集」など明確な答えのない問題に対して，文系・理系それぞれの角度か

ら話し合い，異なる意見を統合させて班の意見をまとめ上げることができていた。以上の活動の

様子等も踏まえると，この一年の取り組みは，プレゼンテーション力，英語コミュニケーション

力だけではなく，知識を統合する力，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力を向上させる上で

一定の成果が得られたと考えられる。

授業ごとに「教員指導案」を作成し，指導内容を教員間で共有したため，担当者ごとの指導の

差が少ない授業ができたと考えられる。英語での質疑応答や評価方法については，今後工夫や改

善の余地はあるが，育成したい力を計画的につけさせるプログラムの大枠ができたことは成果で

ある。

学期：課題研究成果発表会「 の日」に向けた英語ポスター等の作成，準備，発表，振り返り

学期：高度な「理科」の実験実習，文理融合型プログラム

イ 研究内容・手段・方法

課題研究の成果を英語でまとめることができるように，教科間連携を行い，授業内容を工夫し

た。また，授業ごとに「教員指導案」を作成し，担当者で指導内容に差がでないように配慮した。

学期は，岡高キー・コンピテンシーについて，サクセスクライテリアに基づくルーブリック

を提示し，自己評価を行った。

ｱ 学期

学期① 英語ポスター・英語発表原稿の批評，指導

春期課題で作成した「英語ポスター」，「英語発表原稿」，「語彙リスト」について，他の班の生徒

と協議したり，発表練習形式で互いに気づいた点・改善点などを指摘したりした。その後，英語に

よるプレゼンテーションで注意すべき点について指導を行い，「英語ポスター」等の修正をさせた。

学期② 英語によるポスター発表のリハーサル

課題研究（数学・化学・物理・生物）担当者と英語担当者の教員の前で，英語によるポスター発

表のリハーサルを行い，指摘された点について「英語ポスター」等の修正をさせた。また，完成し

た「英語ポスター」，「語彙リスト」を用いて，最終リハーサルを行い，他の班の生徒や教員が，気

づいた点・改善点などを指摘し，「英語発表原稿」に修正を加えた。

学期③ 「 の日」における英語によるポスター発表（課題研究成果発表会）

「英語ポスター」，「英語発表原稿」，「語彙リスト」に加えて，実験内容をより明確にするための

実物提示や演示実験を行いながら，全校生徒に対して英語による成果発表及び質疑応答を行った。

学期④ 「課題研究」の振り返り，まとめ

岡高キー・コンピテンシーについて，ルーブリックを用いた自己評価を行った。また，課題研究

班ごとに，課題研究活動全般，英語によるポスター発表のための準備，「 の日」の発表について

振り返りを行った。

ｲ 学期（前半）

課題研究等で身につけたスキルを基にした高度な「理科」の実験実習を行った。

（計 回：化学 回，物理・生物 回）

化学分野 滴定曲線とその応用

① 目的を提示せずに，酢酸と水酸化ナトリウム水溶液を用いた「滴定曲線の作成実験」を行い，

その結果から何がわかるのか，実験の本来の目的は何かを考えさせ，レポートにまとめさせた。

② 酢酸の代わりに，別の物質を用いた実験計画（目的・仮説・実験方法）を立てさせ，実践し，

実験結果・考察をレポートにまとめさせた。

物理分野 回転体の運動

角運動量，慣性モーメント，回転運動の運動方程式とエネルギーについて学習した。輪・円盤・

球殻・球が斜面を転がる加速度をそれぞれ予測させてから実験を行い，検証させた。統計誤差・誤

差の伝搬を指導し，数学的なアプローチでデータの分析をさせた。またベクトル積にも触れ，こま

の運動やジャイロ効果も扱った。

生物分野 岡崎のメダカはどこから来たか

メダカのミトコンドリア を分析することで，タイプ分けをし，各地のメダカのデータと比
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数学

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「数学 」を 学校設定科目「 数学」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

発展的な内容を扱い，数学的思考力・論理的思考力を育成するために開設し，課題発見力，仮説

設定能力，知識を統合する力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型選択者 名を対象に， 単位実施した。

令和元年度は，主体的・対話的な学習活動，探究 Ⅱと連携した授業を実施した。年間指導

計画の概要は以下の通りである。

学期 数列

学期 ベクトル

学期 次曲線，複素数平面

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 漸化式・帰納法の応用

漸化式では， 項間，分数型，連立漸化式の解法を研究した。帰納法では， 段階の仮定や，

まですべての仮定の解法を研究した。

ｲ 空間における直線・平面・球の方程式

ベクトルを用いた解法と，空間図形の方程式を用いた解法との違いについて研究した。

ｳ 媒介変数表示された曲線の図示・面積・孤長

サイクロイド，アステロイド，リサージュ曲線，カージオイドなどの曲線を図示し，さらに

面積や孤長を求める解法について研究した。

ウ 成果

漸化式・帰納法の応用では，多様な漸化式や帰納法に対して，自ら解法を考え検証した。特に

帰納法の証明で，必要な仮定をどのように設定すればよいか，論理的に求めた。空間における直

線・平面・球の方程式の取組では，既習の 次元の内容を 次元に拡張するとどう定義されるの

か，という仮説を自ら設定し，それを検証することができた。媒介変数表示された曲線の図示・

面積・孤長では，媒介変数表示のまま微分する方法について研究した。また，グラフの概形を求

めるためにどのような増減表を書けばよいか，孤の長さを求めるためにはどのような積分計算を

すればよいか，議論した。

今後は，理科などの他教科間連携授業を積極的に実施し，知識を統合する力を育成できるよう

にしたい。また，より頻繁に，アンケートを実施したり，ルーブリックによる評価を行ったりす

るなど，生徒の行動やポートフォリオ（学習活動の履歴）の評価方法について，改善をしていき

たい。
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物理Ⅰ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力，プレゼンテーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「物理基礎」を 学校設定科目「 物理Ⅰ」として実施した（教育課程の特例）。物理現象

を総合的に科学的視点で捉え，高大接続に係る高度な内容を扱うため，また主体的・対話的な学

習活動，及び探究活動を行うために開設し，知識を統合する力，課題発見力，プレゼンテーショ

ン力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年全員の 名を対象に， 単位実施した。

令和元年度は，探究 Ⅰと連携した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下の通りであ

る。

学期 物体の運動（発展的内容として，平面の運動を含む），力のはたらきとつりあい

学期 運動の法則，仕事と力学的エネルギー，熱とエネルギー，波の性質

学期 音波（発展的内容として，ドップラー効果を含む），電気

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 毎授業における主体的・対話的な学習活動の実施

物理現象の本質的理解を促すために，「物理基礎」や「物理」の内容に関連した発展的内容を

用いて，主体的・対話的に考えさせる授業内容を実現した。

ｲ 探究型実験活動の実施

概ね学期に 回，探究型実験活動を実施した。実験において学習したい目的に加え，これま

で学習した知識等を活用して探究することができるようにワークシートを工夫し，生徒が受動

的に実験作業を行うのではなく能動的に取り組める形態を目指した。（実験のワークシートは

目的や概要のみを示し，実験の目的を達成するための手立てについては，班で話し合いながら

進めさせた。）

ｳ 課題研究（探究 Ⅰと連携）

学期には各クラス 班あたり 人で 班を編制し，研究テーマを各班で決めさせた。各教

科担任が研究計画の立案，必要物品の相談，レポートの作成などの指導にあたり，課題研究を

実施した。

ウ 成果

上記の取組では，主に実験および課題研究について，岡高キー・コンピテンシーを評価するた

めのサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて評価を行った。結果，知識を統合する力，

課題発見力について，ほとんどの生徒が「フルサクセス」以上であった。プレゼンテーション能

力については今後の課題研究における発表で評価を行う予定である。

また，課題研究においては，日常の中に潜む物理現象から発見した課題をテーマに設定する班

が多く，様々な教科で学んだ知識を統合し，班の中で意見を出し合いながら能動的に活動する様

子が多くみられた。

数学

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「数学 」を 学校設定科目「 数学」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

発展的な内容を扱い，数学的思考力・論理的思考力を育成するために開設し，課題発見力，仮説

設定能力，知識を統合する力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型選択者 名を対象に， 単位実施した。

令和元年度は，主体的・対話的な学習活動，探究 Ⅱと連携した授業を実施した。年間指導

計画の概要は以下の通りである。

学期 数列

学期 ベクトル

学期 次曲線，複素数平面

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 漸化式・帰納法の応用

漸化式では， 項間，分数型，連立漸化式の解法を研究した。帰納法では， 段階の仮定や，

まですべての仮定の解法を研究した。

ｲ 空間における直線・平面・球の方程式

ベクトルを用いた解法と，空間図形の方程式を用いた解法との違いについて研究した。

ｳ 媒介変数表示された曲線の図示・面積・孤長

サイクロイド，アステロイド，リサージュ曲線，カージオイドなどの曲線を図示し，さらに

面積や孤長を求める解法について研究した。

ウ 成果

漸化式・帰納法の応用では，多様な漸化式や帰納法に対して，自ら解法を考え検証した。特に

帰納法の証明で，必要な仮定をどのように設定すればよいか，論理的に求めた。空間における直

線・平面・球の方程式の取組では，既習の 次元の内容を 次元に拡張するとどう定義されるの

か，という仮説を自ら設定し，それを検証することができた。媒介変数表示された曲線の図示・

面積・孤長では，媒介変数表示のまま微分する方法について研究した。また，グラフの概形を求

めるためにどのような増減表を書けばよいか，孤の長さを求めるためにはどのような積分計算を

すればよいか，議論した。

今後は，理科などの他教科間連携授業を積極的に実施し，知識を統合する力を育成できるよう

にしたい。また，より頻繁に，アンケートを実施したり，ルーブリックによる評価を行ったりす

るなど，生徒の行動やポートフォリオ（学習活動の履歴）の評価方法について，改善をしていき

たい。

－25－



物理Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力，仮説設定能力，英語コミュニケーション力を育

成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「物理」を 学校設定科目「 物理Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

物理の発展的な内容，及び数学，化学，生物との融合分野を扱うために開設し，知識を統合する

力，課題発見力，仮説設定能力，英語コミュニケーション力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型物理選択者 名，第 学年理型物理選択者 名を対象に，第

学年 単位，第 学年 単位実施した。

令和元年度は， 化学Ⅱ， 英語Ⅱ，世界史 と連携した授業を実施した。年間指導計画の概

要は以下の通りである。

第 学年

学期 平面運動と放物運動，剛体のつりあい，運動量の保存

学期 円運動と単振動，気体の性質と分子の運動

学期 波の性質，音波，光波

第 学年

学期 光波，電場と電位

学期 電流，電流と磁場，電磁誘導と交流

学期 電子と光，原子と原子核，総合学習

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 「金属の比熱の測定」及び「比熱と原子量の関係」に関する探究活動

（第 学年 化学Ⅱ， 英語Ⅱとの連携）

英国 Ⅵ の生徒との協働授業である。 化学Ⅱ， 英語Ⅱ担当

教員と連携して教材開発を行い， で実施した。金属の比熱の測定実験を行った後，「比熱」

と「原子量」との間にある関係についてグループで考えさせた。また，ベルセリウスが金属元

素の化合物の分析から決定した原子量（ 年）を示し，一部の値が間違って求められた理由

を考えさせた。

ｲ 物理学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点～（第 学年 世界史 との連携）

世界史 担当教員と連携して教材開発を行い， で実施した。 世紀に活躍した物理学者

人の人物について，生徒に「史観的視点」と「科学的視点」から分析させ，ポスター発表をさ

せた。その後，作成したポスターをもとに，「人物像」，「時代背景」，「発展：研究のつながり」

の観点から 人の関連性を分析・考察させた。

ｳ 科学法則と微分方程式 （第 学年）

第 学年では，物理現象について微分方程式を用いて考察できるように学習内容を構成した。

指導にあたっては，「 物理Ⅱテキスト 科学法則と微分方程式」というテキストを作成して

使用した。内容としては，微分方程式の基本形について学んだ後，それを空気抵抗による力を

受ける物体やコンデンサーの充電，放電などに適用した。また，実験により実際にコンデンサ

ーが放電する際の電位差を測定し，微分方程式で得られた解と比較して考察した。
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ウ 成果

「金属の比熱の測定」及び「比熱と原子量の関係」に関する探究活動では，学習活動のワーク

シートを主な評価対象とした。ワークシートでは，物理と化学の知識を活用して考察を行ったこ

とが分かる記述が多くみられた。また，世界史 と連携した授業では，「物理学史を学ぶ意義」

について生徒のワークシートの振り返りを分析すると，ほとんどの生徒が研究間のつながりや研

究と歴史のつながりを発見し，それが物理の学習にも深い理解をもたらすと気付くことができた。

科学法則と微分方程式においては，生徒の実験レポートを分析すると，発展的な内容にも関心

を持って取り組んだ生徒が多いことが分かった。中には，今回学んだことを別の分野（化学，生

物分野等）にも応用して理解しようと取り組む生徒も見られた。

以上のことから，各教科の関連する内容で連携授業を行うことで，知識を統合する力を育成で

きると考えられる。

また，英国生徒との協働授業では，生徒の英語によるコミュニケーションを促すことができた

が，英語コミュニケーション力の向上に関する評価については今後の課題である。

化学Ⅰ

化学Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，知識を統合する力，仮説設定能力，プレゼンテーション力，英語コミュニケーシ

ョン力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「化学基礎」を 学校設定科目「 化学Ⅰ」（教育課程の特例），「化学」を 学校設定科

目「 化学Ⅱ」（教育課程の特例に該当しない）として実施した。化学を系統的に学習するととも

に高大接続にかかる高度な内容を扱うため，また他教科と連携して主体的・対話的な学習活動を

行うために開設し，知識を統合する力，仮説設定能力，プレゼンテーション力，英語コミュニケ

ーション力を育成することを目標とした。

令和元年度は， 化学Ⅰについては第 学年全員 名を対象に 単位， 化学Ⅱについては

第 学年理型 名を対象に 単位，第 学年理型 名を対象に 単位実施した。なお，第２

学年理型は 化学Ⅰと 化学Ⅱの計 単位（期間履修）で実施した。

令和元年度は， 物理Ⅱ， 生物Ⅱ， 英語Ⅱ，世界史 と連携した授業を実施した。年間指

導計画の概要は以下の通りである。

第 学年 理型（ 化学Ⅰ＋ 化学Ⅱ） 文型（ 化学Ⅰ）

学期 物質の構成と化学結合，結晶，物質量と化学反応式 物質の構成と化学結合

学期 熱化学，化学反応の速さ，化学平衡，酸・塩基 結晶，物質量と化学反応式

学期 酸化・還元電池・電気分解を含む，三態，気体，溶液 化学平衡，酸・塩基

第 学年 理型（ 化学Ⅱ） 表１

年間指導計画学期 無機物質，有機化合物（炭化水素，脂肪族化合物）

学期 有機化合物（芳香族化合物），天然高分子化合物

学期 合成高分子化合物，総合学習

物理Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力，仮説設定能力，英語コミュニケーション力を育

成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「物理」を 学校設定科目「 物理Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

物理の発展的な内容，及び数学，化学，生物との融合分野を扱うために開設し，知識を統合する

力，課題発見力，仮説設定能力，英語コミュニケーション力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型物理選択者 名，第 学年理型物理選択者 名を対象に，第

学年 単位，第 学年 単位実施した。

令和元年度は， 化学Ⅱ， 英語Ⅱ，世界史 と連携した授業を実施した。年間指導計画の概

要は以下の通りである。

第 学年

学期 平面運動と放物運動，剛体のつりあい，運動量の保存

学期 円運動と単振動，気体の性質と分子の運動

学期 波の性質，音波，光波

第 学年

学期 光波，電場と電位

学期 電流，電流と磁場，電磁誘導と交流

学期 電子と光，原子と原子核，総合学習

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 「金属の比熱の測定」及び「比熱と原子量の関係」に関する探究活動

（第 学年 化学Ⅱ， 英語Ⅱとの連携）

英国 Ⅵ の生徒との協働授業である。 化学Ⅱ， 英語Ⅱ担当

教員と連携して教材開発を行い， で実施した。金属の比熱の測定実験を行った後，「比熱」

と「原子量」との間にある関係についてグループで考えさせた。また，ベルセリウスが金属元

素の化合物の分析から決定した原子量（ 年）を示し，一部の値が間違って求められた理由

を考えさせた。

ｲ 物理学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点～（第 学年 世界史 との連携）

世界史 担当教員と連携して教材開発を行い， で実施した。 世紀に活躍した物理学者

人の人物について，生徒に「史観的視点」と「科学的視点」から分析させ，ポスター発表をさ

せた。その後，作成したポスターをもとに，「人物像」，「時代背景」，「発展：研究のつながり」

の観点から 人の関連性を分析・考察させた。

ｳ 科学法則と微分方程式 （第 学年）

第 学年では，物理現象について微分方程式を用いて考察できるように学習内容を構成した。

指導にあたっては，「 物理Ⅱテキスト 科学法則と微分方程式」というテキストを作成して

使用した。内容としては，微分方程式の基本形について学んだ後，それを空気抵抗による力を

受ける物体やコンデンサーの充電，放電などに適用した。また，実験により実際にコンデンサ

ーが放電する際の電位差を測定し，微分方程式で得られた解と比較して考察した。
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イ 研究内容・手段・方法

ｱ 主体的・対話的な学習活動を用いた「論理的思考力」，「知識を統合する力」を育成する授業

展開

化学現象の本質的理解を促すために，学習順序を工夫した（上記 表 の下線部）。また，「化

学基礎」や「化学」の内容に関連した発展的内容を用いて主体的・対話的に考えさせる授業内

容を実現した。

※ 発展的内容例 第 学年：電子軌道，電子対反発則 則，混成軌道 等

第 学年：金属錯体，有機電子論，立体構造 等

ｲ 「金属の比熱の測定」及び「比熱と原子量の関係」に関する探究活動

詳細は，「❸③ 物理Ⅱ」参照。（第 学年 物理Ⅱ， 英語Ⅱとの連携）

ｳ 抽出実験（第 学年 生物Ⅱ， 英語Ⅱとの連携）

英国 Ⅵ の生徒との協働授業である。 生物Ⅱ， 英語Ⅱ担当

教員と連携して教材開発を行い， で実施した。各班に ～ 名の英国生徒を加えて，生物実

験とその化学現象の考察を英語で行った。

ｴ 探究型実験活動の実施（第 学年）

これまで学習した知識等を活用して探究することができる教材を開発し，生徒が受動的に実

験作業を行うのではなく，能動的に取り組める形態を目指した。（実験手順を考えさせる等の工

夫を行った。）

ｵ 化学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点～（第 学年 世界史 との連携）

世界史 担当教員と連携して教材開発を行い， で実施した。戦争に寄与した化学者５人

の人物について，生徒に「史観的視点」と「科学的視点」から分析させ，ポスター発表をさせ

た。その後，作成したポスターをもとに，「人物像」，「時代背景」，「物質：化学式・反応式」の

観点から５人の関連性を分析・考察させた。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）とワークシート，実験レポートによる評価を行った。イ ｳ「 抽出実験」に関するル

ーブリックを用いた評価は，知識を統合する力，仮説設定能力について，ほとんどの生徒が「フ

ルサクセス」以上であった。イ ｵ「化学史を学ぶ意義」については，生徒のワークシートを分析

すると，ほとんどの生徒が研究間のつながりや研究と歴史のつながりを発見し，それが化学の学

習にも深い理解をもたらすと気付くことができた。

・当時の世界の状況や個人的な動機などが密接に絡み合っていて，単に純粋な科学として

研究が存在していたのではないのだと知り，一見関係がないような歴史と科学につなが

りがあるのは面白いと思った。

等のコメントが多くみられたことも踏まえると，知識を統合する力を中心に十分な成果が得られ

た。今後も他教科との連携を推進し，効果的な授業法の開発を行いたい。

また，英国生徒との協働授業では，生徒の英語によるコミュニケーションを促すことができた

が，英語コミュニケーション力の向上に関する評価については今後の課題である。
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生物Ⅰ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力，プレゼンテーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「生物基礎」を 学校設定科目「 生物Ⅰ」として実施した（教育課程の特例）。生命現象を

総合的に科学的視点で捉え，遺伝子発現の調節や各種代謝に踏み込んだ高大接続事業に繋がる生物

の内容を扱うために開設し，知識を統合する力，課題発見力，プレゼンテーション力を育成するこ

とを目標とした。

令和元年度は，第１学年全員の 名を対象に， 単位実施した。

令和元年度は，探究 Ⅰと連携した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下の通りである。

学期 生物の多様性と共通性（分類階級，学名），エネルギーと代謝（酵素）

学期 代謝（呼吸と光合成），遺伝情報の発現（タンパク質の立体構造），ゲノム

学期 生物の体内環境（体液，腎臓と肝臓）

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 毎授業における主体的・対話的な学習活動の実施

生命現象の本質的理解を促すために，学習順序を工夫した（上記範囲の下線部）。また，「生

物基礎」や「生物」の内容に関連した発展的内容を用いて，主体的・対話的に考えさせる授業

内容を実現した。

ｲ 動画や画像，実物を効果的に用いた授業の実施

知識を統合する力や課題発見力の育成のきっかけとするため，適切なタイミングで動画や画

像，実物を用いた授業を行うことで科学的興味を刺激するよう努めた。

ｳ 探究型実験活動の実施

概ね学期に 回，探究型実験活動を実施した。実験において学習したい目的に加え，その知

識を活用して探究することができるようにワークシートを工夫し，生徒が受動的に実験作業を

行うのではなく能動的に取り組める形態を目指した。（実験のワークシートは目的や概要，使用

可能な器具や薬品のみを示し，仮説の設定やその検証を行うための手立ては班で話し合いなが

ら進めさせた。）

ｴ 課題研究

学期には各クラス 班あたり 人で 班を編制し，研究テーマを各班で決めさせた。各教

科担任が研究計画の立案，必要物品の相談，レポートの作成などの指導にあたり，課題研究を

実施した。

ウ 成果

上記の取組では，主に実験および課題研究について，岡高キー・コンピテンシーを評価するた

めのサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて評価を行った。結果，知識を統合する力，

課題発見力について，ほとんどの生徒が「フルサクセス」以上であった。プレゼンテーション能

力については今後の課題研究で育成を行う予定である。

また，課題研究においては，授業で扱った発展的な内容に関わるテーマを設定した班や他教科

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 主体的・対話的な学習活動を用いた「論理的思考力」，「知識を統合する力」を育成する授業

展開

化学現象の本質的理解を促すために，学習順序を工夫した（上記 表 の下線部）。また，「化

学基礎」や「化学」の内容に関連した発展的内容を用いて主体的・対話的に考えさせる授業内

容を実現した。

※ 発展的内容例 第 学年：電子軌道，電子対反発則 則，混成軌道 等

第 学年：金属錯体，有機電子論，立体構造 等

ｲ 「金属の比熱の測定」及び「比熱と原子量の関係」に関する探究活動

詳細は，「❸③ 物理Ⅱ」参照。（第 学年 物理Ⅱ， 英語Ⅱとの連携）

ｳ 抽出実験（第 学年 生物Ⅱ， 英語Ⅱとの連携）

英国 Ⅵ の生徒との協働授業である。 生物Ⅱ， 英語Ⅱ担当

教員と連携して教材開発を行い， で実施した。各班に ～ 名の英国生徒を加えて，生物実

験とその化学現象の考察を英語で行った。

ｴ 探究型実験活動の実施（第 学年）

これまで学習した知識等を活用して探究することができる教材を開発し，生徒が受動的に実

験作業を行うのではなく，能動的に取り組める形態を目指した。（実験手順を考えさせる等の工

夫を行った。）

ｵ 化学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点～（第 学年 世界史 との連携）

世界史 担当教員と連携して教材開発を行い， で実施した。戦争に寄与した化学者５人

の人物について，生徒に「史観的視点」と「科学的視点」から分析させ，ポスター発表をさせ

た。その後，作成したポスターをもとに，「人物像」，「時代背景」，「物質：化学式・反応式」の

観点から５人の関連性を分析・考察させた。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）とワークシート，実験レポートによる評価を行った。イ ｳ「 抽出実験」に関するル

ーブリックを用いた評価は，知識を統合する力，仮説設定能力について，ほとんどの生徒が「フ

ルサクセス」以上であった。イ ｵ「化学史を学ぶ意義」については，生徒のワークシートを分析

すると，ほとんどの生徒が研究間のつながりや研究と歴史のつながりを発見し，それが化学の学

習にも深い理解をもたらすと気付くことができた。

・当時の世界の状況や個人的な動機などが密接に絡み合っていて，単に純粋な科学として

研究が存在していたのではないのだと知り，一見関係がないような歴史と科学につなが

りがあるのは面白いと思った。

等のコメントが多くみられたことも踏まえると，知識を統合する力を中心に十分な成果が得られ

た。今後も他教科との連携を推進し，効果的な授業法の開発を行いたい。

また，英国生徒との協働授業では，生徒の英語によるコミュニケーションを促すことができた

が，英語コミュニケーション力の向上に関する評価については今後の課題である。
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で学んだ授業内容との教科横断的なテーマを設定した班が複数現れた。多くの教科で学んだ知識

を統合し，日常的な生命現象の謎を解き明かすために熟考する生徒の姿が多く見られた。今後も

授業内容および実験内容の検討・改善を随時行い，目的とする力をより一層育成できる機会にし

ていきたいと思う。

生物Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「生物」を 学校設定科目「 生物Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

生命現象を総合的に科学的視点で捉え，高大接続事業に繋がる高度な生物の内容を扱うために開

設し，課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型生物選択者 名，第 学年理型生物選択者 名を対象に，第

学年 単位，第 学年 単位で実施した。

令和元年度は，探究 Ⅱと連携した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下の通りであ

る。

第 学年

学期 腎臓と肝臓，神経とホルモンによる調節，免疫

学期 植生の多様性と分布，生態系とその保全，酵素のはたらき，細胞の活動とタンパク質

学期 呼吸と発酵，光合成，窒素同化，遺伝情報の発現

第 学年

学期 遺伝情報の発現，生殖と発生

学期 生殖と発生，動物の反応と行動，植物の環境応答，生物群集と生態系

学期 生命の起源と進化，生物の系統

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 毎授業における主体的・対話的な学習活動の実施

授業開始時に生徒同士による前時の振り返りを行わせ，また学習内容に関しても一方的に教

えるのではなく，自ら考えそれを説明させる機会を必ず持つようにし，より深い授業内容を実

現した。

ｲ 動画や画像，実物を効果的に用いた授業の実施

課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力の育成のきっかけとするため，効果的なタイ

ミングで動画や画像，実物を用いた授業を行い，科学的興味を刺激するよう努めた。

ｳ 探究型実験活動の実施

実験において学習したい目的に加え，その知識を活用して探究することができるテーマを加

えることで，生徒が受動的に実験作業を行うのではなく能動的に取り組める形態を目指した。

ｴ 外部講師招聘授業の実施

基礎生物学研究所長阿形清和教授を招聘し，「再生できる生き物に再生の仕方を学ぶ プラ

ナリアやイモリが開くサイエンスの新しい窓 」というテーマで再生生物学研究の概要と，プラ

ナリアの研究について学んだ（令和 年 月 日実施）。
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ｵ パン酵母を用いた遺伝子組換え実験

山口大学から提供いただいたキットを用い， 遺伝子を導入した。内容は省略。難易度は

普通。ほとんどの生徒が内容を理解できたとし，科学への興味関心についても肯定的に回答し

た。

ｶ 生物学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点～（ 生物Ⅱと世界史の連携）第 学年生徒

対象

世界史担当教員と連携して教材開発を行い， で実施した。 世紀に活躍した生物学者４

人の人物について，生徒に「史観的視点」と「科学的視点」から分析させ，ポスター発表をさ

せた。その後，作成したポスターをもとに，「人物像」，「時代背景」，「発展：研究のつながり」

の観点から４人の関連性を分析・考察させた。

ウ 成果

上記の取組では，通常の授業については授業アンケート，実験については岡高キー・コンピテ

ンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブリック）を用いて評価を行った。結果，

授業アンケートでは「主体的・積極的に取り組んでいる」「考える授業がなされている」につい

て「あてはまる」と回答する生徒割合が高く，また実験については課題発見力，知識を統合する

力について「フルサクセス」を満たす者が多かった。仮説設定能力については，探究AKCⅡと連

携する中での育成が主となった。外部講師招聘授業は，高校授業の先にどのような先端分野が繋

がるのかを示す授業であり，今学んでいる内容がどのように発展し役立つのかが分かり，生徒の

学ぶ意欲が増した。

世界史 と連携した授業では，「生物学史を学ぶ意義」について，生徒のワークシートの振り

返りを分析すると，ほとんどの生徒が研究間のつながりや研究と歴史のつながりを発見し，それ

が生物の学習にも深い理解をもたらすと気付くことができた。

化学生物

仮説

主体的・対話的な学習活動，化学基礎・生物基礎より高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・

コンピテンシーのうち，知識を統合する力，仮説設定能力，課題発見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「化学基礎」，「生物基礎」を基に総合的な内容を扱う 学校設定科目「 化学生物」（教育

課程の特例に該当しない）として実施した。現代の科学的な問題について科学的視点で捉える力

を養い，また化学分野，生物分野を系統的かつ総合的に学習するために開設し，知識を統合する

力，仮説設定能力，課題発見力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年文型 名を対象に， 単位実施した。なお，化学分野と生物分野を

単位ずつで授業展開した。

年間指導計画の概要は以下の通りである。

化学分野 生物分野

学期 酸・塩基（化学平衡を含む），酸化・還元 植生の多様性と分布

学期 酸化・還元（電池・電気分解を含む） 生態系とその保全

学期 総合学習

で学んだ授業内容との教科横断的なテーマを設定した班が複数現れた。多くの教科で学んだ知識

を統合し，日常的な生命現象の謎を解き明かすために熟考する生徒の姿が多く見られた。今後も

授業内容および実験内容の検討・改善を随時行い，目的とする力をより一層育成できる機会にし

ていきたいと思う。

生物Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「生物」を 学校設定科目「 生物Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

生命現象を総合的に科学的視点で捉え，高大接続事業に繋がる高度な生物の内容を扱うために開

設し，課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年理型生物選択者 名，第 学年理型生物選択者 名を対象に，第

学年 単位，第 学年 単位で実施した。

令和元年度は，探究 Ⅱと連携した授業を実施した。年間指導計画の概要は以下の通りであ

る。

第 学年

学期 腎臓と肝臓，神経とホルモンによる調節，免疫

学期 植生の多様性と分布，生態系とその保全，酵素のはたらき，細胞の活動とタンパク質

学期 呼吸と発酵，光合成，窒素同化，遺伝情報の発現

第 学年

学期 遺伝情報の発現，生殖と発生

学期 生殖と発生，動物の反応と行動，植物の環境応答，生物群集と生態系

学期 生命の起源と進化，生物の系統

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 毎授業における主体的・対話的な学習活動の実施

授業開始時に生徒同士による前時の振り返りを行わせ，また学習内容に関しても一方的に教

えるのではなく，自ら考えそれを説明させる機会を必ず持つようにし，より深い授業内容を実

現した。

ｲ 動画や画像，実物を効果的に用いた授業の実施

課題発見力，仮説設定能力，知識を統合する力の育成のきっかけとするため，効果的なタイ

ミングで動画や画像，実物を用いた授業を行い，科学的興味を刺激するよう努めた。

ｳ 探究型実験活動の実施

実験において学習したい目的に加え，その知識を活用して探究することができるテーマを加

えることで，生徒が受動的に実験作業を行うのではなく能動的に取り組める形態を目指した。

ｴ 外部講師招聘授業の実施

基礎生物学研究所長阿形清和教授を招聘し，「再生できる生き物に再生の仕方を学ぶ プラ

ナリアやイモリが開くサイエンスの新しい窓 」というテーマで再生生物学研究の概要と，プラ

ナリアの研究について学んだ（令和 年 月 日実施）。
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イ 研究内容・手段・方法

ｱ 主体的・対話的な学習活動を用いた「知識を統合する力」を育成する授業

化学分野

化学現象の本質的理解を促すために，「化学基礎」の内容だけでなく，「化学」の内容に関

連した発展的内容（上記 表 の下線部）を用いて主体的・対話的に考えさせる授業内容を実

現した。特に，化学的性質が原子や分子の電子の状態で決まり，化学変化が電子の状態の変

化であることを理解させた。また，現代社会で利用されている燃料電池やリチウム二次電池，

金属の製錬等について歴史的側面を含めて扱い，それらの利点や問題点を考察させた。

※ 発展的内容例：化学平衡，酸化数の本質，電池・電気分解の反応のしくみ 等

生物分野

教科書内容の理解に留まらず，日々変化する環境問題に対し自分自身で考える力・実態を

捉えられる力をつけられるように，学習内容に関連する最新の研究情報やデータをその都度

提示することで主体的・対話的に考えさせる授業を実現した。特に生態系分野では，生態系

内のエネルギーの流れを深く理解するために具体的数値を用いて計算と考察を行ったり，二

酸化炭素濃度と気温の推移グラフと生物の生息地推移シミュレーションを共に提示して関係

性把握と問題点に関する討論を行ったりした。

ｲ 科目横断型，探究型実験活動の考案

実験において学習したい目的に加え，これまで学習した知識等を活用して科目（化学・生物）

横断型，探究型実験活動を行うことで，生徒が能動的に取り組める形態を目指した。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）と授業アンケートによる評価を行った。特に，授業アンケートでは「燃料電池の本質的

な問題点を，化学反応との関連性を踏まえて理解できた。」，「生態系が各要素の兼ね合いで実

現する不安定なものだと実感し，今後の自身の振舞について考えることができた。」等，知識を

統合する力の育成を中心に一定の成果が得られた。

今後は，科目・教科横断型，探究型実験活動の充実を図り，他教科との連携を模索しながら，効

果的な授業・実験内容の開発を行いたい。

英語Ⅰ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，論理的思考力，英語プレゼンテーション力および英語コミュニケーション能力を

育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「コミュニケーション英語Ⅰ」を 学校設定科目「 英語Ⅰ」として実施した（教育課程

の特例）。論理的な文章に接しながらその構造を理解・習得し，自ら英文を作成し発表すること

を通して，論理的な展開を意識した英語によるプレゼンテーション力とコミュニケーション力を

育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年全員の 名を対象に， 単位実施した。
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令和元年度は，英語によるプレゼンテーション力の習得に重点を置いた指導を行った。年間

指導計画の概要は以下の通りである。

学期 英語によるプレゼンテーションの構造，スキルの習得およびそれらを活用したプレゼ

ンテーションの実践

学期 情報収集の方法，引用のルール，目的に合わせた効果的なプレゼンテーションの方法

の理解およびそれらを活用したプレゼンテーションの実践

学期 ， 学期での学習内容を踏まえたうえでの調査・研究の実施，発表用ポスターの作

成およびそれを用いたプレゼンテーションの実践

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 学期はプレゼンテーションの構造およびスキルを，主に映像を用いながら学んだ。トピッ

クを設定し，列挙型プレゼンテーションをグループ内で実施した。その活動によって，英語

と日本語との構成の違いや，効果的なプレゼンテーションの在り方を学んだ。

ｲ 学期はプレゼンテーションを行ううえで気を付けなければならない情報収集の方法，引用

の方法，様々なプレゼンテーションの方法を学んだ。プロセス型プレゼンテーションをグル

ープ内で実施し，論理的なプレゼンテーションを実践した。

ｳ 学期は ， 学期で習得したプレゼンテーションのスキルを活かし，かつ発展的な活動を

展開した。具体的には， Ⅰの中から自分が好きなテーマの課

を選び，その内容に関してさらに調査・研究を行い，ポスターを作成したうえで英語による

プレゼンテーションを行う活動を実施した。さらにその中で，質疑応答の時間を設けること

で，双方向のコミュニケーション活動を活性化させるように工夫した。

ｴ 英語コミュニケーション能力を高めるための日常的な活動として，ペアワーク，グループワ

ークを積極的に取り入れた。

ウ 成果

学期では，英語のプレゼンテーションと日本語のプレゼンテーションの形式が大きく異なる

ということの理解が中心となった。生徒の発表原稿を分析すると，当初は同じような構造の英文

を書き並べている生徒が多かった。しかし，まとまりのある質の高い英語に接していくうちに，

生徒は段落の構成や，より効果的な文章の組み立て方を学び取っていった。 学期になると，生

徒が表現する英文の質・量が大きく改善されていった。 学期には，発表内容のレベルがさらに

上がり，発表内容を的確に図や表にしたポスターも多く見られた。さらに効果的なプレゼンテー

ションの方法を身につけ，目の前にいる「聞き手」を意識して話すことができる生徒の割合が増

えた。アンケートによると，ほとんどの生徒が英語の得意・不得意に関わらず，諸活動に意欲的

に取り組むことができたと答えている。より聞き手を意識したプレゼンテーションを心掛けてい

る生徒も多く，「できるだけわかりやすい英語を使用するようにした」「できるだけ聞き手に視線

を向けながら内容を伝えようと努力した」との回答も得られた。今後は，さらに効果的な英語に

よるプレゼンテーションを行うために，使用する英語の水準を学年全体として高め，より高度な

内容をやりとりできるように指導していきたい。

英語Ⅱ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続に係る高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コンピ

テンシーのうち，知識を統合する力，文章表現力，プレゼンテーション力，英語コミュニケーション

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 主体的・対話的な学習活動を用いた「知識を統合する力」を育成する授業

化学分野

化学現象の本質的理解を促すために，「化学基礎」の内容だけでなく，「化学」の内容に関

連した発展的内容（上記 表 の下線部）を用いて主体的・対話的に考えさせる授業内容を実

現した。特に，化学的性質が原子や分子の電子の状態で決まり，化学変化が電子の状態の変

化であることを理解させた。また，現代社会で利用されている燃料電池やリチウム二次電池，

金属の製錬等について歴史的側面を含めて扱い，それらの利点や問題点を考察させた。

※ 発展的内容例：化学平衡，酸化数の本質，電池・電気分解の反応のしくみ 等

生物分野

教科書内容の理解に留まらず，日々変化する環境問題に対し自分自身で考える力・実態を

捉えられる力をつけられるように，学習内容に関連する最新の研究情報やデータをその都度

提示することで主体的・対話的に考えさせる授業を実現した。特に生態系分野では，生態系

内のエネルギーの流れを深く理解するために具体的数値を用いて計算と考察を行ったり，二

酸化炭素濃度と気温の推移グラフと生物の生息地推移シミュレーションを共に提示して関係

性把握と問題点に関する討論を行ったりした。

ｲ 科目横断型，探究型実験活動の考案

実験において学習したい目的に加え，これまで学習した知識等を活用して科目（化学・生物）

横断型，探究型実験活動を行うことで，生徒が能動的に取り組める形態を目指した。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）と授業アンケートによる評価を行った。特に，授業アンケートでは「燃料電池の本質的

な問題点を，化学反応との関連性を踏まえて理解できた。」，「生態系が各要素の兼ね合いで実

現する不安定なものだと実感し，今後の自身の振舞について考えることができた。」等，知識を

統合する力の育成を中心に一定の成果が得られた。

今後は，科目・教科横断型，探究型実験活動の充実を図り，他教科との連携を模索しながら，効

果的な授業・実験内容の開発を行いたい。

英語Ⅰ

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，論理的思考力，英語プレゼンテーション力および英語コミュニケーション能力を

育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「コミュニケーション英語Ⅰ」を 学校設定科目「 英語Ⅰ」として実施した（教育課程

の特例）。論理的な文章に接しながらその構造を理解・習得し，自ら英文を作成し発表すること

を通して，論理的な展開を意識した英語によるプレゼンテーション力とコミュニケーション力を

育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年全員の 名を対象に， 単位実施した。
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力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「外国語」を 学校設定科目「 英語Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

科学の内容を扱った英文の読解力を育成するために開設し，課題発見力・仮説設定能力，知識を

統合する力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年文型 名を対象に 単位，理型 名を対象に 単位実施した。

令和元年度は，主体的・対話的な学習活動， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 生物Ⅱと連携した授業を

実施した。年間指導計画の概要は以下の通りである。

学期 “OOPARTS”含む全 トピック プレゼンテーション・スピーチ

学期 “Why Biomimicry?”含む全 トピック ポスター発表・スピーチ

学期 “The Long Voyage Home”含む全 トピック 課題研究のポスター・原稿作成

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 物理Ⅱ・ 化学Ⅱとの連携「金属の比熱の測定実験」

英国 Ⅵ の生徒との協働授業である。 物理Ⅱ・ 化学Ⅱ担当

教員と連携して教材開発を行い， で実施した。実験・分析・議論を英語で行った。

ｲ 化学Ⅱとの連携「 の抽出」の検証実験

同じく英国生徒との協働授業である。 化学Ⅰ・ 生物Ⅱの担当教員と連携して， で実

施した。各班に１～ 名の英国生徒を加えて，生物で学んだ「 の抽出」の検証実験を英語

で行った。事前に英語の授業で，実験に必要な英語の表現を確認した。

ｳ 教科融合型ポスターセッション

理科・地歴・国語等の各科目で学んだ内容をもとに，班・または個人ごとに生徒がテーマを

設定し，既習内容の理解を深めるリサーチを行った上で英語のポスターを作成し，発表会を行

った。各教科の担当教員もアドバイザーとして参加し，共同で指導を行った。

ウ 成果

理科との連携授業では，実験の手順等については英語で共有できたが，実験結果についての議

論など即興性の高い活動になると，英語で行うのはハードルが高かったようだ。普段の授業から

自分の意見を論理的に述べるトレーニングを強化していく必要があると実感した。

また教科融合型ポスターセッションについては，昨年度は素材としての英文があるものを自分

なりに編集してまとめる形で発表させたが，今年度は他教科で学んだ内容についての発表をさせ

たので，生徒たちは一から自分で英文を作りあげることになった。それによって，借り物ではな

い自分なりの英語で発表することができた。事前にテキストを用いて学習したことで，効果的な

プレゼンテーションの導入や構成，ポスターの提示の仕方等「発表者」としての進歩が見られた

だけでなく，プレゼンテーションの「典型的な型」を学んだことによって発表内容を理解する能

力が向上し，「聞き手」としても成長したと感じている。
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情報

仮説

主体的・対話的な学習活動，高大接続にかかる高度な内容を取り扱うことにより，岡高キー・コン

ピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力，プレゼンテーション力を育成することができ

る。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「情報の科学」を 学校設定科目「 情報」として実施した（教育課程の特例）。情報の科

学的な理解を中心に，単元間，教科間でつながりのある授業展開を行う中で，知識を統合する力

を育成すること，また，主体的・対話的な活動や発展的な内容を通して深い学びを実現し，思考

力・判断力・表現力をバランス良く育てることで，総合的な問題解決能力を育成することを目標

とした。

令和元年度は，第 学年全員の 名を対象に， 単位実施した。

令和元年度は， 物理Ⅰ，探究 Ⅰとの関連を意識した授業を実施し，特にプログラミン

グの分野ではより高度な内容を扱うことに留意した。年間指導計画の概要は以下の通りである。

学期 コンピュータのしくみと情報のディジタル化，アルゴリズムとプログラミング

学期 グラフによる表現，プレゼンテーション基礎，情報システムが支える社会

学期 ネットワークがつなぐコミュニケーション，シミュレーションとデータベース

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 情報の科学的な理解についての単元・教科間でつながりのある授業展開

プログラミングの実習を行う中で，コンピュータのしくみなどの知識を結びつけて取り扱

い，科学的な理解を体験的に学習させた。また，マイコンボード を用いた温度測定の

実習を通して，既習の知識でプログラムを作成して装置を動かすことで，様々な電機製品が

プログラムで制御されていることを学習させるとともに， によるデータ計測につい

て， 物理や探究 Ⅰにおける実験での活用につながる内容を扱った。

ｲ 学び合いを通した総合的な問題解決能力の育成

情報モラルや情報セキュリティの分野について，グループごとにテーマ研究を行い，プレ

ゼンテーションをする中で，すべての生徒が主体的・対話的に活動できる場を設定し，総合

的な問題解決能力の育成に努めた。また，プレゼンテーションの反省を探究 Ⅰで行うポ

スター発表やレポート作成に生かすことを意識させ，つながりのある学習に留意した。

ｳ プログラミングやデータベースにおける発展的内容の扱い

プログラミングでは，シェルソートなど教科書にないアルゴリズムを扱ったり，発展課題

として日本情報オリンピックの予選問題に取り組ませるなど，より高度な内容を扱った。

データベースでは， を用いたリレーショナルデータベースの実習を通して，表計算ソ

フトとの違いを体感的に学習させた。また， で様々なクエリの作成を通して，論理的な

思考力の育成に努めた。

ウ 成果

を用いたデータ測定の実習を通して，物理の教員と連携し，今後の 物理や探求

で行う実験での活用につながる内容を扱うことができた。

力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程の編成

「外国語」を 学校設定科目「 英語Ⅱ」として実施した（教育課程の特例に該当しない）。

科学の内容を扱った英文の読解力を育成するために開設し，課題発見力・仮説設定能力，知識を

統合する力を育成することを目標とした。

令和元年度は，第 学年文型 名を対象に 単位，理型 名を対象に 単位実施した。

令和元年度は，主体的・対話的な学習活動， 物理Ⅱ， 化学Ⅰ， 生物Ⅱと連携した授業を

実施した。年間指導計画の概要は以下の通りである。

学期 “OOPARTS”含む全 トピック プレゼンテーション・スピーチ

学期 “Why Biomimicry?”含む全 トピック ポスター発表・スピーチ

学期 “The Long Voyage Home”含む全 トピック 課題研究のポスター・原稿作成

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 物理Ⅱ・ 化学Ⅱとの連携「金属の比熱の測定実験」

英国 Ⅵ の生徒との協働授業である。 物理Ⅱ・ 化学Ⅱ担当

教員と連携して教材開発を行い， で実施した。実験・分析・議論を英語で行った。

ｲ 化学Ⅱとの連携「 の抽出」の検証実験

同じく英国生徒との協働授業である。 化学Ⅰ・ 生物Ⅱの担当教員と連携して， で実

施した。各班に１～ 名の英国生徒を加えて，生物で学んだ「 の抽出」の検証実験を英語

で行った。事前に英語の授業で，実験に必要な英語の表現を確認した。

ｳ 教科融合型ポスターセッション

理科・地歴・国語等の各科目で学んだ内容をもとに，班・または個人ごとに生徒がテーマを

設定し，既習内容の理解を深めるリサーチを行った上で英語のポスターを作成し，発表会を行

った。各教科の担当教員もアドバイザーとして参加し，共同で指導を行った。

ウ 成果

理科との連携授業では，実験の手順等については英語で共有できたが，実験結果についての議

論など即興性の高い活動になると，英語で行うのはハードルが高かったようだ。普段の授業から

自分の意見を論理的に述べるトレーニングを強化していく必要があると実感した。

また教科融合型ポスターセッションについては，昨年度は素材としての英文があるものを自分

なりに編集してまとめる形で発表させたが，今年度は他教科で学んだ内容についての発表をさせ

たので，生徒たちは一から自分で英文を作りあげることになった。それによって，借り物ではな

い自分なりの英語で発表することができた。事前にテキストを用いて学習したことで，効果的な

プレゼンテーションの導入や構成，ポスターの提示の仕方等「発表者」としての進歩が見られた

だけでなく，プレゼンテーションの「典型的な型」を学んだことによって発表内容を理解する能

力が向上し，「聞き手」としても成長したと感じている。
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探究 AKCⅠで行ったポスター発表では， 情報で行ったプレゼンテーションの反省点が活か

され，文章の配置やフォントの工夫，カラーユニバーサルデザインを意識した配色，発表態度の

工夫が見られた。また，主体的・対話的な活動を取り入れることで，情報社会の諸問題につい

て，生徒に当事者意識を持たせることができた。

プログラミングについては，授業で扱った高度な内容により関心を持った生徒（ 年生 名，

年生 名）が，日本情報オリンピックの予選にチャレンジし，全員一次予選を突破することが

できた。意欲関心のある生徒を，授業の内容から更に高度な内容へつなげることができた。

データベースについては，データの一元管理や，一貫性と整合性の保証など，データベース

の重要な機能とその利点について理解を深めることができた。また，リレーショナルデータベー

スと集合論との関連など科学的な内容にも触れることができた。

米国研修

仮説

海外の最先端の施設見学や各分野で活躍する研究者による講義と研究室見学，および現地の高校生

徒の交流を通して，岡高キー・コンピテンシーのうち文章表現力，プレゼンテーション力，英語コミ

ュニケーション力，課題発見力の育成を行うことができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための特別課外活動として実施する。志願理由書，

及び校内での面接にて選考された 名男子 名，女子 名が参加する。事前研修として，現地

高等学校で発表するための研究を行うとともに，校内での 研修や，研究レ

ポート・ポスターの作成，現地で訪問する研究室に関する事前学習等を行う。実施後は研修レポ

ートを作成し，学校内外に向けて，成果を発表する。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 事前研修

海外での現地研究機関等にて発表するための英語による発表原稿，及びポスター作成

学校設定教科「 」や 特別課外活動等，または各個人で行った研究をさらに深

めるとともに，研究に関するレポート，発表原稿，及びポスターを本校理科教員の指導の下

日本語にて作成させた。それらを海外研修にて現地高等学校で発表するために，

研修（ 研修）を利用した。（ 研修については「

研修（ 研修）」にて詳しく記載するため，ここでは割愛する。）

現地研究機関，大学にて研修を行うための事前学習

，及びハーバード大学での研修を効果的に行うために，各研究室のホームページに記

載されている研究内容の中身を調べさせた。また，研修に対応できるよう主に生物学・化学

の基本内容を英語にて学習し，同時に各分野の専門用語の取得を目指した学習をさせた。ま

た，現地博物館内の展示物を利用した英語プレゼンテーションを実施するために，博物館の

展示物を各自 点ずつ調べさせた。

ｲ 海外研修

アメリカ合衆国の ，ハーバード大学において，研究者による講義と研究室見学を実施す

る。ボストン，ワシントン にて訪問する ミュージアム，スミソニアン博物館群では，

展示物を用いた英語プレゼンテーションを実施する。 では，本校生徒

が課題研究の成果を発表し，現地高校生との交流を行う。
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ウ 成果

事前研修にて， 学校設定教科「探究 」で取り組んでいる課題研究や，これまでの

特別課外活動等で生徒自身が取り組んできた課題研究，および個人研究について，研究レポート，

発表原稿，及びポスターを，日本語版，英語版ともに作成した。海外派遣者相互で英語によるプ

レゼンテーション研修を実施し，プレゼンテーション方法における課題や，質疑応答にて新たに

研究課題を発見することができた。（海外研修は実施報告書執筆段階では未実施のため，成果には

記載しない。）

研修（ 研修）

仮説

外国出身の科学技術系研究者，または本校英語教員を講師とした小規模の講義・実習や，主体的・

対話的な学習活動を通して，岡高キー・コンピテンシーのうち知識を統合する力，文章表現力，プレ

ゼンテーション力，英語コミュニケーション力の育成を行うことができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動として実施した。 と海外派遣者英語研修を主な活動とし，どちらも

英語コミュニケーション力の向上を目指した。また， では異文化英語で学ぶことに

よる知識統合力の育成，海外派遣者英語研修では文章表現力とプレゼンテーション力の育成に重

点を置いた。

令和元年度に対象とした生徒は以下の通りである。

・海外派遣者英語研修：米国研修参加者（ 名），英国研修参加者（ 名）

・ （外国人研究者による講演会）： ・ 年生から希望者約 〜 名

年間指導計画の概要は以下の通りである。

， の計 回

海外派遣者英語研修 の計 回

イ 研究内容・手段・方法

ｱ

事前研修として，専門用語の語彙予習のために講師から提供された関連資料を配布した。当

日は，第一部で講師の自己紹介や出身国について，第二部で研究内容についてわかりやすく講

演していただいた（ 分）。その後質疑応答の時間をとり，活発な議論を促した（ 分）。

第一回：中部大学・中部高等学術研究所 氏（インド）

「地球温暖化が環境に与える影響」（地学）

第二回：名古屋市立大学・薬学系 氏（フランス）

「細胞の構造」（生物）

ｲ 海外派遣者英語研修

本校英語科教員による指導のもと，英語によるディベート，ディスカッションを実施した。

また，海外派遣者英語研修と並行し，海外研修にて現地研究機関等で発表するために，

学校設定科目や 特別課外活動等で行った研究に関する英語原稿とポスターを，理科および

英語科の各担当教員の指導のもと作成した。 月上旬には，作成したポスターをもとに，英語

によるプレゼンテーションを相互に行った。

探究 AKCⅠで行ったポスター発表では， 情報で行ったプレゼンテーションの反省点が活か

され，文章の配置やフォントの工夫，カラーユニバーサルデザインを意識した配色，発表態度の

工夫が見られた。また，主体的・対話的な活動を取り入れることで，情報社会の諸問題につい

て，生徒に当事者意識を持たせることができた。

プログラミングについては，授業で扱った高度な内容により関心を持った生徒（ 年生 名，

年生 名）が，日本情報オリンピックの予選にチャレンジし，全員一次予選を突破することが

できた。意欲関心のある生徒を，授業の内容から更に高度な内容へつなげることができた。

データベースについては，データの一元管理や，一貫性と整合性の保証など，データベース

の重要な機能とその利点について理解を深めることができた。また，リレーショナルデータベー

スと集合論との関連など科学的な内容にも触れることができた。

米国研修

仮説

海外の最先端の施設見学や各分野で活躍する研究者による講義と研究室見学，および現地の高校生

徒の交流を通して，岡高キー・コンピテンシーのうち文章表現力，プレゼンテーション力，英語コミ

ュニケーション力，課題発見力の育成を行うことができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

未来社会を切り拓く国際リーダーを育成するための特別課外活動として実施する。志願理由書，

及び校内での面接にて選考された 名男子 名，女子 名が参加する。事前研修として，現地

高等学校で発表するための研究を行うとともに，校内での 研修や，研究レ

ポート・ポスターの作成，現地で訪問する研究室に関する事前学習等を行う。実施後は研修レポ

ートを作成し，学校内外に向けて，成果を発表する。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 事前研修

海外での現地研究機関等にて発表するための英語による発表原稿，及びポスター作成

学校設定教科「 」や 特別課外活動等，または各個人で行った研究をさらに深

めるとともに，研究に関するレポート，発表原稿，及びポスターを本校理科教員の指導の下

日本語にて作成させた。それらを海外研修にて現地高等学校で発表するために，

研修（ 研修）を利用した。（ 研修については「

研修（ 研修）」にて詳しく記載するため，ここでは割愛する。）

現地研究機関，大学にて研修を行うための事前学習

，及びハーバード大学での研修を効果的に行うために，各研究室のホームページに記

載されている研究内容の中身を調べさせた。また，研修に対応できるよう主に生物学・化学

の基本内容を英語にて学習し，同時に各分野の専門用語の取得を目指した学習をさせた。ま

た，現地博物館内の展示物を利用した英語プレゼンテーションを実施するために，博物館の

展示物を各自 点ずつ調べさせた。

ｲ 海外研修

アメリカ合衆国の ，ハーバード大学において，研究者による講義と研究室見学を実施す

る。ボストン，ワシントン にて訪問する ミュージアム，スミソニアン博物館群では，

展示物を用いた英語プレゼンテーションを実施する。 では，本校生徒

が課題研究の成果を発表し，現地高校生との交流を行う。
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ウ 成果

上記の取組では，アンケートを用いて評価を行った。

については，第一回，第二回ともに「内容について興味が持てた」，「内容をさら

に学習したい」という項目に対し，「全くそうだと思う」，「そうだと思う」という回答が９割を超

えた。同様に，「異文化や英語に興味が持てた」，「英語をさらに学習したい」という項目について

も「全くそうだと思う」，「そうだと思う」という回答が 割を超えた。講師の方と英語でコミュ

ニケーションをとろうとする生徒の姿もあり， で行っている異文化を英語で学ぶと

いう取り組みは，知識を統合する力と英語コミュニケーション力の向上に十分な効果を持ってい

ると考えられる。

海外派遣者英語研修については，ポスター発表においても生徒は聞き手とコミュニケーション

を上手に取りながら発表に取り組むことができたようである。

研究室体験研修

仮説

大学の研究室において，高度な研究分野に触れるとともに，実際に研究活動を行う。研修の最後

に，成果発表と論文の作成をする。これより，岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する

力，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力，プレゼンテーション力，英語コミュニケーション力を

育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

平成 年度から実施している事業であり，特別課外活動として実施した。興味・関心，理数

系学力や英語力の高い生徒を対象とし，大学教授や （大学院生）の指導のもと，授業時間内

では充分な取組みができない発展的内容の課題研究を行った。高校での事前学習の後， 日間に

わたり大学の研究室に所属し，研究室体験および課題研究を行った。研究室体験終了後には，レ

ポートと日報の作成・提出を課す。提出物は大学教官や とメール等で内容のやりとりをし，

完成度を高めた後に論文形式にまとめ，日報とともに「課題研究論文集」の冊子にまとめる。こ

れより，岡高キー・コンピテンシーで定めた力を育成することを目標とした。

なお，本事業は他校からの参加者も受け入れているが，本年度は他校からの参加者はなかっ

た。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

日 時：令和元年 月 日（月）～令和元年 月 日（金） 泊 日

対 象：本校第 学年理型生徒で意欲のある者 名

実施場所：東京大学大学院

連携先研究室

研究科等 専攻，研究室等 代表者 参加人数
工学系研究科 人工物工学研究センター 青山 和浩 教授
工学系研究科 システム創成学専攻 高橋 淳 教授
工学系研究科 機械工学専攻 牛田多加志 教授 ※
農学生命科学研究科 応用生命工学専攻 堀内 裕之 教授
農学生命科学研究科 応用生命科学専攻 東原 和成 教授

※刈谷高校の 事業に本校生徒が参加した。
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ｲ 実施内容

各研究室での研修内容は下表の通りである。

指導：青山 和浩 教授 （工学系研究科 人工物工学研究センター）

というシステムダイナミクスのソフトウェアを用いて，各自興味のあるテーマについて

シミュレーションモデルを作成し，様々な条件でシミュレーションを行った。各自のテーマは，

「サッカー部の勝率と有名大学進学率」，「夏のエアコン使用率による熱中症患者数とコンビニの

売上の変化」，「大富豪と大貧民の勝率の違い」とした。

指導：高橋 淳 教授 （工学系研究科 システム創成学専攻）

「 （炭素繊維強化熱可塑性プラスチック）」の性質を調べる実験の一例を行った。 「試

験片の成形」では「 」の試験片を自作した。 「三点曲げ実験」では，繊維の織り方によっ

て分けられる三種類の「 」の試験片の性能をヤング率という指標を使って比較した。 「観

察」では，走査電子顕微鏡を使って「 」の試験片の断面を観察した。

指導：牛田 多加志 教授 （工学系研究科 機械工学専攻）

今日，関節の軟骨がすり減ることによって生じる病である変形性関節症 や自己免疫疾患リ

ウマチで苦しんでいる人は多くいる。しかし軟骨には神経や血管が通っておらず，再生能力は低

い。今回の研究では，軟骨細胞に体内環境と同じくらいの静水圧を与えた場合と体内環境よりも

大きい静水圧を与えた場合の発現する遺伝子の量や構造の変化について調べた。

指導：堀内 裕之 教授，岩間 亮 助教（農学生命科学研究科 応用生命工学専攻）

酵母 は アルカンを資化する能力を持つ。 は アルカン資化において

必須の役割を果たすが，この遺伝子の発現は転写活性化因子である ， ，および転写抑制

因子である に制御されている。 と は常に核内に存在し の転写を活性化しよ

うとするが， アルカン非存在下では が核内に局在して転写を抑制している。一方， アル

カン存在下では， は核外へ移行し の転写抑制が解除される。今回， や の欠

損株を用いて， アルカンに応答した プロモーターの活性，転写された 量，

の量を調べることで，そのモデルと矛盾しないことを確認した。

指導：東原 和成 教授 （農学生命科学研究科 応用生命科学専攻）

カイコはクワのみを食べる単食性の昆虫である。どうしてカイコは確実にクワを識別できるの

だろうか。今回私たちはこの問いの答えが，植物に含まれている物質を味として認識する機能を

持つカイコの味覚受容体 によるものだと仮定した。そこで私たちは

法を用いて， のノックアウトカイコの作成を行い， ノックアウトカイコと

カイコとの行動比較を通して，味覚受容体の植物認識への寄与を調べた。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用いて評価を行った。アンケート結果は以下の通りである。数値は％を表す。

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力

課題発見力

仮説設定能力

文章表現力

プレゼンテーション力

英語コミュニケーション力

の和が ％にならないのは（該当する活動がない等により）無回答の項目があったためである

ウ 成果

上記の取組では，アンケートを用いて評価を行った。

については，第一回，第二回ともに「内容について興味が持てた」，「内容をさら

に学習したい」という項目に対し，「全くそうだと思う」，「そうだと思う」という回答が９割を超

えた。同様に，「異文化や英語に興味が持てた」，「英語をさらに学習したい」という項目について

も「全くそうだと思う」，「そうだと思う」という回答が 割を超えた。講師の方と英語でコミュ

ニケーションをとろうとする生徒の姿もあり， で行っている異文化を英語で学ぶと

いう取り組みは，知識を統合する力と英語コミュニケーション力の向上に十分な効果を持ってい

ると考えられる。

海外派遣者英語研修については，ポスター発表においても生徒は聞き手とコミュニケーション

を上手に取りながら発表に取り組むことができたようである。

研究室体験研修

仮説

大学の研究室において，高度な研究分野に触れるとともに，実際に研究活動を行う。研修の最後

に，成果発表と論文の作成をする。これより，岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する

力，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力，プレゼンテーション力，英語コミュニケーション力を

育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

平成 年度から実施している事業であり，特別課外活動として実施した。興味・関心，理数

系学力や英語力の高い生徒を対象とし，大学教授や （大学院生）の指導のもと，授業時間内

では充分な取組みができない発展的内容の課題研究を行った。高校での事前学習の後， 日間に

わたり大学の研究室に所属し，研究室体験および課題研究を行った。研究室体験終了後には，レ

ポートと日報の作成・提出を課す。提出物は大学教官や とメール等で内容のやりとりをし，

完成度を高めた後に論文形式にまとめ，日報とともに「課題研究論文集」の冊子にまとめる。こ

れより，岡高キー・コンピテンシーで定めた力を育成することを目標とした。

なお，本事業は他校からの参加者も受け入れているが，本年度は他校からの参加者はなかっ

た。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

日 時：令和元年 月 日（月）～令和元年 月 日（金） 泊 日

対 象：本校第 学年理型生徒で意欲のある者 名

実施場所：東京大学大学院

連携先研究室

研究科等 専攻，研究室等 代表者 参加人数
工学系研究科 人工物工学研究センター 青山 和浩 教授
工学系研究科 システム創成学専攻 高橋 淳 教授
工学系研究科 機械工学専攻 牛田多加志 教授 ※
農学生命科学研究科 応用生命工学専攻 堀内 裕之 教授
農学生命科学研究科 応用生命科学専攻 東原 和成 教授

※刈谷高校の 事業に本校生徒が参加した。

－39－



上記の取組では，「知識を統合する力」，「課題発見力」，「仮説設定能力」において，フルサク

セス以上の自己評価をした生徒は 割以上であった。一方，「文章表現力」，「プレゼンテーショ

ン力」については概ね 割，「英語コミュニケーション力」については 割より低かった。

また，生徒の感想（自由記述）として，以下のような記述がみられた。

・難しくて何も分からなくなるときがあったけれど，それをＴＡの方々や教授，また仲間

（研修参加者）と共に解決することができた。（工学系）

・単に生物の知識だけでなく，化学や物理，数学などの幅広い知識も必要だと実感した。

（農学系）

以上のことより，上記の取組から岡高キー・コンピテンシーのうち，「知識を統合する力」，

「課題発見力」，「仮説設定能力」を特に育成することができたと評価できる。

アンケート結果において，「プレゼンテーション力」は無回答によりフルサクセス以上の割合

が低くなっているが，発表の機会があった（回答した）生徒の自己評価はフルサクセス以上であ

った。

また，「文書表現力」は，アンケートを研究室での研修が終了した直後にとったため，レポー

トを書き始めていない生徒をはじめとして，「文書表現力」で高い評価をつけられなかったと考

えられる。

「英語コミュニケーション力」については，研究室における英語コミュニケーション（留学

生との交流，英語での議論の機会等）の有無や頻度によって，数値が大きく変わるものと考えて

いる。研修を通して，英語コミュニケーション力の向上も目指しているが，英語による活動を重

視しすぎることで，サイエンスの理解が不十分になることは望まない。本研修では，英語コミュ

ニケーション力の向上はサイエンスの活動を重視した上で，できる範囲で行えばよいと考えてい

る。

研究施設・企業訪問研修（第 学年）

仮説

最先端の研究施設の見学を通して，先端的研究内容や研究者，技術者の考え方にふれることで，岡

高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に希望者のみを対象として特別課外活動の形で実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

日 時：令和元年 月 日（火） 時 分から 時 分

実施場所：東海光学本社（愛知県岡崎市恵田町下田 番地 ）

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング（ ）

（愛知県蒲郡市三谷北通 丁目 番地の ）

引率教諭：鈴木俊太郎，大羽孝枝

対 象：第 学年希望者 名
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ｲ 事前指導

月に概要・内容説明を行い， 月に直前指導として見学地での留意点・注意事項の周知を

行った。

ｳ 実施内容

企業での見学実習と主体的・対話的な学習活動を実施することで，知識を統合する力，課

題発見力を育成することを目標とした。

・ 東海光学本社

全体で会社概要説明を受けた後， つの班に分かれて講義の受講と施設見学を行った。

レンズに用いられている物理法則，レンズの作成方法と工夫，レンズの流通についてな

どを学んだ。

・ ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング

再生医療と事業説明に関する講義を全体で受け，質疑応答を行った。その後人工軟骨

と人工皮膚の使用のための手術方法に関するデモンストレーションを見たり，実物に触

れたりするなどの体験を実施した。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルー

ブリック）を用いて評価を行った。アンケート結果は以下の通りである。

回答 ％ ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力

課題発見力

上記の取組では，知識を統合する力と課題発見力についてどちらもフルサクセス以上の自己

評価を持てた生徒が 割以上出たことから，目的としていた知識を統合する力と課題発見力を育

成する事業であったと評価できる。

研究施設・企業訪問研修（第 学年）

仮説

最先端の研究施設の見学を通して，先端的研究内容や研究者，技術者の考え方にふれることで，岡

高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力を育成することができる。また，研

究施設や企業との連携を深めることができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に希望者のみを対象として特別課外活動の形で実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

日 時： 令和元年 月 日（月）～令和元年 月 日（水）

実施場所： 高エネルギー加速器研究機構（茨城県つくば市大穂 ）

農研機構 食と農の科学館（茨城県つくば市観音台 ）

筑波宇宙センター（茨城県つくば市千現 ）

サイバーダインスタジオ（茨城県つくば市学園南 街区 ）

上記の取組では，「知識を統合する力」，「課題発見力」，「仮説設定能力」において，フルサク

セス以上の自己評価をした生徒は 割以上であった。一方，「文章表現力」，「プレゼンテーショ

ン力」については概ね 割，「英語コミュニケーション力」については 割より低かった。

また，生徒の感想（自由記述）として，以下のような記述がみられた。

・難しくて何も分からなくなるときがあったけれど，それをＴＡの方々や教授，また仲間

（研修参加者）と共に解決することができた。（工学系）

・単に生物の知識だけでなく，化学や物理，数学などの幅広い知識も必要だと実感した。

（農学系）

以上のことより，上記の取組から岡高キー・コンピテンシーのうち，「知識を統合する力」，

「課題発見力」，「仮説設定能力」を特に育成することができたと評価できる。

アンケート結果において，「プレゼンテーション力」は無回答によりフルサクセス以上の割合

が低くなっているが，発表の機会があった（回答した）生徒の自己評価はフルサクセス以上であ

った。

また，「文書表現力」は，アンケートを研究室での研修が終了した直後にとったため，レポー

トを書き始めていない生徒をはじめとして，「文書表現力」で高い評価をつけられなかったと考

えられる。

「英語コミュニケーション力」については，研究室における英語コミュニケーション（留学

生との交流，英語での議論の機会等）の有無や頻度によって，数値が大きく変わるものと考えて

いる。研修を通して，英語コミュニケーション力の向上も目指しているが，英語による活動を重

視しすぎることで，サイエンスの理解が不十分になることは望まない。本研修では，英語コミュ

ニケーション力の向上はサイエンスの活動を重視した上で，できる範囲で行えばよいと考えてい

る。

研究施設・企業訪問研修（第 学年）

仮説

最先端の研究施設の見学を通して，先端的研究内容や研究者，技術者の考え方にふれることで，岡

高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中に希望者のみを対象として特別課外活動の形で実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

日 時：令和元年 月 日（火） 時 分から 時 分

実施場所：東海光学本社（愛知県岡崎市恵田町下田 番地 ）

株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング（ ）

（愛知県蒲郡市三谷北通 丁目 番地の ）

引率教諭：鈴木俊太郎，大羽孝枝

対 象：第 学年希望者 名
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筑波実験植物園（茨城県つくば市天久保 ）

筑波大学生存ダイナミクス研究センター（ センター）

（茨城県つくば市天王台 ）

安藤ハザマ技術研究所（茨城県つくば市苅間 ）

物質・材料研究機構（茨城県つくば市千現 ）

引率教諭： 藤井文菜，稲垣貴也，鈴木俊喬

対 象： 第 学年希望者 名

ｲ 事前指導

月に概要説明， 月に参加生徒の選考， 月に複数回の内容説明，実施直前には直前指導と

して注意事項の周知を行った。

ｳ 実施内容

企業での見学実習と体験実習を実施することで，知識を統合する力，課題発見力を育成する

ことを目標とした。

・ 高エネルギー加速器研究機構

フォトンファクトリーと ファクトリー実験施設の見学を行い，各施設の概要について

説明を受けた。

・ 農研機構 食と農の科学館

食と農の科学館を見学しつつ説明を受けた後，農研機構で働いている研究者より生物農

薬や昆虫の活用と意義についての講義を受講した。また，用意して頂いた実物の生物農薬

などの見学や体験も行った。

・ 夜間講義

宿泊先に元物質・材料研究機構の研究員である神田久生先生を招き，会議室にて人工合

成高圧ダイヤモンドについての講義を受講した。実物の人工合成高圧ダイヤモンドの体験

も行った。

・ 筑波宇宙センター

施設の概要についての映像を見た後に見学ツアーに参加し，「きぼう」運用管制室ならび

に宇宙飛行士養成エリアを見学した。その後，展示館「スペースドーム」を各自で自由に

見学した。

・ サイバーダインスタジオ

研究の概要についての映像を見た後，ロボットスーツ の動作を体験した。

・ 筑波実験植物園

専門家の案内を受けながら実験植物園の見学を行った。

・ 筑波大学 センター

筑波大学生存ダイナミクス研究センターを訪問し，小林悟先生による動物の生殖細胞形

成機構の解明についての講義を受講し，研究室での研究の様子を見学した。

・ 安藤ハザマ技術研究所

研究所についての案内を受けた後，室内音響についての講義を受講した。その後研究所

内の風洞棟，構造・振動棟，音響・電波棟などの見学を行い，職員による説明を受けた。

・ 物質・材料研究機構

施設の概要について説明を受けた後，身近な金属に関する理解を深める活動を行った。

その後，施設内の様々な研究室の見学を行った。

ウ 成果

研修実施後のアンケート結果は以下の通りである。数値は％を表す。
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全くそう

だと思う

そう

だと思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

科学について興味・関心が高まった

見学の内容について興味が持てた

見学した内容をさらに学習したい

参加した生徒全員が科学について興味・関心が高まった，見学の内容について興味が持てた，

見学した内容をさらに学習したいと答えている。

また，サクセスクライテリア（ルーブリック）での評価の結果は以下の通りである。

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を

統合する力

これまでの理科の学習で学

んだことを，研修内容・講義

の理解に， つ以上つなげる

ことができた。

％

これまでの理科の学習で学

んだことを，研修内容・講義

の理解に， つ以上つなげる

ことができた。

％

これまでの理科の学習で学

んだことを，研修内容・講義

の理解に， つ以上つなげる

ことができた。

％

課題発見力

研修内容から，自分の興味

があるものごとや，課題に

気づくことができた。

％

研修内容から，自分の興味

があるものごとや課題に気

づくことができ，それを深

めるためにどのような知識

が必要か知ることができ

た。

％

研修内容から，自分の興味

があるものごとや課題に気

づくことができ，それを深

めるために必要な知識につ

いて知り，具体的な手だて

や方法を考えた。

％

これらの結果から，仮説の検証は成されていると考えられる。

の日

仮説

国際的に活躍する科学技術系研究者による講演，及び，生徒の課題研究などの成果発表会を通して，

岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力，文章表現力，プレゼンテーショ

ン力，英語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別課外活動の一環として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

代表生徒による口頭発表，第 学年の生徒全員によるポスター発表，特別講演会の三部構成と

した。

ｱ 日時・日程

令和元年 月 日（水）

～ 口頭発表

筑波実験植物園（茨城県つくば市天久保 ）

筑波大学生存ダイナミクス研究センター（ センター）

（茨城県つくば市天王台 ）

安藤ハザマ技術研究所（茨城県つくば市苅間 ）

物質・材料研究機構（茨城県つくば市千現 ）

引率教諭： 藤井文菜，稲垣貴也，鈴木俊喬

対 象： 第 学年希望者 名

ｲ 事前指導

月に概要説明， 月に参加生徒の選考， 月に複数回の内容説明，実施直前には直前指導と

して注意事項の周知を行った。

ｳ 実施内容

企業での見学実習と体験実習を実施することで，知識を統合する力，課題発見力を育成する

ことを目標とした。

・ 高エネルギー加速器研究機構

フォトンファクトリーと ファクトリー実験施設の見学を行い，各施設の概要について

説明を受けた。

・ 農研機構 食と農の科学館

食と農の科学館を見学しつつ説明を受けた後，農研機構で働いている研究者より生物農

薬や昆虫の活用と意義についての講義を受講した。また，用意して頂いた実物の生物農薬

などの見学や体験も行った。

・ 夜間講義

宿泊先に元物質・材料研究機構の研究員である神田久生先生を招き，会議室にて人工合

成高圧ダイヤモンドについての講義を受講した。実物の人工合成高圧ダイヤモンドの体験

も行った。

・ 筑波宇宙センター

施設の概要についての映像を見た後に見学ツアーに参加し，「きぼう」運用管制室ならび

に宇宙飛行士養成エリアを見学した。その後，展示館「スペースドーム」を各自で自由に

見学した。

・ サイバーダインスタジオ

研究の概要についての映像を見た後，ロボットスーツ の動作を体験した。

・ 筑波実験植物園

専門家の案内を受けながら実験植物園の見学を行った。

・ 筑波大学 センター

筑波大学生存ダイナミクス研究センターを訪問し，小林悟先生による動物の生殖細胞形

成機構の解明についての講義を受講し，研究室での研究の様子を見学した。

・ 安藤ハザマ技術研究所

研究所についての案内を受けた後，室内音響についての講義を受講した。その後研究所

内の風洞棟，構造・振動棟，音響・電波棟などの見学を行い，職員による説明を受けた。

・ 物質・材料研究機構

施設の概要について説明を受けた後，身近な金属に関する理解を深める活動を行った。

その後，施設内の様々な研究室の見学を行った。

ウ 成果

研修実施後のアンケート結果は以下の通りである。数値は％を表す。
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～ ポスター発表

～ 昼食

～ ポスター発表

～ 特別講演会

～ 片付け

ｲ 場所・対象

場所：岡崎高校

対象：岡崎高校生徒全員，教職員， 関係者

ｳ 発表件数

口頭発表 件（うち英語 件），ポスター発表 件（うち文型 件，理型 件，英語

件）

ｴ 代表生徒による口頭発表

主に平成 年度に取り組んだ研究の中から代表者を選抜して成果発表会を実施した。発表

形式はステージでの口頭発表である。事前にプレゼンテーションファイルを作成させ，練習を

行った上で当日の発表に臨ませた。発表資料は出席者全員に配付した。

発表生徒及び研究テーマは以下の通りである。

事業名 発表者 研究テーマ

人数 学年

米国研修（英語）

研究室体験研修（東大） 糸状菌によるセルロース分解酵素の生産

スーパーサイエンス部 コイルが作る外側の磁場の様子についての考察

数学部 三角関数と 次関数

探究 Ⅰ（ 年課題研究） 落下の高さと物体の回転

英国研修（英語）

名大 （英語）

ｵ 第 学年生徒全員によるポスター発表

平成 年度に行った研究の成果発表会を実施した。理型はグループで，文型は個人で行った

研究をポスター形式で発表した。聴者である生徒による評価シートを作成し，発表の振り返り

の充実を図った。また，文型理型を問わず様々な発表を聞くように工夫した。理型の発表につ

いては，質疑応答も含め全て英語で行った。発表では，自然科学研究機構の研究者 名に，英

語での質疑応答を中心とした指導を依頼し，英語コミュニケーション力の向上を図った。

ｶ 特別講演会

名古屋大学大学院経済学研究科教授の隠岐さや香先生を講師としてお招きし，

『文系と理系～学問に「 つの文化」はあるのか？』を演題として講演会を行った。

ウ 成果

生徒全員を対象としたアンケートの結果を以下に示す。

ｱ 研究成果発表会 数値は％を表す。右の小さい数字は平成 年度の結果を表す。

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった
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内容を理解できた

研究発表の内容に対する興味・関心が増した

将来の進路を考える上で有意義だった

ｲ 第三学年生徒によるポスター発表 数値は％を表す。今年度からの企画であり，前年度のデータはない。

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

研究発表の内容に対する興味・関心が増した

将来の進路を考える上で有意義だった

ｳ 特別講演会 数値は％を表す。右の小さい数字は平成 年度の結果を表す。

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった

内容を理解できた

講演の内容に対する興味・関心が増した

将来の進路を考える上で有意義だった

今年度から，第三学年生徒全員によるポスター発表を設けた。ポスター作成や発表練習を通し

て，岡高キー・コンピテンシーのうち，文章表現力，プレゼンテーション力を高めることができ

た。聴者である生徒による評価シートを作成し，質疑応答の活性化を図ることで，聴者にとって

岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力を高めることができた。また，

件の英語による発表を行ったことで，英語コミュニケーション力についても育成することが

できたと感じる。

特別講演会では，『文系と理系―学問に「 つの文化」はあるのか？』を演題とした講演会を行

うことで，文型理型を問わず様々な視点から物事を考えることのできる力を育むことを目指した。

部活動（スーパーサイエンス部）

仮説

部員による探究活動等により，岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力，

仮説設定能力，文章表現力，プレゼンテーション力，英語コミュニケーション力を育成することがで

きる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別活動の一環として実施した（教育課程上の位置付けはない）。

イ 研究内容・手段・方法

部員による探究活動を中心に様々な活動を実施した。研究成果は各種発表会にて発表し，科学

コンテストに出品した。また，科学オリンピック，研究室体験研修や 研修など校内の 事

業，講演会，地域のイベント，他校の 事業などへも参加した。今年度は テーマ（物理班

件，化学班 件，生物班 件，北山湿地班 件）について研究を行った。

～ ポスター発表

～ 昼食

～ ポスター発表

～ 特別講演会

～ 片付け

ｲ 場所・対象

場所：岡崎高校

対象：岡崎高校生徒全員，教職員， 関係者

ｳ 発表件数

口頭発表 件（うち英語 件），ポスター発表 件（うち文型 件，理型 件，英語

件）

ｴ 代表生徒による口頭発表

主に平成 年度に取り組んだ研究の中から代表者を選抜して成果発表会を実施した。発表

形式はステージでの口頭発表である。事前にプレゼンテーションファイルを作成させ，練習を

行った上で当日の発表に臨ませた。発表資料は出席者全員に配付した。

発表生徒及び研究テーマは以下の通りである。

事業名 発表者 研究テーマ

人数 学年

米国研修（英語）

研究室体験研修（東大） 糸状菌によるセルロース分解酵素の生産

スーパーサイエンス部 コイルが作る外側の磁場の様子についての考察

数学部 三角関数と 次関数

探究 Ⅰ（ 年課題研究） 落下の高さと物体の回転

英国研修（英語）

名大 （英語）

ｵ 第 学年生徒全員によるポスター発表

平成 年度に行った研究の成果発表会を実施した。理型はグループで，文型は個人で行った

研究をポスター形式で発表した。聴者である生徒による評価シートを作成し，発表の振り返り

の充実を図った。また，文型理型を問わず様々な発表を聞くように工夫した。理型の発表につ

いては，質疑応答も含め全て英語で行った。発表では，自然科学研究機構の研究者 名に，英

語での質疑応答を中心とした指導を依頼し，英語コミュニケーション力の向上を図った。

ｶ 特別講演会

名古屋大学大学院経済学研究科教授の隠岐さや香先生を講師としてお招きし，

『文系と理系～学問に「 つの文化」はあるのか？』を演題として講演会を行った。

ウ 成果

生徒全員を対象としたアンケートの結果を以下に示す。

ｱ 研究成果発表会 数値は％を表す。右の小さい数字は平成 年度の結果を表す。

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

内容は難しかった
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ｱ 部員の構成

名（ 年生 名， 年生 名， 年生 名）

ｲ 今年度の研究テーマ

物理班 ペーパーグライダーの主翼形状の変化による揚力の変化，コイルが作る外側の

磁場の様子について，斜面上の物体の転倒条件，水から受ける抵抗力と物体の

終端速度の関係，画像解析を用いたローバーの製作， を用いたドローン

の製作，旋光度と光学活性体の構造の関係，密閉空間での音の反射，空気の流

れの可視化

化学班 身近な物質で振動反応を起こす，乳化重合の最適条件，硫酸の量による 反

応の振動周期の変化，酵母菌を用いた微生物燃料電池の特性，電気二重層キャ

パシタの特性

生物班 照射がキイロショウジョウバエに及ぼす影響，ヒドラの出芽と成長，納豆

菌の特性を探る，ゾウリムシの電気走性を探る

北山湿地班 北山湿地のヒメカンアオイは春咲きか？秋咲きか？

ｳ 活動内容

月 北山湿地の環境保全活動・生態調査，基礎生物学研究所講演会，岡崎市のタンポポの

野外調査・遺伝子分析

月 分子科学フォーラム

月 の日，海外研修報告会，名大 第 ステージ（～ 月）

月 せいりけん市民講座， 東海フェスタ ，北山湿地の環境保全活動・生態調査，

部活動学習会（ ），名大 第 ステージ（～ 月），物理チャレンジ第

チャレンジ，日本生物学オリンピック予選，化学グランプリ一次選考，化学グラン

プリチャレンジ，自動運転ミニカーバトル説明会

月 研究室体験研修，研究施設・企業訪問研修，北山湿地の環境保全活動・生態調査，部

活動学習会（化学），生徒研究発表会，課題研究交流会，科学の甲子園に向けた合同学

習会，名大 第 ステージ成果発表会，物理チャレンジ第 チャレンジ（

年 佐藤良祐：出場），日本生物学オリンピック本選（ 年 内山美優：敢闘賞），あいち

宇宙イベントキックオフミーティング，自動運転ミニカーバトル試走会，エンパワー

メントプログラム

月 文化祭，北山湿地の環境保全活動・生態調査，名大 第 ステージ（～ 月）

月 愛知学生科学賞応募，高校生科学技術チャレンジ応募，基礎生物学研究所一般公開，

高校化学グランドコンテスト，分子科学フォーラム，あいち科学の甲子園トライアル

ステージ（ 位），日本電気協会出前授業，応用物理学会スチューデントチャプター東

海地区学術講演会，自動運転ミニカーバトル試走会

月 高校化学研究発表交流会， サイエンス大賞，自動運転ミニカーバトル，北山湿地

の環境保全活動・生態調査，次世代自動車エレクトロニクススクール

月 科学三昧 あいち ，科学三昧に向けた英語指導会，分子科学フォーラム

月 会，北山湿地の環境保全活動・生態調査，あいち宇宙イベント共同実験・研究発表

会，分子科学フォーラム，あいち科学の甲子園グランプリステージ（ 位），国研セミ

ナー

月 高文連自然科学専門部研究発表会，北山湿地の環境保全活動・生態調査，おかしん先

端科学奨学金制度成果発表会

月 米国研修，北山湿地の環境保全活動・生態調査，名大 海外研修（ドイツ）
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ウ 成果

上記の取組について，岡高キー・コンピテンシーが身についたかを自己評価するためのアンケ

ート調査を実施した。対象は ･ 年部員 名である。結果は以下の通りである。

部活動に参加して身についた資質・能力について（数値は％を表す，右の小さい数値は平成 年度）

全くそう

だと思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

できるようになったこ

と

（具体例）

知識を統合する力

本やインターネットで

調べた断片的な情報か

ら，研究テーマの理解を

深められた。

課題発見力

研究内容から新たな疑

問を思いつくことがで

きた。

仮説設定能力

実験結果・考察から新し

い実験を考えることが

できた。

文章表現力

どう書けば伝わるのか

をよく考えて書けるよ

うになった。

プレゼンテーション力

伝えたいことを分かり

やすく話すのが上手く

なった。

相手のペースに合わせ

て，相手の目を見て発表

できるようになった。

英語コミュニケーション

力

英語が聞き取れるよう

になった。

積極的になった。

感想（抜粋）

・ ポスターやスライドの準備で睡眠時間がなくなって大変だった。えさやりと個体数の計測

を続けて，継続する力（忍耐力）がついた気がする。

・ 研究発表会等で自分の研究をしたり，発表を聴くことで，話し方や内容の伝え方を学ぶこ

とができた。また，様々なポスターを見ることで見やすいレイアウトやデザインを知るこ

とができて大変良い機会であったと思う。

・ 沢山の発表会や 研修への参加で，理科の知識を深めるだけでなく英語に触れる機会を

増やすことで，英語に慣れることができた。将来に役立つ知識や能力を得られたと思う。

・ 今年は自分の研究に集中することができた。その中で課題を設定したり，また，その課題

についての考察を行ったりした。どれも最初はうまくできなかったが，やっていくうちに

うまくできるようになっていた。

・ ポスター発表や全体の前で話す機会が増えたため，今までよりもプレゼンテーション能力

が上がったと思う。

・ 年生のときにサイエンスショーが多いと感じたが， 年生になってポスターの資料を作る

際や相手によって説明の度合いを変えることなどに役立ったため，これからもサイエンス

ショーなど直接研究と関わらないことも続けていくべきだと思う。

ｱ 部員の構成

名（ 年生 名， 年生 名， 年生 名）

ｲ 今年度の研究テーマ

物理班 ペーパーグライダーの主翼形状の変化による揚力の変化，コイルが作る外側の

磁場の様子について，斜面上の物体の転倒条件，水から受ける抵抗力と物体の

終端速度の関係，画像解析を用いたローバーの製作， を用いたドローン

の製作，旋光度と光学活性体の構造の関係，密閉空間での音の反射，空気の流

れの可視化

化学班 身近な物質で振動反応を起こす，乳化重合の最適条件，硫酸の量による 反

応の振動周期の変化，酵母菌を用いた微生物燃料電池の特性，電気二重層キャ

パシタの特性

生物班 照射がキイロショウジョウバエに及ぼす影響，ヒドラの出芽と成長，納豆

菌の特性を探る，ゾウリムシの電気走性を探る

北山湿地班 北山湿地のヒメカンアオイは春咲きか？秋咲きか？

ｳ 活動内容

月 北山湿地の環境保全活動・生態調査，基礎生物学研究所講演会，岡崎市のタンポポの

野外調査・遺伝子分析

月 分子科学フォーラム

月 の日，海外研修報告会，名大 第 ステージ（～ 月）

月 せいりけん市民講座， 東海フェスタ ，北山湿地の環境保全活動・生態調査，

部活動学習会（ ），名大 第 ステージ（～ 月），物理チャレンジ第

チャレンジ，日本生物学オリンピック予選，化学グランプリ一次選考，化学グラン

プリチャレンジ，自動運転ミニカーバトル説明会

月 研究室体験研修，研究施設・企業訪問研修，北山湿地の環境保全活動・生態調査，部

活動学習会（化学），生徒研究発表会，課題研究交流会，科学の甲子園に向けた合同学

習会，名大 第 ステージ成果発表会，物理チャレンジ第 チャレンジ（

年 佐藤良祐：出場），日本生物学オリンピック本選（ 年 内山美優：敢闘賞），あいち

宇宙イベントキックオフミーティング，自動運転ミニカーバトル試走会，エンパワー

メントプログラム

月 文化祭，北山湿地の環境保全活動・生態調査，名大 第 ステージ（～ 月）

月 愛知学生科学賞応募，高校生科学技術チャレンジ応募，基礎生物学研究所一般公開，

高校化学グランドコンテスト，分子科学フォーラム，あいち科学の甲子園トライアル

ステージ（ 位），日本電気協会出前授業，応用物理学会スチューデントチャプター東

海地区学術講演会，自動運転ミニカーバトル試走会

月 高校化学研究発表交流会， サイエンス大賞，自動運転ミニカーバトル，北山湿地

の環境保全活動・生態調査，次世代自動車エレクトロニクススクール

月 科学三昧 あいち ，科学三昧に向けた英語指導会，分子科学フォーラム

月 会，北山湿地の環境保全活動・生態調査，あいち宇宙イベント共同実験・研究発表

会，分子科学フォーラム，あいち科学の甲子園グランプリステージ（ 位），国研セミ

ナー

月 高文連自然科学専門部研究発表会，北山湿地の環境保全活動・生態調査，おかしん先

端科学奨学金制度成果発表会

月 米国研修，北山湿地の環境保全活動・生態調査，名大 海外研修（ドイツ）
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・ どのような実験を行ったら自分たちの確かめたいことが分かるのか，条件設定を考えるの

が大変だったが，考察では多くのことを考えることができたと思う。

スーパーサイエンス部の活動を通して身についたこととして，知識を統合する力，課題発見力，

文章表現力，プレゼンテーション力については自己評価が高かった。仮説設定能力は，昨年度と

比べて自己評価が低かった。「仮説の設定→実験・検証→新たな仮説の設定」のプロセスが十分で

はないからと考えられる。英語コミュニケーション力は，自己評価は低いものの昨年度より改善

した。これは，科学三昧 あいち で英語の発表に挑戦したり，部活動中に英会話限定時間

を設けたりしたことの効果だと考えられる。

昨年度から始まった北山湿地の保全活動・生態調査は，岡崎市環境政策課と連携した取組で，

愛知教育大学教授の渡邊幹男先生の御指導のもと継続している。今年度は岡崎市との連携を強化

するために「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校との連携協力に関する包括協定」を締結することが

できた。北山湿地のヒメカンアオイの調査は， サイエンス大賞と科学三昧 あいち で

発表することができた。

部活動（数学部）

仮説

互いに協力し合って研究したり，数学の学習会を行うなどの生徒の主体的な数学的活動を通して，

数学的思考力を養成することができる。研究内容を口頭発表・ポスター発表するなど，他者と研究内

容についてディスカッションすることで科学を通したコミュニケーション能力を身に付けることがで

きる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別活動として実施している。部活動における取組や内容を通常授業（探究 や 数学）

に反映させている部分がある。数学や理数系に深く興味を持つ生徒を募集し，現在部員数は 名

（ 年生 名， 年生 名）である。年間活動計画の概要は以下の通りである。

学期 数学甲子園に向けた数学的思考力の育成 課題研究に向けた発表準備

学期 数学オリンピックに向けた数学的思考力の育成 課題研究に向けた発表準備

学期 課題研究に向けた発表準備

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 東海フェスタ

年 月 日，名城大学天白キャンパスを会場に開催された，課題研究発表会に 名参

加した。

ｲ 数学甲子園

年 月 日，数学甲子園予選に チーム，合計 名参加した。結果は，惜しくも全チ

ーム予選敗退であった。

ｳ 科学三昧 あいち

年 月 日，自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンターを会場に開催された，課

題研究発表会に 名参加した。
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ｴ 数学オリンピック

年 月 日，数学オリンピック予選に 名参加した。結果は，惜しくも全員予選敗退

であった。

ｵ あいち科学の甲子園

年 月 日，科学の甲子園トライアルステージに数学部員 名が参加した。（スーパ

ーサイエンス部と合同チーム）結果は，岡崎高校 チームがグランプリステージへ進出した。

年 月 日，科学の甲子園グランドステージに数学部員 名が参加した。（スーパーサ

イエンス部等と合同チーム）結果は，惜しくもグランプリステージ敗退であった。

ウ 成果

課題研究発表会に参加することで，多様な研究テーマや研究方法に触れることができ，生徒自

身の課題研究の参考になった。また，ポスター発表時のディスカッションを通して，科学的な思

考力を高め，知識を統合することができた。

理数系コンテストに参加することで，より高度な数学的思考力やコミュニケーション能力を育

成することができた。部活動での学習会では，生徒同士が互いに質問し合い，また教え合うこと

で，課題解決力や文章表現力を高めることができた。

部活動（学習会・化学）

仮説

高大接続にかかる高度な実験実習を行うことで，岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合す

る力，課題発見力，文章表現力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中にスーパーサイエンス部を含む希望者（主に第 学年理型生徒）を対象に，特別課

外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 背景

本プログラムは，平成 年度から平成 年度までの 年間に，名古屋大学で実施したスー

パーサイエンス特別課外活動を基に，本校教員が校内で指導できるように修正，改善したもの

である。

ｲ 実施日程等

テーマ： 「有機化学実験」実験 「酢酸エチル」の合成・精製（蒸留）

実験 「アセトアニリド」の合成・精製（再結晶）と加水分解反応

日 時： 令和元年 月 日 金 時 分～ 時 分 事前指導

月 日 月 時 分～ 時 分 実験実習

場 所： 本校化学教室

参加者： 本校生徒 名（ 年生 名）

ｳ 実施内容

事前指導 では，実験ノートの書き方や「酢酸エチル」，「アセトアニリド」の性質及び有機

電子論を用いた合成反応の反応機構を学習，考察させた。また，実験上の注意事項や各実験操

作の意味を考えさせることで，生徒が化学的視点をもって実験実習に取り組めるように指導内

容を工夫した。

・ どのような実験を行ったら自分たちの確かめたいことが分かるのか，条件設定を考えるの

が大変だったが，考察では多くのことを考えることができたと思う。

スーパーサイエンス部の活動を通して身についたこととして，知識を統合する力，課題発見力，

文章表現力，プレゼンテーション力については自己評価が高かった。仮説設定能力は，昨年度と

比べて自己評価が低かった。「仮説の設定→実験・検証→新たな仮説の設定」のプロセスが十分で

はないからと考えられる。英語コミュニケーション力は，自己評価は低いものの昨年度より改善

した。これは，科学三昧 あいち で英語の発表に挑戦したり，部活動中に英会話限定時間

を設けたりしたことの効果だと考えられる。

昨年度から始まった北山湿地の保全活動・生態調査は，岡崎市環境政策課と連携した取組で，

愛知教育大学教授の渡邊幹男先生の御指導のもと継続している。今年度は岡崎市との連携を強化

するために「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校との連携協力に関する包括協定」を締結することが

できた。北山湿地のヒメカンアオイの調査は， サイエンス大賞と科学三昧 あいち で

発表することができた。

部活動（数学部）

仮説

互いに協力し合って研究したり，数学の学習会を行うなどの生徒の主体的な数学的活動を通して，

数学的思考力を養成することができる。研究内容を口頭発表・ポスター発表するなど，他者と研究内

容についてディスカッションすることで科学を通したコミュニケーション能力を身に付けることがで

きる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別活動として実施している。部活動における取組や内容を通常授業（探究 や 数学）

に反映させている部分がある。数学や理数系に深く興味を持つ生徒を募集し，現在部員数は 名

（ 年生 名， 年生 名）である。年間活動計画の概要は以下の通りである。

学期 数学甲子園に向けた数学的思考力の育成 課題研究に向けた発表準備

学期 数学オリンピックに向けた数学的思考力の育成 課題研究に向けた発表準備

学期 課題研究に向けた発表準備

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 東海フェスタ

年 月 日，名城大学天白キャンパスを会場に開催された，課題研究発表会に 名参

加した。

ｲ 数学甲子園

年 月 日，数学甲子園予選に チーム，合計 名参加した。結果は，惜しくも全チ

ーム予選敗退であった。

ｳ 科学三昧 あいち

年 月 日，自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンターを会場に開催された，課

題研究発表会に 名参加した。
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実験実習 では，実験班ごとに実験１と実験２を午前と午後で入れ替えて実施した。その際，

生成物の収率を求めたり，融点測定法を用いた精製純度の評価を行ったりした。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）を用いた自己評価及び実験レポートにより評価を行った。

表１ ルーブリックを用いた評価 ※ 数値は，「事前評価 → 事後評価」である。

岡高キー・コンピテンシー ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

課題発見力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

文章表現力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

表より，知識を統合する力や課題発見力については「フルサクセス」以上の者が多かった。特

に知識を統合する力については，「エクストラサクセス」とする者の割合が事後に著しく伸びてお

り，今回の取組が十分な成果をあげたといえる。一方，事前評価で「ミニマムサクセス」が多か

った文章表現力については事後に改善が見られたため，一定の成果はあげたが，依然として「ミ

ニマムサクセス」が３割程度見られ，結果・考察のまとめ方の指導等を工夫することにより表現

力の育成が図れるように，今後教材に改善を加えていきたい。

部活動（学習会・ ）

仮説

マイコンボード を用いた計測器の製作を通して，電子工作，プログラミング及び測定を行う

ことで，岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中にスーパーサイエンス部を含む希望者を対象に，特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

テーマ： 「マイコンボード を用いた計測器の製作」

日時： 令和元年 月 日（日） 時 分から 時 分

実施場所：本校物理教室

指導者： 稲垣貴也，新海德則，鶴田明美

対象： 全学年希望者 本校生徒 名（ 年生 名， 年生 名）

ｲ 実施内容

午前の講座では， の概要，プログラミングの基本を学習した後， 軸加速度センサモ

ジュールを用いた無線通信版加速度測定器を製作した。また，製作した測定器を使用して，パ

ラシュートで落下する物体の加速度の測定を行った。

午後の講座では，事前に準備したプリント基板（配線のみされているプリント配線板）に電

子部品をはんだ付けした後， （液晶ディスプレイ）に「温度センサを用いて測定した温度」，
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「超音波センサを用いて測定した距離」，「加速度センサを用いて測定した加速度」を表示させ

るプログラムを作成した。

ウ 成果

上記の取り組みでは，実施後の生徒アンケートを用いて評価を行った。アンケートでは，概ね

割の生徒が「内容は難しかった」と回答したが，概ね 割の生徒が「内容を理解できた」，そし

て全ての生徒が「興味が持てた」，「さらに学習したい」と回答した。また，概ね 割の生徒が，

研修を通して「知識を統合する力」及び「課題発見力」が身についたと回答した。

アンケート結果（「身についた能力」とその能力に関係する「できるようになったこと（自由記述）」）の抜粋

【知識を統合する力】

・ 別のセンサーのプログラムを順序だててまとめていくこと（ができた）

・ 物理，情報，数学等で学んだことを組み合わせ，実用的な測定器の作成ができた。

【課題発見力】

・ スケッチ（プログラム）のミスを発見するなどの課題発見力が身についた。

講座では，センサやプログラムが正常に動かない場合，各自で配線やプログラムの確認・修正

を行うなど，生徒自身が問題解決を行う機会が多かった。問題解決を図りながら測定装置を製作

する経験を通して，知識を統合する力，課題発見力を高めることができたといえる。

また，自由記述の感想では，「部活（スーパーサイエンス部）の研究ではもちろんのこと，

の研究でも今回の経験を生かしていきたい。」等，自分の研究に生かしたいという記述が多数見ら

れた。本講座は，生徒が行う課題研究の課題解決の方法を増やす機会にもなった。

なお，内容が理解できなかったと回答した生徒はいずれも１年生の生徒であり，「 情報」（１

年次）の授業でプログラミングを学習する前であったため，プログラムに慣れていなかったこと

が理由として考えられる。本講座は，難しい内容を含んでいるが，興味をもって問題解決に取り

組める事業であると考えている。

科学三昧 あいち

仮説

愛知県内の高校生を中心とした科学研究の発表会を主催することにより，岡高キー・コンピテンシ

ーのうち，知識を統合する力，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力，プレゼンテーション力，英

語コミュニケーション力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

特別活動の一環として実施した（教育課程上の位置付けはない）。

イ 研究内容・手段・方法

指定校，県立高校のコスモサイエンスコースなど，県下の理数教育先進校の合同発表会と

して行った。全県立高校の他，近隣の大学や研究機関等にも参加を促した。

岡崎高校や他校が企画する海外研修や，名大 で発表する生徒のトレーニングを兼ねて，英

語によるプレゼンテーションを充実させた。英語による発表については，研究者が指導者として

見回り，英語で質問するなどした。

実験実習 では，実験班ごとに実験１と実験２を午前と午後で入れ替えて実施した。その際，

生成物の収率を求めたり，融点測定法を用いた精製純度の評価を行ったりした。

ウ 成果

上記の取組では，岡高キー・コンピテンシーを評価するためのサクセスクライテリア（ルーブ

リック）を用いた自己評価及び実験レポートにより評価を行った。

表１ ルーブリックを用いた評価 ※ 数値は，「事前評価 → 事後評価」である。

岡高キー・コンピテンシー ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

知識を統合する力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

課題発見力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

文章表現力 人 → 人 人 → 人 人 → 人

表より，知識を統合する力や課題発見力については「フルサクセス」以上の者が多かった。特

に知識を統合する力については，「エクストラサクセス」とする者の割合が事後に著しく伸びてお

り，今回の取組が十分な成果をあげたといえる。一方，事前評価で「ミニマムサクセス」が多か

った文章表現力については事後に改善が見られたため，一定の成果はあげたが，依然として「ミ

ニマムサクセス」が３割程度見られ，結果・考察のまとめ方の指導等を工夫することにより表現

力の育成が図れるように，今後教材に改善を加えていきたい。

部活動（学習会・ ）

仮説

マイコンボード を用いた計測器の製作を通して，電子工作，プログラミング及び測定を行う

ことで，岡高キー・コンピテンシーのうち，知識を統合する力，課題発見力を育成することができる。

研究内容・方法・検証

ア 教育課程上の位置付け

夏季休業中にスーパーサイエンス部を含む希望者を対象に，特別課外活動として実施した。

イ 研究内容・手段・方法

ｱ 実施日程等

テーマ： 「マイコンボード を用いた計測器の製作」

日時： 令和元年 月 日（日） 時 分から 時 分

実施場所：本校物理教室

指導者： 稲垣貴也，新海德則，鶴田明美

対象： 全学年希望者 本校生徒 名（ 年生 名， 年生 名）

ｲ 実施内容

午前の講座では， の概要，プログラミングの基本を学習した後， 軸加速度センサモ

ジュールを用いた無線通信版加速度測定器を製作した。また，製作した測定器を使用して，パ

ラシュートで落下する物体の加速度の測定を行った。

午後の講座では，事前に準備したプリント基板（配線のみされているプリント配線板）に電

子部品をはんだ付けした後， （液晶ディスプレイ）に「温度センサを用いて測定した温度」，
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ｱ 日時・日程

令和元年 月 日（土） 英語発表者への事前指導（名古屋大学） ～

令和元年 月 日（木） 準備（あいち科学技術教育推進協議会連携校の協力による）

～

令和元年 月 日（金） 科学三昧 あいち

～ 受付

～ 開会式

～ 全体会口頭発表

～ 口頭発表，ポスター発表，

大学・研究機関による情報発信

～ 閉会式

～ 片付け

ｲ 場所

自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンター（岡崎市明大寺町）

ｳ 参加者数

合計 名（昨年度 名）

高校生 名

高校職員 名

教育委員会など 名

大学・企業・研究機関など 名

ｴ 発表件数

合計 件（昨年度 件）

高校生口頭発表 件（うち英語 件）

高校生ポスター発表 件（うち英語 件）

大学・研究機関・企業 件

ｵ 参加校，参加団体

高等学校（ 校）

愛知総合工科高校，旭丘高校，安城東高校，一宮高校，大府東高校，岡崎高校，岡崎北高校，

春日井高校，刈谷高校，国府高校，小坂井高校，小牧南高校，時習館高校，知立東高校，豊

田西高校，豊橋西高校，豊橋東高校，西尾高校，西春高校，半田高校，ひいらぎ特別支援学

校，明和高校，豊丘高校，豊野高校，愛知淑徳高校，滝高校，東邦高校，向陽高校，名古屋

大学教育学部附属中・高校，南山高校女子部，南山国際高校，名城大学附属高校，岐阜高校，

多治見北高校，静岡高校，浜松北高校，静岡市立高校，桜修館中等教育学校

大学・研究機関・企業（ 団体）

愛知教育大学教育学部，東京大学サイエンスコミュニケーションサークル ，自然科学

研究機構（基礎生物学研究所，生理学研究所，分子科学研究所），名古屋大学大学院理学研究

科（素粒子宇宙物理学専攻，物質理学専攻，生命理学専攻），名古屋大学大学院工学研究科マ

イクロ・ナノ機械理工学専攻，名古屋工業大学工学部（創造工学教育課程，物理工学科，生

命応用化学科），名古屋工業大学大学院工学研究科（未来材料創成工学専攻），愛知県総合教

育センター，大阪大学免疫学フロンティア研究センター（ ），筑波大学国際統合睡眠医

科学研究機構 ，東北大学材料科学高等研究所（ ），名古屋大学トランスフォーマテ

ィブ生命分子研究所（ ）

ｶ 英語発表者への指導

英語による口頭発表 件と，英語によるポスター発表のうち希望者を対象に，名古屋大学に

て事前指導を実施した。さらに，当日の発表後，口頭発表 件に対して事後指導を実施した。
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ウ 成果

科学三昧 あいちは，本校の 事業の一環として実施するものであり，岡高キー・コンピテ

ンシーを育成することを目的としている。しかし，参加者の大半は本校以外の生徒であり，評価

規準表を用いて岡高キー・コンピテンシーを評価することは困難と考えられたため，例年と同じ

質問紙にてアンケート調査を行った。

科学三昧 あいち についてのアンケート（高校生， ，回収率 ％）

数値は％を表す。右の小さい数字は平成 年度の結果を表す。

全く

そう思う

そうだと

思う

そうは

思わない

全くそう

思わない

参加してよかった

内容に満足している

来年度以降も続けるべきだ

（生徒の）科学技術に対する興味・関心が高まった

（生徒の）学習を深める意欲が増した

（生徒が）進路について考える機会になった

（生徒の）交通費の支給がなくても参加したい

来年も参加したい

感想・意見（抜粋）

〔高校生〕

・ 様々な知識と考え方に触れることで，自分の生きていく枠を広げることができた。

・ 大学の研究を聞くことができて進路を考えるうえで参考になった。

・ 同じ高校生として刺激を受けた。

・ 参加人数が多い。

・ ポスター発表の会場が狭い。

・ 英語発表の和訳がほしい。

〔大学・研究所，学校職員〕

・ 大学の研究者として高校生に答えるのは新鮮で，また時としてとても鋭い質問には感心

した。

・ 来ている生徒の科学に対する関心がもともと高いため，話をするのが楽しかった。

・ 生徒同士の交流が年々活発に行われている印象があります。

・ 学校ごとに人数に制限があってもよいかと思います。

・ ポスター発表を 部構成にすると，後半ほど疲れた生徒が発表をみなくなり発表者がか

わいそう。

・ 中盤～後半の口頭発表の中には質疑応答がほとんどできなかった学校もあった。

アンケート結果より，昨年度と同様に各項目で良好な結果であった。岡高キー・コンピテンシ

ーについて，知識を統合する力，課題発見力，仮説設定能力，文章表現力，プレゼンテーション

力は，科学三昧に向けて研究をまとめていく過程で伸びていると考えられる。英語の発表につい

ては 件（昨年度は 件）で，全体の ％を占めており，英語コミュニケーション力を育成す

る場として活用されていることがわかる。

ほとんどの生徒が科学三昧 あいちに参加したことに満足しており，次年度も継続的に行うこ

とを望んでいる。その為，毎年多くの高校生が参加し，愛知県の理数教育を推進する上で重要な

企画となっているが，参加者や発表者が多いため会場が飽和状態にあることが課題である。

ｱ 日時・日程

令和元年 月 日（土） 英語発表者への事前指導（名古屋大学） ～

令和元年 月 日（木） 準備（あいち科学技術教育推進協議会連携校の協力による）

～

令和元年 月 日（金） 科学三昧 あいち

～ 受付

～ 開会式

～ 全体会口頭発表

～ 口頭発表，ポスター発表，

大学・研究機関による情報発信

～ 閉会式

～ 片付け

ｲ 場所

自然科学研究機構岡崎コンファレンスセンター（岡崎市明大寺町）

ｳ 参加者数

合計 名（昨年度 名）

高校生 名

高校職員 名

教育委員会など 名

大学・企業・研究機関など 名

ｴ 発表件数

合計 件（昨年度 件）

高校生口頭発表 件（うち英語 件）

高校生ポスター発表 件（うち英語 件）

大学・研究機関・企業 件

ｵ 参加校，参加団体

高等学校（ 校）

愛知総合工科高校，旭丘高校，安城東高校，一宮高校，大府東高校，岡崎高校，岡崎北高校，

春日井高校，刈谷高校，国府高校，小坂井高校，小牧南高校，時習館高校，知立東高校，豊

田西高校，豊橋西高校，豊橋東高校，西尾高校，西春高校，半田高校，ひいらぎ特別支援学

校，明和高校，豊丘高校，豊野高校，愛知淑徳高校，滝高校，東邦高校，向陽高校，名古屋

大学教育学部附属中・高校，南山高校女子部，南山国際高校，名城大学附属高校，岐阜高校，

多治見北高校，静岡高校，浜松北高校，静岡市立高校，桜修館中等教育学校

大学・研究機関・企業（ 団体）

愛知教育大学教育学部，東京大学サイエンスコミュニケーションサークル ，自然科学

研究機構（基礎生物学研究所，生理学研究所，分子科学研究所），名古屋大学大学院理学研究

科（素粒子宇宙物理学専攻，物質理学専攻，生命理学専攻），名古屋大学大学院工学研究科マ

イクロ・ナノ機械理工学専攻，名古屋工業大学工学部（創造工学教育課程，物理工学科，生

命応用化学科），名古屋工業大学大学院工学研究科（未来材料創成工学専攻），愛知県総合教

育センター，大阪大学免疫学フロンティア研究センター（ ），筑波大学国際統合睡眠医

科学研究機構 ，東北大学材料科学高等研究所（ ），名古屋大学トランスフォーマテ

ィブ生命分子研究所（ ）

ｶ 英語発表者への指導

英語による口頭発表 件と，英語によるポスター発表のうち希望者を対象に，名古屋大学に

て事前指導を実施した。さらに，当日の発表後，口頭発表 件に対して事後指導を実施した。
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④ 実施の効果とその評価

岡高キー・コンピテンシーの評価の拡充

今年度，はじめて 学校設定教科「探究 」を 学年にわたり実施することができた。これに

伴い，本校第 期 のキーワードである「岡高キー・コンピテンシー」による評価を，全校生徒に

対して行うことができた。探究 だけではなく， 学校設定科目（ ）を中心とした教科間連携

授業においても岡高キー・コンピテンシーによる評価を行うことができた。

学校設定教科・科目に加え， 特別課外活動でも岡高キー・コンピテンシーによる評価を実

施することができた。米国研修と研究施設・企業訪問研修では，ポートフォリオを参加生徒に持たせ，

岡高キー・コンピテンシーの評価規準によるルーブリックで自己評価しながら研修記録を作成させる

ことができた。

教科間連携授業の拡充

今年度は，昨年度実施した「化学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点」をベースに， 物理Ⅱ，

化学Ⅱ， 生物Ⅱ，世界史 が連携する授業を実施することができた。教科間連携によって知識を

統合する力がつくのに加え，各科目の内容の深い理解にもつながっており，大きな成果があった

（ ）。運営指導委員会での評価も高かった（ ）。

岡崎市との連携協定の締結

岡崎市との間で，「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校との連携協力に関する包括協定」を締結すること

ができた。これは，環境保全，人材育成，地域振興等の分野において相互に協力し，地域社会の発展

及び環境保全に寄与することを目的とするものである。本校は，北山湿地の環境保全活動及びヒメカ

ンアオイをはじめとする生態調査研究を，岡崎市環境部環境政策課，市民ボランティアの方々と共同

で実施している。連携協定を締結することによって，これらの活動や研究を継続するとともに，身に

付けた科学的な知識や思考力などを地域の活性化に生かすことのできる人材の育成を目指し，地域に

根ざした活動の幅を広げてく予定である。

今年度は，ヒメカンアオイの現在での調査結果を「科学三昧 あいち 」などで生徒に発表させ

ることができた。

「 の日」の発表方法などの具体化

今年度は，探究 で課題研究に取り組んできた生徒が 年生になった初年度であった。これに

伴い，「 の日」は今年度から 日での実施とした。発表方法，会場配置，タイムスケジュール，評

価方法， ･ 年生の聴講指導などを， 企画プロジェクトの担当者を中心に計画し，実施すること

ができた。指摘された課題（講演の時間帯，熱中症対策など）は，次年度以降，改善していく予定で

ある。

事業に関する卒業生調査の実施

今年度， 事業に関する卒業生調査を実施することができた（ ）。本校ホームページに調

査用フォームへのリンクを作成する形式とし，卒業生への周知・入力依頼は同窓会報などを利用した

ため，手続きを簡略化して実施することができた。やや回答は少なかったものの，本校の を経験

した卒業生の活躍の様子が分かるとともに， を通して自然現象・科学技術への興味や気づきを持

たせることの重要性を認識することができた。これは，運営指導委員会でも指摘されたことである

（ ）。
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課題研究ポスター・論文集の製本

昨年度まで，研究室体験研修（東京大学）での生徒の研究成果（論文）を冊子にまとめていたが，

今年度からこれを拡大し，研究室体験研修の論文，スーパーサイエンス部のポスター，探究 Ⅱポ

スター（ 年理型生徒全班分，英語），米国研修ポスター（平成 年度のもの，英語）を一冊にまと

め，「 課題研究ポスター・論文集」として製本することができた。

探究 の教材・教員用指導案のまとめ

探究 の教材（ワークシート）と教員用指導案を， 企画プロジェクトの担当者が中心となっ

て作成し， 学年分の教材と指導案を作成することができた。現在，それらを一つにまとめてテキス

ト化しており，令和 年 月末にはテキストの を本校ホームページにて公開する予定である。テ

キスト化することで， 年間の見通しに基づいた指導計画を立てやすくなり，さらなる授業改善を目

指すものである。

⑤ 校内における の組織的推進体制

校務分掌としての 部とは別の校内組織として「 企画プロジェクト」を設けている。

企画プロジェクトは，探究 の運営（計画立案，教材開発，評価）， をはじめとした教科間連

携授業の調整などを担当している。教員間の連携強化を図るために，各学年，各教科の代表者を中心

に 名で構成し，会議は原則として週に 回実施している。今年度は金曜日 時限目に年間 回行

った。

④ 実施の効果とその評価

岡高キー・コンピテンシーの評価の拡充

今年度，はじめて 学校設定教科「探究 」を 学年にわたり実施することができた。これに

伴い，本校第 期 のキーワードである「岡高キー・コンピテンシー」による評価を，全校生徒に

対して行うことができた。探究 だけではなく， 学校設定科目（ ）を中心とした教科間連携

授業においても岡高キー・コンピテンシーによる評価を行うことができた。

学校設定教科・科目に加え， 特別課外活動でも岡高キー・コンピテンシーによる評価を実

施することができた。米国研修と研究施設・企業訪問研修では，ポートフォリオを参加生徒に持たせ，

岡高キー・コンピテンシーの評価規準によるルーブリックで自己評価しながら研修記録を作成させる

ことができた。

教科間連携授業の拡充

今年度は，昨年度実施した「化学史を学ぶ意義～史観的視点と科学的視点」をベースに， 物理Ⅱ，

化学Ⅱ， 生物Ⅱ，世界史 が連携する授業を実施することができた。教科間連携によって知識を

統合する力がつくのに加え，各科目の内容の深い理解にもつながっており，大きな成果があった

（ ）。運営指導委員会での評価も高かった（ ）。

岡崎市との連携協定の締結

岡崎市との間で，「岡崎市と愛知県立岡崎高等学校との連携協力に関する包括協定」を締結すること

ができた。これは，環境保全，人材育成，地域振興等の分野において相互に協力し，地域社会の発展

及び環境保全に寄与することを目的とするものである。本校は，北山湿地の環境保全活動及びヒメカ

ンアオイをはじめとする生態調査研究を，岡崎市環境部環境政策課，市民ボランティアの方々と共同

で実施している。連携協定を締結することによって，これらの活動や研究を継続するとともに，身に

付けた科学的な知識や思考力などを地域の活性化に生かすことのできる人材の育成を目指し，地域に

根ざした活動の幅を広げてく予定である。

今年度は，ヒメカンアオイの現在での調査結果を「科学三昧 あいち 」などで生徒に発表させ

ることができた。

「 の日」の発表方法などの具体化

今年度は，探究 で課題研究に取り組んできた生徒が 年生になった初年度であった。これに

伴い，「 の日」は今年度から 日での実施とした。発表方法，会場配置，タイムスケジュール，評

価方法， ･ 年生の聴講指導などを， 企画プロジェクトの担当者を中心に計画し，実施すること

ができた。指摘された課題（講演の時間帯，熱中症対策など）は，次年度以降，改善していく予定で

ある。

事業に関する卒業生調査の実施

今年度， 事業に関する卒業生調査を実施することができた（ ）。本校ホームページに調

査用フォームへのリンクを作成する形式とし，卒業生への周知・入力依頼は同窓会報などを利用した

ため，手続きを簡略化して実施することができた。やや回答は少なかったものの，本校の を経験

した卒業生の活躍の様子が分かるとともに， を通して自然現象・科学技術への興味や気づきを持

たせることの重要性を認識することができた。これは，運営指導委員会でも指摘されたことである

（ ）。
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⑥ 成果の発信・普及

ホームページでの情報発信

本校ホームページ（ ）にて，実施した の活動報告を行った。各事

業の概要を サイズ ページ分の ファイルをリンクし，必要な情報を参照しやすい形式にした。

校長

運営

指導委員会

福山 透
（東京大学名誉教授）

近藤 孝男
（名古屋大学名誉教授）

青山 和浩
（東京大学大学院

工学系研究科教授）

寺崎 一郎
（名古屋大学大学院

理学研究科教授）

川合 眞紀
（分子科学研究所所長）

小林 悟
（筑波大学生存ダイナ

ミクス研究センター

教授）

小泉 周
（自然科学研究機構

特任教授）

遠藤 優介
（筑波大学人間系助教）

事務長

教頭

事務

総務部

教務部

図書部

生徒指導部

特活部

進路指導部

部

保健部

教育相談部

責任者

事業への

助言，評価

事業の管理，

指導

，教育委員会

との連絡

講演会の実施，

米国研修・ 研修での生徒の指導，

海外の連携先や外国出身研究者との

連絡

学校設定教科・科目の総括，

単位の認定

ホームページの作成・更新，

機器の管理

部活動の総括

進学先の集計と分析

関連図書の管理

生徒の生活と安全の指導

経理の管理，

指導

事業全般の運営

・事業の企画立案，実施，評価

・分掌，教科，学年との連絡

・講師の依頼

・連携先との連絡，報告

・部活動の指導

・科学オリンピック，科学コンテスト

等の指導

・外部への情報発信

経理の実務全般

経理関係書類の作成

生徒，教員の健康管理

生徒，教員の健康管理

企画

プロジェクト

学校設定教

科「探究 」の

運営

・計画立案

・教材開発

・評価

（各学年，各教科

の担当者により

構成）

各教科会

カリキュラムマ

ネジメントによ

る教科間連携の

取組
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あいち科学技術教育推進協議会・あいち 連絡会での連携校への周知

あいち科学技術教育推進協議会において，本校の の取組を紹介し，「科学三昧 あいち 」

「 の日」「部活動学習会」への他校生徒の参加募集を行った。あいち科学技術教育推進協議会は，

愛知県立 校（ 校を含む）からなる連携組織であり，本校が幹事を務めている。今年度は

（木）と （水）に開催した。また，あいち 連絡会（愛知県内の 校の情報交換会）に

おいても，本校の の取組を紹介し，事業の周知を行った。

基礎生物学研究所一般公開での情報発信

基礎生物学研究所の一般公開（ （土））において，本校の の取組を紹介するポスターを会

場に展示し，一般参加者への情報発信を行った。これは，本校生徒が担当するサイエンスワークショ

ップと並行して実施したものである。自然科学研究機構の 研究所（分子科学研究所，基礎生物学研

究所，生理学研究所）とは，アウトリーチ活動連絡委員会を通じて連携している。

⑦ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性

探究 の教材・教員用指導案の製本

現在，テキスト化の作業中である探究 の教材（ワークシート）・教員用指導案を製本する予定

である。

サクセスクライテリアを導入した岡高キー・コンピテンシーの評価のさらなる拡充

探究 が 学年になったことに伴い，岡高キー・コンピテンシーに基づいた評価は拡充するこ

とができた。特に，生徒が作成した研究計画書・ポスター・論文などの成果物に対しては，岡高キー・

コンピテンシーをサクセスクライテリアで評価できている。ただし，生徒の活動中に教員の観察によ

って評価することについては，まだ方法が確立していないため，引き続き研究していく必要がある。

米国研修や研究施設・企業訪問研修において作成したポートフォリオは， 特別課外活動・

学校設定科目を問わず，利用していくことを検討したい。

教科間連携授業のさらなる拡充と組織化

教科間連携授業については，昨年度のものを発展させて実施することができた。これは，一部の教

員の高い意識に依存するところが大きく，組織的に実施したわけではない。当初は組織化することが

目標の一つだったが，今年度は，教科間連携授業を組織的に実施しなくても充実した取組ができたた

め，組織化することの是非も含めて検討したい。

国際性の育成

今年度，「 の日」ではじめて 年生理型生徒全員が英語でポスター発表を実施したにもかかわら

ず，国際性の伸長にはやや課題が残った（ ）。英語での発表を目標の一つとしているのは，岡

高キー・コンピテンシーの一つに「英語コミュニケーション力」があるからだが，英語で発表させた

からといって英語コミュニケーション力が伸びるわけではない。

また， 研修のあり方についても，生徒が主体的・対話的に参加できるようには改善できなかった

ため，次年度以降への課題としたい。

⑥ 成果の発信・普及

ホームページでの情報発信

本校ホームページ（ ）にて，実施した の活動報告を行った。各事

業の概要を サイズ ページ分の ファイルをリンクし，必要な情報を参照しやすい形式にした。
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取組

－57－



➍ 関係資料

① 教育課程編成表

平成 ･ 年度入学生用教育課程編成表

教科 科目 標準単位 年
年 年 計

文型 理型 文型 理型 文型 理型

国語
国語総合
現代文
古典

地理歴史

世界史
世界史
日本史
日本史
地理

公民
倫理
現代社会

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学
数学
☆ 数学
＊ 数学総合α
＊ 数学総合β ▲ ▲
＊ 数学探究

理科

☆ 物理Ⅰ
☆ 物理Ⅱ
☆ 化学Ⅰ
☆ 化学Ⅱ
☆ 生物Ⅰ
☆ 生物Ⅱ
☆ 化学生物

保健体育
体育 ～
保健

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ ▲ ▲
美術Ⅰ
書道Ⅰ

外国語

コミュニケーション英語Ⅲ
英語表現Ⅰ
英語表現Ⅱ
☆ 英語Ⅰ

☆ 英語Ⅱ ～

家庭 家庭基礎

情報 ☆ 情報

特別活動 ホームルーム活動

総合的な探究（学習）の時間 ～

※ 探究
探究 Ⅰ
探究 Ⅱ

計

備考 ▲印は，多教科間選択
・ ※｢探究 ｣は 学校設定教科，☆は 学校設定科目，＊は 以外の学校設定科目。
・ 学年数学の丸数字は数学Ⅰの終了後数学 を履修し，数学 の終了後数学Ⅱを履修することを示す。 学年数学の丸数字は数学Ⅱの終了後，数学

Ⅲを履修することを示す。
・ 理科の丸数字は 化学Ⅰが終了してから 化学Ⅱを履修することを示す。
・ 地理歴史，理科の選択科目については， ， 年生において同一科目を履修する。
・ 地理歴史の 年生理型において，世界史 又は世界史 を必ず選択する。
・ 「総合的な探究（学習）の時間」は， 学校設定教科「探究 」で代替する。
・ 「物理基礎」は「 物理Ⅰ」で，「化学基礎」は「 化学Ⅰ」で，「生物基礎」は「 生物Ⅰ」で，「コミュニケーション英語Ⅰ」は「 英語Ⅰ」

で，「情報の科学」は「 情報」でそれぞれ代替する。
・ 「 化学生物」は，化学分野（ ）と生物分野（ ）に分けて実施する。

⑤ ④

④
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平成 年度入学生用教育課程編成表

教科 科目 標準単位 年
年 年 計

文型 理型 文型 理型 文型 理型

国語
国語総合
現代文
古典

地理歴史

世界史
世界史
日本史
日本史
地理

公民
現代社会
倫理

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学
数学
☆ 数学
＊ 数学総合α
＊ 数学総合β ▲ ▲
＊ 数学探究

理科

物理基礎
生物基礎
☆ 物理Ⅰ
☆ 物理Ⅱ
☆ 化学Ⅰ
☆ 化学Ⅱ
☆ 生物Ⅰ
☆ 生物Ⅱ
☆ 化学生物

保健体育
体育 ～
保健

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ ▲ ▲
美術Ⅰ
書道Ⅰ

外国語

コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅲ
英語表現Ⅰ
英語表現Ⅱ
☆ 英語Ⅱ ～

家庭 家庭基礎

情報 情報の科学

特別活動 ホームルーム活動

総合的な学習の時間 ～

※ 探究
探究 Ⅰ
探究 Ⅱ

計

備考 ▲印は，多教科間選択
・ ※｢探究 ｣は 学校設定教科，☆は 学校設定科目，＊は 以外の学校設定科目。
・ ｢ 化学生物」は，化学分野（ ）と生物分野（ ）に分けて実施する。
・ 学年数学の丸数字は数学Ⅰの終了後数学 を履修し，数学 の終了後数学Ⅱを履修することを示す。 学年数学の丸数字は数学Ⅱの終了後，数学

Ⅲを履修することを示す。
・ 理科の丸数字は化学基礎が終了してから化学を履修することを示す。
・ 地理歴史，理科の選択科目については， ， 年生において同一科目を履修する。
・ 地理歴史の 年生理型において，世界史 又は世界史 を必ず選択する。
・ 理型の「総合的な学習の時間」は， 学校設定教科「探究 ｣で代替する。

⑤ ④

④

➍ 関係資料

① 教育課程編成表

平成 ･ 年度入学生用教育課程編成表

教科 科目 標準単位 年
年 年 計

文型 理型 文型 理型 文型 理型

国語
国語総合
現代文
古典

地理歴史

世界史
世界史
日本史
日本史
地理

公民
倫理
現代社会

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学
数学
☆ 数学
＊ 数学総合α
＊ 数学総合β ▲ ▲
＊ 数学探究

理科

☆ 物理Ⅰ
☆ 物理Ⅱ
☆ 化学Ⅰ
☆ 化学Ⅱ
☆ 生物Ⅰ
☆ 生物Ⅱ
☆ 化学生物

保健体育
体育 ～
保健

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ ▲ ▲
美術Ⅰ
書道Ⅰ

外国語

コミュニケーション英語Ⅲ
英語表現Ⅰ
英語表現Ⅱ
☆ 英語Ⅰ

☆ 英語Ⅱ ～

家庭 家庭基礎

情報 ☆ 情報

特別活動 ホームルーム活動

総合的な探究（学習）の時間 ～

※ 探究
探究 Ⅰ
探究 Ⅱ

計

備考 ▲印は，多教科間選択
・ ※｢探究 ｣は 学校設定教科，☆は 学校設定科目，＊は 以外の学校設定科目。
・ 学年数学の丸数字は数学Ⅰの終了後数学 を履修し，数学 の終了後数学Ⅱを履修することを示す。 学年数学の丸数字は数学Ⅱの終了後，数学

Ⅲを履修することを示す。
・ 理科の丸数字は 化学Ⅰが終了してから 化学Ⅱを履修することを示す。
・ 地理歴史，理科の選択科目については， ， 年生において同一科目を履修する。
・ 地理歴史の 年生理型において，世界史 又は世界史 を必ず選択する。
・ 「総合的な探究（学習）の時間」は， 学校設定教科「探究 」で代替する。
・ 「物理基礎」は「 物理Ⅰ」で，「化学基礎」は「 化学Ⅰ」で，「生物基礎」は「 生物Ⅰ」で，「コミュニケーション英語Ⅰ」は「 英語Ⅰ」

で，「情報の科学」は「 情報」でそれぞれ代替する。
・ 「 化学生物」は，化学分野（ ）と生物分野（ ）に分けて実施する。

⑤ ④

④
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② 事業評価のための評価規準表（ルーブリック）

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

主体的・対話的な学

習活動を実施して

いる。

□主体的・対話的な学

習活動を，年間に

回以上行うことがで

きた。

□主体的・対話的な学

習活動を，学期に

回以上行うことがで

きた。

☑主体的・対話的な学

習活動を， ヶ月に

回以上行うことが

できた。

高大接続に係る高

度な内容を取り扱

っている。

□高大接続に係る高度

な内容を，年間に

回以上取り扱うこと

ができた。

□高大接続に係る高度

な内容を，学期に

回以上取り扱うこと

ができた。

☑高大接続に係る高度

な内容を，月に 回

以上取り扱うことが

できた。

他の 学校設定

科目と連携した単

元を研究している。

□他の 学校設定

科目と連携した単元

を，年間に 回以上

行うことができた。

☑他の 学校設定

科目と連携した単元

を，学期に 回以上

行うことができた。

□他の 学校設定

科目と連携した単元

を，月に 回以上行

うことができた。

ルーブリックの評

価規準を，岡高キ

ー・コンピテンシー

を評価できるよう

に作成している。

□ルーブリックの評価

規準を，年間に 回

以上，岡高キー・コ

ンピテンシーを評価

できるように作成す

ることができた。

☑ルーブリックの評価

規準を，学期に 回

以上，岡高キー・コ

ンピテンシーを評価

できるように作成す

ることができた。

□ルーブリックの評価

規準を，月に 回以

上，岡高キー・コン

ピテンシーを評価で

きるように作成する

ことができた。

ルーブリックの評

価基準が，サクセス

クライテリアにな

っている。

□ルーブリックの評価

基準を，年間に 回

以上，サクセスクラ

イテリアにすること

ができた。

☑ルーブリックの評価

基準を，学期に 回

以上，サクセスクラ

イテリアにすること

ができた。

□ルーブリックの評価

基準を，月に 回以

上，サクセスクライ

テリアにすることが

できた。

ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を評価

対象としている。

□ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を，年間

に 回以上，評価対

象とすることができ

た。

☑ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を，学期

に 回以上，評価対

象とすることができ

た。

□ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を，月に

回以上，評価対象

とすることができ

た。

探究 で，生徒

全員が自ら研究課

題を設定している。

□探究 で， ％

以上の生徒が自ら研

究課題を設定するこ

とができた。

□探究 で， ％

以上の生徒が自ら研

究課題を設定するこ

とができた。

☑探究 で，生徒

全員が自ら研究課題

を設定することがで

きた。

企画プロジェク

トを中心に，全職員

の協力体制が確立

している。

□ 企画プロジェク

トの教員の協力体制

を確立することがで

きた。

□ 企画プロジェク

トを中心に，職員の

協力体制を確立する

ことができた。

☑ 企画プロジェク

トを中心に，全職員

の協力体制を確立す

ることができた。

企業や市との連携

をより深めている。

□企業や市と連携した

事業を，年間に 回

以上，実施すること

ができた。

☑企業や市と連携した

事業を，学期に 回

以上，実施すること

ができた。

□企業や市と連携した

事業を，月に 回以

上，実施することが

できた。
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③ 令和元年度 意識調査＜生徒用＞校内集計結果

ア 調査の目的

全校生徒を対象に調査を行い，事業の成果を検証し，今後の活動に向けて問題点を明らかにし，改

善することを目的とする。

イ 調査の方法

ｱ 調査対象と回答数

調査対象人数は下表のとおりである。比較のため，第 期 最終年度である平成 年度か

らの結果も併せて示す。

調査年度 計 第 学年 第 学年 第 学年 備考

令和元年度 第 期 年目

平成 年度 第 期 年目

平成 年度 経過措置

平成 年度 第 期 年目

平成 年度 第 期 年目

平成 年度 第 期 年目

平成 年度 第 期 年目

平成 年度 第 期 年目

平成 年度 第 期 年目

理型生徒のみ 理型一部生徒のみ

ｲ 質問紙と集計

質問紙は科学技術振興機構（ ）の｢令和元年度 意識調査＜生徒用＞｣を用い，本校にて

集計を行った。

ウ 調査結果

ｱ 調査結果の概要

調査結果の概要として，平成 年度から令和元年度の結果を抜粋して以下に示す。問 「

の取組に参加したことで，学習全般や科学技術，理科･数学に対する興味，姿勢，能力が向上しま

したか。」のうちの 項目に対し「大変向上した」「やや向上した」と回答した生徒の割合（％）

である。

周囲と協力して取
組む姿勢

（協調性，リーダーシップ）

問題を解決する
力

考える力
（洞察力，発想力，論理力）

国際性
（英語による表現力，国際感
覚）

令和元年度
平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

② 事業評価のための評価規準表（ルーブリック）

ミニマムサクセス フルサクセス エクストラサクセス

主体的・対話的な学

習活動を実施して

いる。

□主体的・対話的な学

習活動を，年間に

回以上行うことがで

きた。

□主体的・対話的な学

習活動を，学期に

回以上行うことがで

きた。

☑主体的・対話的な学

習活動を， ヶ月に

回以上行うことが

できた。

高大接続に係る高

度な内容を取り扱

っている。

□高大接続に係る高度

な内容を，年間に

回以上取り扱うこと

ができた。

□高大接続に係る高度

な内容を，学期に

回以上取り扱うこと

ができた。

☑高大接続に係る高度

な内容を，月に 回

以上取り扱うことが

できた。

他の 学校設定

科目と連携した単

元を研究している。

□他の 学校設定

科目と連携した単元

を，年間に 回以上

行うことができた。

☑他の 学校設定

科目と連携した単元

を，学期に 回以上

行うことができた。

□他の 学校設定

科目と連携した単元

を，月に 回以上行

うことができた。

ルーブリックの評

価規準を，岡高キ

ー・コンピテンシー

を評価できるよう

に作成している。

□ルーブリックの評価

規準を，年間に 回

以上，岡高キー・コ

ンピテンシーを評価

できるように作成す

ることができた。

☑ルーブリックの評価

規準を，学期に 回

以上，岡高キー・コ

ンピテンシーを評価

できるように作成す

ることができた。

□ルーブリックの評価

規準を，月に 回以

上，岡高キー・コン

ピテンシーを評価で

きるように作成する

ことができた。

ルーブリックの評

価基準が，サクセス

クライテリアにな

っている。

□ルーブリックの評価

基準を，年間に 回

以上，サクセスクラ

イテリアにすること

ができた。

☑ルーブリックの評価

基準を，学期に 回

以上，サクセスクラ

イテリアにすること

ができた。

□ルーブリックの評価

基準を，月に 回以

上，サクセスクライ

テリアにすることが

できた。

ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を評価

対象としている。

□ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を，年間

に 回以上，評価対

象とすることができ

た。

☑ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を，学期

に 回以上，評価対

象とすることができ

た。

□ポートフォリオ，ポ

スター，レポートな

どの成果物を，月に

回以上，評価対象

とすることができ

た。

探究 で，生徒

全員が自ら研究課

題を設定している。

□探究 で， ％

以上の生徒が自ら研

究課題を設定するこ

とができた。

□探究 で， ％

以上の生徒が自ら研

究課題を設定するこ

とができた。

☑探究 で，生徒

全員が自ら研究課題

を設定することがで

きた。

企画プロジェク

トを中心に，全職員

の協力体制が確立

している。

□ 企画プロジェク

トの教員の協力体制

を確立することがで

きた。

□ 企画プロジェク

トを中心に，職員の

協力体制を確立する

ことができた。

☑ 企画プロジェク

トを中心に，全職員

の協力体制を確立す

ることができた。

企業や市との連携

をより深めている。

□企業や市と連携した

事業を，年間に 回

以上，実施すること

ができた。

☑企業や市と連携した

事業を，学期に 回

以上，実施すること

ができた。

□企業や市と連携した

事業を，月に 回以

上，実施することが

できた。
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周囲と協力して取組む姿勢，問題を解決する力，考える力の 項目について，「大変向上した」

「やや向上した」と自己評価した生徒の割合は，これまでで最も大きくなっている。今年度は，

探究 で課題研究に取り組んだ生徒が 年生になり，全員が「 の日」に英語でポスター発

表を行った初年度であり，その成果が現れていると考えられる。ただし，国際性の項目について

は，期待していたほど自己評価は高くなかった。

ｲ 各質問項目の調査結果

問 Ａ あなたは 参加にあたって以下のような利点を意識していましたか。

Ｂ 参加によって以下のような効果はありましたか。
アンケート項目 調査

年度
意識 効果

していた していなかった あった なかった

理科･数学の面白そうな取組に参加で
きる（できた）

理科･数学に関する能力やセンス向上
に役立つ（役立った）

51.1 
56.1 

60.1 

52.3 54.0 

62.8 61.7 
64.5 

69.0 

51.8 

59.5 

58.4 58.0 
58.3 

64.6 64.9 
64.9 

66.8 
64.8 

68.1 66.8 
63.8 

68.2 68.1 67.9 67.6 
71.1 

32.2 

41.0 

47.1 
43.1 40.2 

49.8 49.5 

41.5 
46.9 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

(8) 周囲と協力して取組む姿勢

（協調性，リーダーシップ）

(16) 国際性

（英語による表現力，国際感覚）

(12) 問題を解決する力

(14) 考える力

（洞察力，発想力，論理力）
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理系学部への進学に役立つ（役立った）

大学進学後の志望分野探しに役立つ
（役立った）

将来の志望職種探しに役立つ（役立っ
た）

国際性の向上に役立つ（役立った）

問 に参加したことで，科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか（○は一つ）
調査年度 大変増した やや増した 効果がなかった もともと高かった 分からない

問 に参加したことで，科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか（○は一つ）
調査年度 大変増した やや増した 効果がなかった もともと高かった 分からない

周囲と協力して取組む姿勢，問題を解決する力，考える力の 項目について，「大変向上した」

「やや向上した」と自己評価した生徒の割合は，これまでで最も大きくなっている。今年度は，

探究 で課題研究に取り組んだ生徒が 年生になり，全員が「 の日」に英語でポスター発

表を行った初年度であり，その成果が現れていると考えられる。ただし，国際性の項目について

は，期待していたほど自己評価は高くなかった。

ｲ 各質問項目の調査結果

問 Ａ あなたは 参加にあたって以下のような利点を意識していましたか。

Ｂ 参加によって以下のような効果はありましたか。
アンケート項目 調査

年度
意識 効果

していた していなかった あった なかった

理科･数学の面白そうな取組に参加で
きる（できた）

理科･数学に関する能力やセンス向上
に役立つ（役立った）

51.1 
56.1 

60.1 

52.3 54.0 

62.8 61.7 
64.5 

69.0 

51.8 

59.5 

58.4 58.0 
58.3 

64.6 64.9 
64.9 

66.8 
64.8 

68.1 66.8 
63.8 

68.2 68.1 67.9 67.6 
71.1 

32.2 

41.0 

47.1 
43.1 40.2 

49.8 49.5 

41.5 
46.9 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

(8) 周囲と協力して取組む姿勢

（協調性，リーダーシップ）

(16) 国際性

（英語による表現力，国際感覚）

(12) 問題を解決する力

(14) 考える力

（洞察力，発想力，論理力）
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問 に参加したことで，あなたの学習全般や科学技術，理科･数学に対する興味，姿勢，能力が

向上しましたか。

問 問 の ～ のうち により最も向上したと思う興味，姿勢，能力は何ですか。（回答は三

つまで）

アンケート項目
調査
年度

問
問大変

向上した
やや

向上した
効果が
なかった

もともと
高かった

わから
ない

未知の事柄への興味（好奇心

科学技術，理科･数学の理論・原理
への興味

理科実験への興味

観測や観察への興味

学んだ事を応用することへの興味

社会で科学技術を正しく用いる姿
勢

自分から取組む姿勢（自主性，や
る気，挑戦心）
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周囲と協力して取組む姿勢（協調
性，リーダーシップ）

粘り強く取組む姿勢

独自なものを創り出そうとする
姿勢（独創性）

発見する力（問題発見力，気づく
力）

問題を解決する力

真実を探って明らかにしたい気
持ち（探究心）

考える力（洞察力，発想力，論理
力）

問 に参加したことで，あなたの学習全般や科学技術，理科･数学に対する興味，姿勢，能力が

向上しましたか。

問 問 の ～ のうち により最も向上したと思う興味，姿勢，能力は何ですか。（回答は三

つまで）

アンケート項目
調査
年度

問
問大変

向上した
やや

向上した
効果が
なかった

もともと
高かった

わから
ない

未知の事柄への興味（好奇心

科学技術，理科･数学の理論・原理
への興味

理科実験への興味

観測や観察への興味

学んだ事を応用することへの興味

社会で科学技術を正しく用いる姿
勢

自分から取組む姿勢（自主性，や
る気，挑戦心）
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成果を発表し伝える力（レポート
作成，プレゼンテーション）

国際性（英語による表現力，国際
感覚）

問 全ての取組についてお答えください。

参加したい，あるいはもっと深くまで取組んでみたいと思いますか。

これまでに参加した取組はどれですか。参加した取組全てにマークしてください。

参加した取組についてのみお答えください。参加してよかったと思いますか。

調査
年度

とてもそう思う
そう思う

参加した （参加して）
大変良かった
良かった

科学技術，理科・数学に割り当てが多い時間割

科学者や技術者の特別講義・講演会

大学や研究所，企業，科学館等の見学・体験学
習

個人や班で行う課題研究（自校の教員や生徒
のみとの間で行うもの）
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個人や班で行う課題研究（学等の研究機関と
一緒に，あるいは指導を受けて行うもの）

個人や班で行う課題研究（他の高校の教員や
生徒と一緒に，あるいは指導を受けて行うも
の）

理数系コンテストへの参加

観察・実験の実施

フィールドワーク（野外活動）の実施

プレゼンテーションする力を高める学習

英語で表現する力を高める学習

他の高校の生徒との発表交流会

成果を発表し伝える力（レポート
作成，プレゼンテーション）

国際性（英語による表現力，国際
感覚）

問 全ての取組についてお答えください。

参加したい，あるいはもっと深くまで取組んでみたいと思いますか。

これまでに参加した取組はどれですか。参加した取組全てにマークしてください。

参加した取組についてのみお答えください。参加してよかったと思いますか。

調査
年度

とてもそう思う
そう思う

参加した （参加して）
大変良かった
良かった

科学技術，理科・数学に割り当てが多い時間割

科学者や技術者の特別講義・講演会

大学や研究所，企業，科学館等の見学・体験学
習

個人や班で行う課題研究（自校の教員や生徒
のみとの間で行うもの）
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科学系クラブ活動への参加

海外の生徒との発表交流会

海外の大学・研究機関などの訪問

海外の生徒との共同課題研究

国際学会や国際シンポジウムでの発表

国際学会や国際シンポジウムの見学
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④ 事業と進路指導

特別課外活動「米国研修」に参加した生徒の進路希望及び進学状況

本校にとって 回目の 指定における研究開発課題は｢「科学を使える力」で未来社会を切り拓

く国際リーダーを育成する教育課程の研究開発｣である。この課題を達成するための事業として米国

研修を実施している。現時点でこの研修と進路との関連については，参加者の最上級生が，大学に入

学して 年目なので，十分に検証できる段階ではないが，この研修に参加した生徒の前期出願大学，

学部，学科及び進学状況と聞き取り調査，感想等の結果から，この研修と進路との関わりについて考

察する。また，今年度は別途，該当卒業生へのアンケートも実施した（ 「⑤ 事業に関す

る卒業生調査の結果」参照）。

平成 年度から平成 年度に，この研修に参加した生徒の現役時の前期出願大学･学部･学科，進

学状況の内訳は下の表の通りである。令和 年度入試については，現時点で結果が出ていないので，

出願数のみである。

表 平成 ～ 年度 米国研修参加生徒の進学または出願大学･学部学科

現役生の進学，出願大学･学部学科（進学 出願）

入試年度
東京 京都 名古屋 左記以外の国公立 国公立医学部

理Ⅰ 理Ⅱ 理 工 農 その他 理 工 農 理 工 薬 その他 医学科 他

出願・進学状況からは，医学部医学科の出願が約 ％（ 人中 人），進学（合格）は，出願者の

割弱（ 人中 人）で，どちらも学年全体の割合と比べ高い。これは，この研修に参加した生徒が

比較的成績上位の生徒が多いためである。医学，薬学系志望以外の生徒のほとんどは，東京，京都，

名古屋大学を志望し，学部については，理学部（ ），工学部（ ），農学部（ ）（東京･理Ⅰは工学部，

理Ⅱは理学部に含める）で，理，工が多く，農が少ない傾向が見られる。聞き取り調査では，偏差値

や合格可能性でなく，自分の学びたい研究分野が充実していることを重視して選択をしている。これ

は，本校生徒の全般的な傾向と一致している。また，医学部医学科を志望している生徒は臨床医を目

指すか研究医を目指すかは決めていない生徒が多いが，大学選択において海外での研修機会や内容が

充実していることも重視している。なお，平成 年度の米国研修に参加した卒業生が，日本の大学の

学部を経ずに米国の大学（カーネギーメロン大学）に進学した。

平成 年度の米国研修では，研修報告書の中に，まとめや感想に加えてルーブリックによる自己評

価も取り入れた。特徴的なものを以下に記す。英語によるプレゼンテーションを実施しているが，事

前準備のおかげか，概ね生徒たちはうまくできたという評価をしている。発表の表現力や質疑応答に

ついても，それぞれが肯定的な評価をしている。しかし，一方でやはり英語の壁があったのも事実で，

「リスニング力を向上させたい」「英語を学ぶ意義を改めて感じた」などの感想があった。さらに，単

に言葉の問題だけではなく，プレゼンテーションを通じて，自分の意見を伝えることの難しさを実感

したり，言語の違いだけではない「コミュニケーション能力の必要性」を指摘している生徒もいた。

科学系クラブ活動への参加

海外の生徒との発表交流会

海外の大学・研究機関などの訪問

海外の生徒との共同課題研究

国際学会や国際シンポジウムでの発表

国際学会や国際シンポジウムの見学
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短期間ではあるが，プレゼンテーションを繰り返すうちに，毎回反省点を振り返り次回の改善につな

げることができたということが，研修報告書からうかがえる。

米国研修は生徒に新たな世界を発見させ，視野を広げる一助となっているのは間違いない。日本の

中だけに留まっているだけでは経験できなかったような視点で，進路や将来の生き方あり方について

考えさせるきっかけともなっている。こういった経験が他の生徒に波及することも大いに期待できる。

今後もこの研修が進路指導に生かせるよう検証を継続していきたい。

特別課外活動「研究室体験研修」に参加した生徒の進路意識の変容

研究室体験研修は，平成 年度から始まり，現在まで続いている事業である。毎年 名から 名

程度（ 年前から東京大学のみになったため 名から 名程度）の生徒が参加してきた。研究室体

験で，視野が広がり自分の進むべき方向を再考する生徒もいた。また，参加した生徒だけでなく，周

囲の生徒への波及効果もあった。以下は，研究室体験研修に参加した，ある生徒の感想である。

大学で行う研究とはどのようなものなのか，研究者はどんな姿で研究を行っているのかを自分の目

で見ることができ，とても新鮮で，研究というものにも非常に興味がわいた。今回はもともと結果が

わかっていることについて実験を行い，加えて先生方に手取り足取り教えていただいたが，実際は実

験の予定から考察まで全て判断して行い，実験結果も思うようにいかないことの方が多いと伺った。

研究は難しそうという気持ちは研修前と研修後では変わらないが，研究者への憧れは高まったように

思う。先生や の皆さんがとても輝いて見えたからだ。また，遺伝子についてさらに知りたいとも

思った。実は私は物理選択で，受験では生物は選択していない。しかし近年，分野の垣根を取り払っ

た学問のあり方が必要とされている。物理選択であっても，生物などのほかの分野に関心を持つこと

は大事だと思う。今回の研修は，その点においても私自身の視野を広げる大きな体験であった。今後

も分野に縛られず，さまざまなことに関心を持ちたい。

スーパーサイエンス事業が始まって以降，思考力や問題解決能力の育成を目指し，現在では を

核とする，授業改善も図っている。数値に表れているわけではないが，生徒たちの学びの姿勢に変化

が出てきたように思える。研究室体験や米国研修などの企画は，全員が参加できるわけではないが，

参加した生徒から参加していない生徒へ与える刺激が，学年全体，学校全体に影響を及ぼし，個々の

生徒が目的意識や具体的な将来像を持って大学・学部選びをすることに役立っている。今後も進路指

導部と 事業との連携を深め，生徒の適性･能力を最大限に発揮できる進路指導を目指したい。

⑤ 事業に関する卒業生調査の結果

ア 対象・調査期間・方法

ｱ 対象

本校卒業生 高校 回生（平成 年 月卒業）～高校 回生（平成 年 月卒業）

ｲ 調査期間

令和元年 月 日（土）～ 月 日（土）

ｳ 方法

インターネット上で実施（本校ホームページに調査用フォームへのリンクを作成）

イ 調査結果

回答数 名
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質問 氏名 省略

質問 卒業年 平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

平成 年 月卒 名

質問 卒業後の進路・所属

・ 筑波大学大学院システム情報研究科に進学後，修士卒業直前に起業して渡米。専門分野は大規

模分散データ処理。日本 貢献者賞など。米国特許保有。

・ 東京大学大学院農学生命科学研究科修了後，東京工業大学で大隅良典先生に師事。現在，東京

大学大学院農学生命科学研究科助教。

・ 早稲田大学大学院基幹理工学研究科卒，現在，パナソニック株式会社に勤務。

・ 東京大学大学院新領域創成科学研究科修了後，人工知能技術の研究開発の会社を共同で設立。

・ 東京大学理科Ⅰ類 → 東京大学医学部医学科 → 大阪大学大学院医学系研究科

・ 北海道大学獣医学部卒，現在，広島県庁勤務。

その他，東大卒，名大卒，トヨタ自動車勤務，医師 多数。

質問 岡崎高校在学時の 活動への参加の有無

スーパーサイエンス部に所属した 名

数学部に所属した 名

東京大学，名古屋大学などでの研修に参加した 名

海外の研修に参加した 名

授業で課題研究を行った 名

施設等の見学に参加した 名

活動には参加しなかった 名

質問 活動に参加したことで役に立っている資質・能力（結果の一部を示す。）

・ 与えられたゴール設定がなく自由度の高い環境を自分から活用する能力と，そこで得られた成

果を対外的に納得させるプレゼンテーション能力。

・ 実験手技，考察力，多様な領域への興味・関心。

・ 結果的に理学部系にはいかなかったため，研究職の方に教わったことや，発表活動を行ったこ

と，予算管理をしたことは役に立っています。

・ 物事を論理的に考える能力（ロジカルシンキング），自分の伝えたいことを適切にわかりやすく

伝える能力（文章力／プレゼンスキル），最先端の研究と研究者に対する尊敬の念，高校生活の

短期間ではあるが，プレゼンテーションを繰り返すうちに，毎回反省点を振り返り次回の改善につな

げることができたということが，研修報告書からうかがえる。

米国研修は生徒に新たな世界を発見させ，視野を広げる一助となっているのは間違いない。日本の

中だけに留まっているだけでは経験できなかったような視点で，進路や将来の生き方あり方について

考えさせるきっかけともなっている。こういった経験が他の生徒に波及することも大いに期待できる。

今後もこの研修が進路指導に生かせるよう検証を継続していきたい。

特別課外活動「研究室体験研修」に参加した生徒の進路意識の変容

研究室体験研修は，平成 年度から始まり，現在まで続いている事業である。毎年 名から 名

程度（ 年前から東京大学のみになったため 名から 名程度）の生徒が参加してきた。研究室体

験で，視野が広がり自分の進むべき方向を再考する生徒もいた。また，参加した生徒だけでなく，周

囲の生徒への波及効果もあった。以下は，研究室体験研修に参加した，ある生徒の感想である。

大学で行う研究とはどのようなものなのか，研究者はどんな姿で研究を行っているのかを自分の目

で見ることができ，とても新鮮で，研究というものにも非常に興味がわいた。今回はもともと結果が

わかっていることについて実験を行い，加えて先生方に手取り足取り教えていただいたが，実際は実

験の予定から考察まで全て判断して行い，実験結果も思うようにいかないことの方が多いと伺った。

研究は難しそうという気持ちは研修前と研修後では変わらないが，研究者への憧れは高まったように

思う。先生や の皆さんがとても輝いて見えたからだ。また，遺伝子についてさらに知りたいとも

思った。実は私は物理選択で，受験では生物は選択していない。しかし近年，分野の垣根を取り払っ

た学問のあり方が必要とされている。物理選択であっても，生物などのほかの分野に関心を持つこと

は大事だと思う。今回の研修は，その点においても私自身の視野を広げる大きな体験であった。今後

も分野に縛られず，さまざまなことに関心を持ちたい。

スーパーサイエンス事業が始まって以降，思考力や問題解決能力の育成を目指し，現在では を

核とする，授業改善も図っている。数値に表れているわけではないが，生徒たちの学びの姿勢に変化

が出てきたように思える。研究室体験や米国研修などの企画は，全員が参加できるわけではないが，

参加した生徒から参加していない生徒へ与える刺激が，学年全体，学校全体に影響を及ぼし，個々の

生徒が目的意識や具体的な将来像を持って大学・学部選びをすることに役立っている。今後も進路指

導部と 事業との連携を深め，生徒の適性･能力を最大限に発揮できる進路指導を目指したい。

⑤ 事業に関する卒業生調査の結果

ア 対象・調査期間・方法

ｱ 対象

本校卒業生 高校 回生（平成 年 月卒業）～高校 回生（平成 年 月卒業）

ｲ 調査期間

令和元年 月 日（土）～ 月 日（土）

ｳ 方法

インターネット上で実施（本校ホームページに調査用フォームへのリンクを作成）

イ 調査結果

回答数 名
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中で特別な研修を過ごしたという思い出（大学に行ってから，インターンに積極的に行きたい

と思えた）

・ 理系研究の楽しさを知り，大学で研究に打ち込んだばかりでなく，会社でもそのモチベーショ

ンが続いている。

・ 在学時は他に部活をやっていて忙しかったこともありほぼ関わることはありませんでしたが，

大学入学後に高校時点（あるいはそれより以前）から発展的なサイエンス（特に数学・物理学・

計算機科学）に触れている同級生が多くいることが分かり，自分もそういう情報にアクセスし

ていれば大学に受かればいいやと怠惰に過ごしてしまうこともなかったのかなという後悔があ

りました。上記含めここに書くことではありませんが，本格的な活動だけでなく，よりカジュ

アルに発展的情報に触れられるような機会を増やしてもらえるだけでも人生が変わる生徒さん

が現れるのではないかなと思います。（もっとも，既に十分な取り組みをされていて，自分がそ

れすらも気付いていなかっただけということかもしれません。） 事業のような取り組みの効

果測定としては進学先といった近視眼的な指標はそぐわず，このような長いスパンでの追跡調

査は非常に意義のあることだと思いました。

・ 研究者の方との交流や部活動としての研究を通じ，仮説思考の基礎を養うことができた。

・ 基礎研究の手法を既知の状態で大学での実習や研究活動等に臨めたことで，それらを有意義に

行うことができた。将来の進路を考えるにあたって，研修での経験が決め手の一つになった。

・ 理系研究の楽しさを知り，大学で研究に打ち込んだばかりでなく，会社でもそのモチベーショ

ンが続いている。

・ つくば研修に参加し様々な施設や分野（ ，植物種子の保存など）に触れたことで，研究者

という選択肢や探求心をもつこと，自分の知らない世界があることを実感でき，その後大学で

専攻やテーマを選んだり研究するモチベーションの礎になりました。

・ 高校時からレポート等を書くことで大学入学時に書く抵抗感はなかった。理学部への理解や研

究の大変さと面白さを感じることができた。

・ 考えたり，発表したりする力。プレゼンをするとなったときに慣れているとの評価を受けます

が，高校のお陰と思っています。

・ 物事を多面的に見て何かに使えないか，役に立たないか考えること。

ウ 分析

研究者・技術者として活躍する卒業生，現役大学生から多くの回答を得ることができた。

質問 の「 活動に参加したことで役に立っている資質・能力」について，最も多かった回答

は，「高校での経験によって興味・関心が高まり，大学以降での活動の原動力になっている」とい

うものである。これは，本校の 期 年にわたる の取組の成果である。もちろん，プレゼン

テーション能力やレポート作成のスキルなどを挙げる回答も多かった。

本校では平成 年度の 年生から生徒全員を対象とした課題研究を実施している。今回の調査

では，それを経験した卒業生のほとんどはまだ大学生であるため，上記の調査結果は，希望者を

対象とした研修や部活動についての回答が多い。課題研究の成果を追跡的に検証するには，卒業

生を対象とした調査を，今後も行っていく必要がある。
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⑥ 運営指導委員会などの記録

第 回あいち 連絡会

平成 年 月 日（金） ～ 岡崎高校会議室

愛知県内 指定校による 事業の紹介と各校への依頼， 事業の日程調整

令和元年度 運営指導委員会

日時 令和 年 月 日（水） ～

場所 岡崎高校校長室

次第

校長挨拶

出席者紹介

委員 東京大学 名誉教授 福山 透

名古屋大学 名誉教授 近藤 孝男

東京大学大学院工学系研究科 教授 青山 和浩

名古屋大学大学院理学研究科 教授 寺崎 一郎

筑波大学生存ダイナミクス研究センター 教授 小林 悟

愛知県総合教育センター研修部基本研修室 研究指導主事 北野 マミ子

愛知県立岡崎高等学校 校長 柴田 悦己

教頭 日髙 慎吾，岩月 迅美

教諭 新海 德則，菰田 有一，水谷 果歩，鈴木 俊喬，

稲垣 貴也，鈴木 俊太郎，藤井 文菜，上江洲 佑太

事業の取組の報告

① 令和元年度 の成果と課題について

② 学校設定教科（探究 ），文系総合の取組について

③ の日について

④ 学校設定科目（ ）の取組について

④ 市・企業との連携について

協議

助言

福山先生：

・ 課題発見力を系統的な指導で育成するとともに，「はっとしたこと」を大切にしてほしい。

それが生徒の将来につながっていくと思う。

・ 探究 での英語発表について，きちんとしたコーチはついているのか。英語の発音は

ネイティブの指導が不可欠である。難しいなら最近はインターネットを利用してネイテ

ィブの発音を学習できるので検討してほしい。

近藤先生：

・ 自然現象などへの「気づき」はいろんな資質・能力のベースになるので大切にしてほし

い。

青山先生：

・ だから成果を出したいのは分かるが，体験をさせることでいろんな発見をさせてほ

しい。

・ 世界史と理科の融合授業はよい。さらに技術史を扱えば「世の中をよくしていくんだ」

という動機付けになるのではないか。年生でやるのに加え 年生でもやったらどうか。

中で特別な研修を過ごしたという思い出（大学に行ってから，インターンに積極的に行きたい

と思えた）

・ 理系研究の楽しさを知り，大学で研究に打ち込んだばかりでなく，会社でもそのモチベーショ

ンが続いている。

・ 在学時は他に部活をやっていて忙しかったこともありほぼ関わることはありませんでしたが，

大学入学後に高校時点（あるいはそれより以前）から発展的なサイエンス（特に数学・物理学・

計算機科学）に触れている同級生が多くいることが分かり，自分もそういう情報にアクセスし

ていれば大学に受かればいいやと怠惰に過ごしてしまうこともなかったのかなという後悔があ

りました。上記含めここに書くことではありませんが，本格的な活動だけでなく，よりカジュ

アルに発展的情報に触れられるような機会を増やしてもらえるだけでも人生が変わる生徒さん

が現れるのではないかなと思います。（もっとも，既に十分な取り組みをされていて，自分がそ

れすらも気付いていなかっただけということかもしれません。） 事業のような取り組みの効

果測定としては進学先といった近視眼的な指標はそぐわず，このような長いスパンでの追跡調

査は非常に意義のあることだと思いました。

・ 研究者の方との交流や部活動としての研究を通じ，仮説思考の基礎を養うことができた。

・ 基礎研究の手法を既知の状態で大学での実習や研究活動等に臨めたことで，それらを有意義に

行うことができた。将来の進路を考えるにあたって，研修での経験が決め手の一つになった。

・ 理系研究の楽しさを知り，大学で研究に打ち込んだばかりでなく，会社でもそのモチベーショ

ンが続いている。

・ つくば研修に参加し様々な施設や分野（ ，植物種子の保存など）に触れたことで，研究者

という選択肢や探求心をもつこと，自分の知らない世界があることを実感でき，その後大学で

専攻やテーマを選んだり研究するモチベーションの礎になりました。

・ 高校時からレポート等を書くことで大学入学時に書く抵抗感はなかった。理学部への理解や研

究の大変さと面白さを感じることができた。

・ 考えたり，発表したりする力。プレゼンをするとなったときに慣れているとの評価を受けます

が，高校のお陰と思っています。

・ 物事を多面的に見て何かに使えないか，役に立たないか考えること。

ウ 分析

研究者・技術者として活躍する卒業生，現役大学生から多くの回答を得ることができた。

質問 の「 活動に参加したことで役に立っている資質・能力」について，最も多かった回答

は，「高校での経験によって興味・関心が高まり，大学以降での活動の原動力になっている」とい

うものである。これは，本校の 期 年にわたる の取組の成果である。もちろん，プレゼン

テーション能力やレポート作成のスキルなどを挙げる回答も多かった。

本校では平成 年度の 年生から生徒全員を対象とした課題研究を実施している。今回の調査

では，それを経験した卒業生のほとんどはまだ大学生であるため，上記の調査結果は，希望者を

対象とした研修や部活動についての回答が多い。課題研究の成果を追跡的に検証するには，卒業

生を対象とした調査を，今後も行っていく必要がある。
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寺崎先生：

・ 分野融合は専門にも生かせるはずである。学際的な学習から専門性と高めるような企画

を行ってはどうか。生徒が将来必要となる「軸」を見つけるための支援になるのではな

いか。

・ 「山が美しい」「その山に登りたい」と思うことも，登れる準備をしておくことも大切で

ある。

小林先生：

・ 「課題発見」はいろんな学校がテーマにしたがるが，それに留まらずに判断力を育成し

てほしい。それが「使えるサイエンス」につながるはずである。

・ 自然科学研究機構の研究者のうち英語ネイティブの指導を受けたらどうか。

・ プログラミング教育はどの程度行っているのか。センサー等の制御もよいが， 言語を

用いた統計処理の指導をすれば，探究 等に活用できるのではないか。

北野先生：

・ の取組においても，学びに向かう姿勢，人間性の育成を意識してほしい。

筑波大学人間系 助教 遠藤優介先生： （コメントのみ）

・ 岡高キー・コンピテンシーをサクセスクライテリアで評価するのはよい。第 期 も

年目となり，具体的にどんな生徒を育てたいのかが見えてきたはずなので，それをルー

ブリックに反映させればもっとよくなると思う。長期的な見通しという点ではまだ課題

がある。

・ 概ね成果はあるが，「リーダーの育成」を謳っている以上，トップ層をどう伸ばすかを考

えるべきである。

・ 世界史と理科の融合授業は非常によい。科学の本質（ ）の理解にもつながっている。

芸術や文学との連携も面白いかもしれない。

校長謝辞
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⑦ 課題研究テーマ一覧

令和元年度 第 学年 探究 Ⅰ 課題研究テーマ 一覧表
クラス 分野 班 課題研究テーマ

物理 ペットボトルロケットを遠くまで飛ばそう！
物理 ペットボトルは回し方で，水が抜ける速さが変化する？
物理 物質の重ね方による保温効果の違い

生物 アミラーゼの熱による失活
生物 熱による毛髪のタンパク質の変性について

物理 色による熱の吸収量の違い
物理 糸電話の糸による音の波形への影響
物理 テーブルクロス引きを成功させる慣性力と摩擦力の関係

生物 抽出の条件
生物 胃の消化について

物理 音の波を体感したい！
物理 モテ技テーブルクロス引き！
物理 色による温度上昇の違いを調べる

生物
野菜に含まれる色素の吸収スペクトルのグラフを作成し，色素を特
定しよう

生物 酵素が失活する限界の を調べよう
物理 自然の恵みの断り方
物理 目指せモノサシスト！
物理 めっちゃ飛ぶ紙飛行機

生物 エチレンガスとバナナの熟成度合の関係
生物 新鮮な植物と新鮮でない植物の違い

物理 糸電話をつなぎたい今日この頃
物理 竹とんぼを飛ばしたい
物理 水滴落下の規則の研究

生物 甘いみかんが食べたい！
生物 雑草をもって雑草を制す

物理 教科書疑ってみた ～ 𝑦𝑦 = 1/2𝑔𝑔𝑡𝑡2 ってまじ？～
物理 不協和音の波形
物理 物体を落下させた高さによる衝突の違い

生物 身の回りのもので殺菌
生物 酵素の働きと肉の柔らかさ

物理 不快な音の共通点を見つける
物理 熱力学の第２法則をぶっ壊す～永久機関への挑戦～
物理 わりばしをきれいに割りたい！

生物 ふわふわのパンを作る
生物 塩が植物に与える影響

物理 エジソンになってみよう！！
物理 紙の材料・枚数と摩擦力の関係
物理 恋の大作戦～草相撲編～

生物 洗濯用洗剤（酵素）の危険性
生物 酸味とビタミン の関係～ファーストキスはレモン味～

物理 カンニング防止
物理 紙人間コンテスト
物理 ペットボトルに入った水をはき出そう！！

生物 秒ルールは安全か
生物 光がカイワレダイコンの成長に及ぼす影響

物理 より遠くへ飛ぶ紙飛行機を作るには
物理 おもちが伸びやすい熱量

物理 強固なクッキー作り

生物 納豆菌の凝集剤

生物 小麦粉の種類の差は何だろう

寺崎先生：

・ 分野融合は専門にも生かせるはずである。学際的な学習から専門性と高めるような企画

を行ってはどうか。生徒が将来必要となる「軸」を見つけるための支援になるのではな

いか。

・ 「山が美しい」「その山に登りたい」と思うことも，登れる準備をしておくことも大切で

ある。

小林先生：

・ 「課題発見」はいろんな学校がテーマにしたがるが，それに留まらずに判断力を育成し

てほしい。それが「使えるサイエンス」につながるはずである。

・ 自然科学研究機構の研究者のうち英語ネイティブの指導を受けたらどうか。

・ プログラミング教育はどの程度行っているのか。センサー等の制御もよいが， 言語を

用いた統計処理の指導をすれば，探究 等に活用できるのではないか。

北野先生：

・ の取組においても，学びに向かう姿勢，人間性の育成を意識してほしい。

筑波大学人間系 助教 遠藤優介先生： （コメントのみ）

・ 岡高キー・コンピテンシーをサクセスクライテリアで評価するのはよい。第 期 も

年目となり，具体的にどんな生徒を育てたいのかが見えてきたはずなので，それをルー

ブリックに反映させればもっとよくなると思う。長期的な見通しという点ではまだ課題

がある。

・ 概ね成果はあるが，「リーダーの育成」を謳っている以上，トップ層をどう伸ばすかを考

えるべきである。

・ 世界史と理科の融合授業は非常によい。科学の本質（ ）の理解にもつながっている。

芸術や文学との連携も面白いかもしれない。

校長謝辞
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令和元年度 第 学年 理型 探究 Ⅱ 課題研究テーマ 一覧表
分野・科目 班 課題研究テーマ

数学

トロコイドの魔術師
𝑛𝑛 筆書きの極意
ヌメロン最短攻略への道～ 桁 ～
フーリエ級数展開による 𝑦𝑦 = 𝑥𝑥𝑛𝑛 の近似
導き出された円周率 ……

次式の積分
ピタゴラス数について
～小町算の拡張～
電卓を使いたくないあなたへ～ 𝑛𝑛 乗根編～
折り紙と方程式
すごろくのゴールまでの平均手数を求めて…

数学

ゲーム
円 𝑛𝑛 = 𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2 上の有理点の個数
一発じゃんけん

の『約数の和』問題
行列を利用した図形の軽量
「飛び地がある塗り絵」についての考察
完全数の拡張
具体例で見る行列の有用性
直線の通過領域の拡張

化学

溶けにくい氷作り
自然界面活性剤の効果
美しい髪になりたい！！
クロロフィルを使って美白を作れるか
メントスコーラにおけるメントスの働きについて
海水から塩を多く取り出せる条件
ダイラタンシーとデンプンの種類
華麗に過冷却
デンプンの構造の違いによる小豆の発色の変化
ザ・キング・オブ・キャンドル

化学

発泡スチロールを溶かしてみた
！ ！褐変反 ！

硬水中でも洗浄力と泡の高さを良くする２つの方法
野菜のダイラタンシー力 決定戦
決戦！正触媒 負触媒＠ 溶液
濃度，温度，反応時間の モデル（グラフ）作成
なぜクモの糸は強い？
尿の等価交換
サポニンと泡の関係
めっきの最適条件
最適な過冷却の条件を見つける

物理

自転車の速さと減速の関係
主翼だけの飛行機を飛ばすには？
～全翼機の後退角・上反角・重心位置と飛行距離の関係～
台車の速さと空気抵抗・摩擦の関係
シャープペンシルの芯が折れる条件
異なる気体中で球を落下させたときの抵抗の違い
高湿な環境が音圧にもたらす影響
脱ロス・風力発電における効率のよい発電方法
球が円軌道上を一回転するための条件 ～実際，理論値とは理論値である～
藁半紙はどれだけ強いか
きれいなミルククラウンができる条件とは
放物線運動と摩擦・空気抵抗の関係
映画「 」において吸盤の張り付く力の大きさは現実的か

物理
ペットボトルフリップの成功理由とその水の動き
紙飛行機のウィングレットの角度による揚力の変化
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水面波と水深，水路幅の関係
リニアモーターの駆動時における最適な磁界の向きの切り換えタイミング
様々な条件下での反発係数の変化
斜面上をすべらずに転がる円板の運動
液体の熱膨張率を探る
水面で水切り石がはねる条件
無回転で打ち出されたピンポン玉の軌道
飛行機の初速度の角度による飛行距離の変化
雨に濡れにくい傘のさし方

生物

ゾウリムシの走性の優先度
野鳥の森の植生調査

植物の育成環境を探る
異なる色の光が水草の成長に与える影響
秒ルールは正しいの？

食品添加物が生物に与える影響
日焼けした肌を元に戻したい
オジギソウの開閉のしくみを探る
塩害が植物の成長に及ぼす影響
ミラクルフルーツはどんな味覚の変化を引き起こすのか？
細菌を除去して口の中をシャイキーン

令和元年度 第 学年 理型 探究 Ⅱ 課題研究テーマ 一覧表
分野・科目 班 課題研究テーマ

数学

微分方程式の応用

最短のチャンピオンロード～グーから始まるバトルロワイヤル～

一日は本当に２４時間なのか

数式で表せる魚の模様

時計の針が描く面積を関数化できるか？

折り紙を用いた数学

「ビュフォンの針」を多角形にしたらどうなるか？

二元方程式のグラフの概形

ナポレオンの定理の証明

地球温暖化による海面上昇量

マクローリン展開～ｓｉｎｘの近似～

三角測量において測定誤差が及ぼす影響

数式で図形を表す

天然鰻を今後も食べられるようにするために行うべきこと

信号の違いによる交差点の交通量の変化

母集団と標本との差

三平方の定理の拡張

コッホ曲線を作りたかった

ｎ乗の和の公式を作る

ヌメロン攻略

令和元年度 第 学年 理型 探究 Ⅱ 課題研究テーマ 一覧表
分野・科目 班 課題研究テーマ

数学

トロコイドの魔術師
𝑛𝑛 筆書きの極意
ヌメロン最短攻略への道～ 桁 ～
フーリエ級数展開による 𝑦𝑦 = 𝑥𝑥𝑛𝑛 の近似
導き出された円周率 ……

次式の積分
ピタゴラス数について
～小町算の拡張～
電卓を使いたくないあなたへ～ 𝑛𝑛 乗根編～
折り紙と方程式
すごろくのゴールまでの平均手数を求めて…

数学

ゲーム
円 𝑛𝑛 = 𝑥𝑥2 + 𝑦𝑦2 上の有理点の個数
一発じゃんけん

の『約数の和』問題
行列を利用した図形の軽量
「飛び地がある塗り絵」についての考察
完全数の拡張
具体例で見る行列の有用性
直線の通過領域の拡張

化学

溶けにくい氷作り
自然界面活性剤の効果
美しい髪になりたい！！
クロロフィルを使って美白を作れるか
メントスコーラにおけるメントスの働きについて
海水から塩を多く取り出せる条件
ダイラタンシーとデンプンの種類
華麗に過冷却
デンプンの構造の違いによる小豆の発色の変化
ザ・キング・オブ・キャンドル

化学

発泡スチロールを溶かしてみた
！ ！褐変反 ！

硬水中でも洗浄力と泡の高さを良くする２つの方法
野菜のダイラタンシー力 決定戦
決戦！正触媒 負触媒＠ 溶液
濃度，温度，反応時間の モデル（グラフ）作成
なぜクモの糸は強い？
尿の等価交換
サポニンと泡の関係
めっきの最適条件
最適な過冷却の条件を見つける

物理

自転車の速さと減速の関係
主翼だけの飛行機を飛ばすには？
～全翼機の後退角・上反角・重心位置と飛行距離の関係～
台車の速さと空気抵抗・摩擦の関係
シャープペンシルの芯が折れる条件
異なる気体中で球を落下させたときの抵抗の違い
高湿な環境が音圧にもたらす影響
脱ロス・風力発電における効率のよい発電方法
球が円軌道上を一回転するための条件 ～実際，理論値とは理論値である～
藁半紙はどれだけ強いか
きれいなミルククラウンができる条件とは
放物線運動と摩擦・空気抵抗の関係
映画「 」において吸盤の張り付く力の大きさは現実的か

物理
ペットボトルフリップの成功理由とその水の動き
紙飛行機のウィングレットの角度による揚力の変化
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数学

純正律における と の変換公式

数学問題あるあるやってみた。

飛び石ゲームの最善方法を探る

山崩しの必勝法
～ ～

スピログラフが描く図形のヒミツ

次元と時間の考察

偏差値の上限と下限

ハノイの塔

多変数関数の概形と微積分

フーリエ解析による声の周波数分析とその倍音の共鳴予測

ソーシャルゲームのガチャの様々なシステムが収益に与える影響

立体四目並べにおける負けない方法

ルービックキューブの模様

化学

白化について

各温度条件におけるサイリウムの輝度

状態変化と金属の抵抗

氷に溶かした溶質の濃度と氷の溶ける速さの関係

亜硫酸水素アンモニウムを用いたヨウ素時計反応

安価な蛍光物質の作成

凍らせたジュースを最後まで美味しく飲みたい！！

油の保温性について

糖度を抽出！サントリーに対抗！！

ベタつかないハンドクリーム

凝固点を下げるための溶質の条件

化学

酒石酸塩の自然分晶〜パスツールの功績より〜

金属を混ぜた時の発光色

結晶中の金属イオンの置換と色

ユナイテッドする打ち水

カルシウム化合物水溶液とアルギン酸ナトリウム水溶液による反応と応用

酸性剤によるホットケーキの膨らみの違い
・

塩化カリウム飽和水溶液に対する硫酸銅五水和物の溶解度

繊維・色と熱の関係

界面活性剤の量と泡の安定度

細胞内の浸透圧と濃度の関係
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透明標本の作製

エステルの平衡の変化

マスクの材質による，花粉の遮り方の違い

物理

静止摩擦係数の性質

パラシュートの大きさと空気抵抗の関係

ペーパーグライダーの翼の幅・後退角と飛距離の関係

輪ゴム特有の応力と伸びの関係

物体の回転と表面積の大きさによる空気抵抗の変化

海岸の地形による波の力の変化

僕らが運動会で裸足になる理由

様々な状況における反発係数の違い

反発係数

水で濡れた時の紙の変化

空気抵抗が 番小さい形は？

物理

ダイラタンシー現象と力の関係

溝と地面との接地面積の割合による摩擦力

食塩水の濃度と光の分散の位置関係

椅子を引く時の音は引き方によってどのように変化するのか

水滴の速度変化と粘性

水中で蜃気楼ができる条件について

より進みやすいタイヤ

渦のできる条件と水の速さ

紙飛行機の失速角

飛行物体における重心の位置と飛距離の関係

スティックスリップ現象の発生条件

面積・力の加え方の摩擦係数への影響

生物

プラナリアの再生条件

方形区法による植生の調査

雑菌が繁殖しやすい栄養条件

エタノールによるアルコール発酵の阻害

ヒトの感覚神経で最も反応する刺激と部位とは

界面活性剤がカイワレダイコンの発芽・成長に与える影響

ホウレンソウに含まれるカタラーゼ量の部位による違い

カイワレダイコンの光と重力に対する屈性

数学

純正律における と の変換公式

数学問題あるあるやってみた。

飛び石ゲームの最善方法を探る

山崩しの必勝法
～ ～

スピログラフが描く図形のヒミツ

次元と時間の考察

偏差値の上限と下限

ハノイの塔

多変数関数の概形と微積分

フーリエ解析による声の周波数分析とその倍音の共鳴予測

ソーシャルゲームのガチャの様々なシステムが収益に与える影響

立体四目並べにおける負けない方法

ルービックキューブの模様

化学

白化について

各温度条件におけるサイリウムの輝度

状態変化と金属の抵抗

氷に溶かした溶質の濃度と氷の溶ける速さの関係

亜硫酸水素アンモニウムを用いたヨウ素時計反応

安価な蛍光物質の作成

凍らせたジュースを最後まで美味しく飲みたい！！

油の保温性について

糖度を抽出！サントリーに対抗！！

ベタつかないハンドクリーム

凝固点を下げるための溶質の条件

化学

酒石酸塩の自然分晶〜パスツールの功績より〜

金属を混ぜた時の発光色

結晶中の金属イオンの置換と色

ユナイテッドする打ち水

カルシウム化合物水溶液とアルギン酸ナトリウム水溶液による反応と応用

酸性剤によるホットケーキの膨らみの違い
・

塩化カリウム飽和水溶液に対する硫酸銅五水和物の溶解度

繊維・色と熱の関係

界面活性剤の量と泡の安定度

細胞内の浸透圧と濃度の関係

－79－



植物色素の紫外線吸収効果

タンパク質分解酵素を多く含む食材

カリウムによる塩害緩和の作用

光の波長の変化に伴う光合成速度の変化

緑化によるクロロフィルの変容

特別課外活動「研究室体験研修」（東京大学） 研究テーマ 一覧

サッカー部の勝率と有名大学進学率
夏のエアコン使用率による熱中症患者数とコンビニの売上の変化
大富豪と大貧民の勝率の違い
「炭素繊維」による革命
炭素繊維による革命
複合材料 についての研究
静水圧刺激が軟骨前駆細胞にもたらす影響
静水圧刺激の変化による軟骨前駆細胞の遺伝子発現や外見の変化について
酵母 を用いた遺伝子発現制御機構の解析
酵母 の アルカンによる遺伝子発現制御機構
カイコの味覚受容体に注目した植物認識機構の解明
味覚を介した植物認識機構についての研究

スーパーサイエンス部 研究テーマ 一覧

ペーパーグライダーの主翼形状の変化による揚力の変化
コイルが作る外側の磁場の様子について
身近な物質で振動反応を起こす

照射がキイロショウジョウバエに及ぼす影響
斜面上の物体の転倒条件
水から受ける抵抗力と物体の終端速度の関係
画像解析を用いたローバーの製作

を用いたドローンの製作
旋光度と光学活性体の構造の関係
乳化重合の最適条件
硫酸の量による 反応の振動周期の変化
酵母菌を用いた微生物燃料電池の特性
ヒドラの出芽と成長
納豆菌の特性を探る
密閉空間での音の反射
空気の流れの可視化
ゾウリムシの電気走性を探る
電気二重層キャパシタの特性
北山湿地のヒメカンアオイは春咲きか？秋咲きか？

特別課外活動米国研修（平成 年度） 研究テーマ 一覧

～ ～
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